
 

薬事・食品衛生審議会 食品衛生分科会 

食品規格部会 議事次第 

日時：平成２２年 １２月１４日（火） 

１５時００分～１８時００分 

場所：厚生労働省共用第８会議室 

 

１．開 会 

 

２．議 題 

（１）審議事項 

・清涼飲料水等の規格基準の一部改正について 

（２）報告事項 

  ・デオキシニバレノール及びニバレノールの食品健康影響評価について 

（３）その他 

 

３．閉 会 



 

＜配布資料＞ 

資料１－１ ： 清涼飲料水等の規格基準の改正について（案） 

資料１－２ ： 清涼飲料水の規格基準改正の概念図 

資 料 ２  ： デオキシニバレノール及びニバレノールの食品健康影響評価について 

 

＜参考資料＞ 

参考資料１： 清涼飲料水の規格基準改正に係る基本的考え方について 

（平成22年7月29日食品規格部会資料） 

参考資料２： 清涼飲料水の規格基準に関する改正等の経緯 

参考資料３： 水道法水質基準等の設定の考え方について 

参考資料４： 飲料水等に係る基準値の比較（残留農薬を除く） 

参考資料５： 清涼飲料水等の規格基準 

参考資料６： 「飲用適の水」が準用されている規定 

参考資料７： Codex Standard for Natural Mineral Waters（CODEX STAN 108-1981） 

（日本ミネラルウォーター協会仮訳） 

参考資料８： General Standard for Bottled/ Packaged Drinking Waters (Other than 

Natural Mineral Waters)（CODEX STAN 227-2001） 

（日本ミネラルウォーター協会仮訳） 

参考資料９：  かび毒評価書「デオキシニバレノール及びニバレノール」 

（平成22年11月18日府食第872号別添） 

 

＜机上配布＞ 

物質別の評価資料（食品安全委員会、水道法、WHO、食事摂取基準） 
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清涼飲料水等の規格基準の改正について（案） 

 

Ⅰ．現 状 

  食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号。以下「告示」と

いう。）の各条において規定される「清涼飲料水」については、現行、成分規格、

製造基準及び保存基準が定められており、その中で、 

・ミネラルウォーター類（「水のみを原料とする清涼飲料水」と定義） 

・冷凍果実飲料 

・原料用果汁 

・ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼飲料水 

の区分により、それぞれ規格基準が定められている。 

このうち、「ミネラルウォーター類」及び「ミネラルウォーター類、冷凍果実

飲料及び原料用果汁以外の清涼飲料水」にあっては、製造基準において原水の基

準が定められており、それぞれ、平成 6年当時のナチュラルミネラルウォーター

に関するコーデックス・ヨーロッパ地域食品規格、平成 5年当時の水道法の水質

基準を引用して項目及び基準値が設定されている。 

さらに、「ミネラルウォーター類」のうち、「容器包装内の二酸化炭素圧が 20℃

で 98kPa 未満であって、かつ、殺菌又は除菌を行わないもの」については、「腸

球菌及び緑膿菌陰性」とする成分規格、製造において認められる処理（沈殿、ろ

過、曝気又は二酸化炭素の注入若しくは脱気）及び衛生的な取扱い等に関する製

造基準が定められている。 

また、同じく告示の各条に規定される「粉末清涼飲料」についても、成分規格、

製造基準及び保存基準が定められている。 

 

Ⅱ．改正の概要 

１．清涼飲料水の規格基準の枠組の見直し 

（1）分類の整理 

現行の「ミネラルウォーター類」は、泉源の衛生管理の有無（殺菌又は除菌

の要否）に拠らず、「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以

外の清涼飲料水」の原水基準に規定されている項目（26 項目）と比較して限定

的な原水基準項目（18 項目）が一律に適用されている。本改正では、清涼飲料

水について、成分規格、製造基準及び保存基準を定める枠組みは維持しつつ、

「ミネラルウォーター類」を「水のみを原料とする清涼飲料水」という区分で

一律に取り扱うのではなく、泉源の衛生管理がなされ、殺菌又は除菌を要しな

いもの（コーデックスのナチュラルミネラルウォーター規格（以下「NMW 規

格」という。）に準じるもの）と、それ以外のミネラルウォーター類に区分し、

それぞれ規格基準を定める。 

資料１－１ 
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  ＜改正後の清涼飲料水の区分＞ 

① ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有） 

水のみを原料とする清涼飲料水のうち、殺菌又は除菌を要するものをいう。 

② ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無） 

水のみを原料とする清涼飲料水のうち、泉源の衛生管理がなされ、殺菌又

は除菌を要しないもの（NMW 規格に準拠するもの）をいう。 

③ ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水 

「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」、「ミネラルウォーター類（殺菌・

除菌無）」以外の清涼飲料水をいい、冷凍果実飲料及び原料用果汁を含む。  

（2）原水基準等の整理 

① ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有） 

水のみを原料とするものであり、化学物質等については、原水基準と成分

規格の双方による規制は不要であることから、成分規格において規制するこ

ととし、現行の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外

の清涼飲料水」の原水基準に規定されている項目を成分規格に移行させる。 

なお、微生物に係る原水基準及びその他の製造基準については、現行の「ミ

ネラルウォーター類」の規定を維持する。 

② ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無） 

「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」と同様、化学物質等について

は、原水基準と成分規格の双方による規制は不要であることから、成分規格

において規制することとし、現行の「ミネラルウォーター類」の原水基準に

規定されている項目を成分規格に移行させる。 

また、原水は、NMW 規格に準じ、自然に又は掘削によって地下の帯水層

から直接源泉として得られるものであり、その泉源地及び採水地点において

汚染防止措置が講じられ、かつ、その構成成分、湧出量及び温度が安定的な

ものでなければならない旨の規定を設ける。 

なお、微生物に係る原水基準及びその他の製造基準については、現行の「容

器包装内の二酸化炭素圧が 20℃で 98kPa 未満であって、かつ、殺菌又は除菌

を行わないミネラルウォーター類」の規定を維持する。 

③ ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水 

水以外の原料も使用して製造されることから、原水基準と成分規格の双方

を規定する。なお、この場合の「原水」とは、水源から取水した時点の水で

はなく、その製造において原料として用いる時点の水をいうことから、「原

料として用いる水」に改めるとともに、これには水道水の他、「ミネラルウ

ォーター類（殺菌・除菌有）」又は「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）」

の成分規格等に適合する水を使用するものとする。 
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 また、その他の製造基準については、現行の「ミネラルウォーター類、冷

凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼飲料水」の規定を維持する。 

さらに、現行の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以

外の清涼飲料水」の原水基準は、「飲用適の水」の基準として、他の複数の

個別食品（食肉製品等）の製造基準において、製造、加工等に用いられる水

（食品製造用水）の基準に準用されている。この機会に、「飲用適の水」の

基準を告示の各条中の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果

汁以外の清涼飲料水」の製造基準において規定するのではなく、「食品一般

の製造、加工及び調理基準」において規定するよう法令上の整備を行う。 

なお、分析技術の進歩に迅速に対応し適宜分析法の修正を行うことを可能

とするため、化学物質等については分析法を告示から削除し通知により示す。 

２．清涼飲料水及び粉末清涼飲料における規制対象項目の見直し 

「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」、「ミネラルウォーター類（殺菌・

除菌無）」及び「ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水」の規格基準おける規

制対象項目については、我が国の水道法に基づく基準やコーデックスの飲料水に

関する規格、WHO の飲料水水質ガイドライン等を踏まえ、以下の整理により見

直しを行う。 

（1）化学物質等（農薬を除く） 

現行の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼飲

料水」又は「ミネラルウォーター類」の原水に規定されている化学物質等につ

いては、食品安全委員会の食品健康影響評価及び水道法に基づく基準の検討状

況等を踏まえて、以下の方針により逐次見直しを行っていく（別紙１）。 

① 「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」の成分規格 

現行の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼

飲料水」の原水基準をもとに、水道法の水質基準及び水質管理目標の人の健

康の保護に関する項目（健康関連項目）及び WHO の飲料水水質ガイドライ

ンを参考として基準値設定項目の見直しを行う。ただし、水の性状の観点か

ら基準値が設定されている物質であっても、健康の観点での指標値が存在す

る場合にあっては個別に考慮する。 

なお、分析技術の進歩に迅速に対応し適宜分析法の修正を行うことを可能

とするため、分析法を告示から削除し通知により示す。 

② 「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）」の成分規格 

現行の「ミネラルウォーター類」の原水基準をもとに、原則として NMW

規格に準拠した規格に移行する。 

なお、分析技術の進歩に迅速に対応し適宜分析法の修正を行うことを可能

とするため、分析法を告示から削除し通知により示す。 
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③ 「ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水」の製造基準 

 原料として用いる水に由来する化学物質等については、水道法の水質基準

又は「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」あるいは「ミネラルウォー

ター類（殺菌・除菌無）」の成分規格において規制される。 

（2）金属類及びかび毒 

現行の清涼飲料水一般の成分規格及び粉末清涼飲料に規定されている金属

類（ヒ素、鉛、カドミウム及びスズ）うち、ヒ素、鉛及びカドミウムについて

は、「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」及び「ミネラルウォーター類（殺

菌・除菌無）」にあっては、成分規格において化学物質等と同様の方針により

基準値を設定する。一方、「ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水」及び粉

末清涼飲料にあっては、これらの物質の毒性や食品からの摂取寄与を考慮して、

適切な成分規格を設定する。スズについては、引き続き、清涼飲料水一般の成

分規格及び粉末清涼飲料の成分規格とするが、規格の必要性に鑑み、缶入りの

ものに限って適用する。また、パツリンについては、引き続き、りんごの搾汁

及び搾汁された果汁のみを原料とする清涼飲料水の成分規格とする（別紙２）。 

なお、分析技術の進歩に迅速に対応し適宜分析法の修正を行うことを可能と

するため、基準値が設定されているものについては、分析法を告示から削除し

通知により示す。 

（3）微生物 

コーデックスにおける微生物規格の改定作業の方向性、厚生労働科学研究の

成果等を踏まえて、別途検討を行う。 

なお、規格基準の枠組の見直しに伴い、微生物の規格基準に係る試験法又は

測定法について所要の整理を行う（別紙３）。 

（4）農薬 

食品中に残留する農薬等に係るポジティブリスト制度については、清涼飲料

水に対しても適用されるものであることから、各条において農薬に関する規定

は設けない（別紙４）。 

 

Ⅲ．今後の対応 

清涼飲料水の規格基準の枠組及び規制対象項目の見直し等について、食品安全

委員会に食品健康影響評価等を依頼する。 
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ミネラルウォーター類における化学物質等の成分規格の設定等について 

Ⅰ．基本方針 

平成15年 7月 1日付けで食品安全委員会に対し清涼飲料水の規格基準改正

に係る食品健康影響評価を依頼した化学物質（農薬を除く）について、食品

健康影響評価及び水道法に基づく水質基準（以下「水質基準」という。）等の

見直しの状況を踏まえ、逐次改正方式でミネラルウォーター類に係る成分規

格の設定等を検討する。 

なお、食品安全委員会に対し食品健康影響評価を依頼していない物質等で

あっても、最新の知見に照らし、人の健康保護の観点から必要と判断される

ものについては、適宜、成分規格の設定等を検討する。 

 

Ⅱ．ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）の成分規格設定方針 

現行の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼

飲料水」の原水基準をもとに、以下の方針に従って成分規格に設定する項目

の選定及び基準値の設定等を行う。 

１．項目の選定 

（1）健康関連項目 

①  水質基準及び水質基準を補完する意味で水道水に関して設定されている

水質管理目標（以下「水質管理目標」という。）において、人の健康の保

護の観点からの評価値に基づき基準値等が設定されている項目（以下「健

康関連項目」という。）のうち、水質基準とされている項目については、

成分規格の項目として選定する。 

② 健康関連項目であって、水質管理目標設定項目とされており、かつ、WHO

飲料水水質ガイドラインにおいてガイドライン値が設定されている項目

については、成分規格の項目として選定する。 

 

 

（別紙１） 
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（2）性状関連項目 

① 水質基準及び水質管理目標において、水の性状の観点からの評価値に基

づき基準値等が設定されている項目（以下「性状関連項目」という。）に

ついては、原則として成分規格の項目として選定しない。 

② ただし、性状関連項目であっても、以下の項目については、成分規格の

項目としての選定を検討する。 

・ 水質基準又は水質管理目標及び WHO 飲料水水質ガイドラインにおい

て、人の健康の保護の観点からの評価値等が算出されている項目（銅、

残留塩素） 

・ 「水道水質に関する基本的な指標」又は「水質汚染に関する総括的な

指標」との位置付けで水質基準とされている項目（味、臭気、色度、

濁度、有機物） 

 

２．基準値の設定 

原則として、水質基準等の設定の考え方に準じ、以下に従って基準値を設

定する。ただし、水質基準等において、人の健康の保護の観点から例外的な

評価がなされている場合は、個別に考慮する。 

（1）健康関連項目 

① 耐容一日摂取量（TDI）等の閾値が設定される物質については、基本的に

は、他の食品からの寄与を考慮した以下の条件で対象物質の 1 日暴露量

が TDI を超えないような評価値を算出し、基準値とする。 

・ 人が１日に飲用する水の量：2 L 

・ 人の平均体重：50 kg 

・ 水経由の暴露割合として TDI の 10％（消毒副生成物については 20％、

浄水処理に直接使用される消毒剤又はその分解副生成物については

80％） 

② 遺伝毒性が関与する発がん物質等、閾値が設定されない物質については、

基本的には、発がんユニットリスクから発がんリスクレベル 10-5となるよ

うな評価値を算出し、基準値とする。 
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③ 閾値が設定される場合及び閾値が設定されない場合の双方の観点から評

価が行われている物質については、①及び②の二通りの方法で評価値を

算出し、より低い方の評価値を基準値とする。 

 

（2）性状関連項目 

① 人の健康の保護の観点からの評価が実施されている項目については、そ

の評価値を基準値として設定することを検討する。 

② 「水道水質に関する基本的な指標」又は「水質汚染に関する総括的な指

標」との位置付けで水質基準とされている項目については、その水質基

準値を基準値として設定することを検討する。 

 

Ⅲ．ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）の成分規格設定方針 

現行の「ミネラルウォーター類」の原水基準をもとに、原則としてコーデ

ックスのナチュラルミネラルウォーター規格に準拠し、成分規格に設定する

項目の選定及び基準値の設定等を行う。 

 

Ⅳ．今次改正における検討結果 

上記方針に従い、食品安全委員会に対し食品健康影響評価を依頼した化学

物質 48 項目のうち 23 項目について、表 1 及び表 2 の検討に従いミネラルウ

ォーター類における成分規格の設定等を行うとともに、食品安全委員会に対

し食品健康影響評価を依頼していない化学物質等 15 項目について、表 3及び

表 4の検討に従いミネラルウォーター類における成分規格の見直しを行う。 

なお、上記改正後の「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」及び「ミネ

ラルウォーター類（殺菌・除菌無）」の成分規格案を表 5及び表 6に示す。 
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表１ ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）の成分規格設定等検討項目（食品健康影響評価終了） 

番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

基1 カドミウム 
（金属類） 

＜健康＞ 

ヒトの疫学調査（経口暴露）にお

いて、過剰な近位尿細管機能障害

が認められなかった摂取量をもと

に評価。 
TDI：1 µg/kg 体重/日 

（7 µg/kg 体重/週から計算） 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.003 mg/L（＝水質基準値） 

※平成 15 年改正時の基準値 0.01 
mg/L から強化（平成 22 年 4 月 1 日

施行） 

0.003 mg/L 0.003 mg/L 
（0.01 mg/L） 

＜告示 1）＞ 
フレームレス-原
子吸光光度法、ICP
法、ICP-MS 法 

基2 四塩化炭素 
（有機物質） 

＜健康＞ 

雄ラットの12週間経口投与試験に

おける肝毒性のNOAEL から評価。 
TDI：0.71 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成19年10月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.002 mg/L（＝水質基準値） 

※平成 15 年改正時の基準値から変

更なし 

0.004 mg/L 0.002 mg/L 
（基準なし） 

＜告示＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

基3 1,4-ジオキサン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

ラットの 2 年間飲水投与試験にお

ける肝過形成・肝腫瘍増加の

NOAEL から評価。 
TDI：16 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.04 mg/L 

一方、平成15 年改正時は、ラットの

肝腫瘍増加に基づく、線形マルチス

テージモデルによる 10-5 発がんリス

クに相当する飲料水濃度から評価。 
評価値：0.05 mg/L（＝水質基準値） 

※評価値は相違するものの、根拠試

験が同一であること等から、平成15
年改正時の基準値を維持（WHO ガイ

ドライン値も同じ値） 

0.05 mg/L 0.04 mg/L 
（基準なし） 

※TDI から寄与率

10％として算出され

る評価値のほうが、

発がんユニットリス

クから算出される評

価値よりも低いこと

から、前者を基準値

として採用 

＜告示＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法、固相

抽出-GC-MS 法 

                                                  
1）水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法（平成 15 年 7 月 22 日 厚生労働省告示第 261 号） 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

基4 シス-1,2-ジクロロエチレン

及びトランス-1,2-ジクロロ

エチレン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

トランス体を用いたマウスの90日

間飲水投与試験における血清中

ALP 上昇のNOAEL から評価。 
TDI：17 µg/kg 体重/日（シス体と

トランス体の和） 
（不確実係数：1000） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.04 mg/L（シス体とトラン

ス体の和）（＝水質基準値） 

※平成 15 年改正時のシス体のみに

対する基準値から変更（平成21 年4
月1 日施行） 

0.05 mg/L 
（シス体とトラン

ス体の和） 

0.04 mg/L 
（シス体とトランス

体の和） 
（基準なし） 

＜告示＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

基5 ジクロロメタン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

ラットの 104 週間飲水投与試験に

おける肝腫瘍増加の NOAEL から評

価。 
TDI：6 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.02 mg/L（＝水質基準値） 

※平成 15 年改正時の基準値から変

更なし 

0.02 mg/L 0.02 mg/L 
（基準なし） 

＜告示＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

基6 テトラクロロエチレン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

マウスの 6 週間経口投与試験にお

ける肝毒性及びラットの13週間飲

水投与試験における体重増加抑制

のNOAEL から評価。 
TDI：14 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.04 mg/L 
水質基準値：0.01 mg/L 

※代表的な地下水汚染の原因物質と

して知られる難分解性物質であり、

浄水処理工程において除去すること

が比較的困難であることから、水質

基準達成のために使用を中止してい

る水源が少なくない。平成15 年改正

時の基準値（0.01 mg/L）からの緩和

により、これらの水源が使用を再開

する場合、水道水中の濃度が上昇す

る可能性が高いことから、現状非悪

化の観点から、現行評価値を維持 

0.04 mg/L 0.01 mg/L 
（基準なし） 

※水質基準値設定の

考え方を参考とし、

TDI から寄与率 10％

として算出される評

価値ではなく、水質

基準値を基準値とし

て採用（飲料水の製

造に当たっては、汚

染のない水源の選択

が可能） 

＜告示＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

基7 トリクロロエチレン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

＜非発がん性＞ 
交配前から妊娠期間のラットの飲

水投与試験における胎児の心臓奇

形リスク（10％）に相当するベン

チマーク用量から評価。 
TDI：1.46 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：100） 

＜発がん性＞ 
マウスの78週間経口投与試験にお

ける肝がん発生リスクをもとにし

た発がんユニットリスクから評

価。 
UR：8.3×10-3 mg/kg 体重/日 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率70％として評価。 
評価値：0.01 mg/L（＝水質基準値） 

※汚染地下水を原水としている地域

等において特異的に高濃度で水道水

中に含まれる場合があることを考慮

するとともに、水道水からの蒸発に

関して追加曝露を考慮すべきとした

WHO 飲料水水質ガイドラインの指

摘を踏まえ、我が国における各媒体

の曝露濃度データを活用して原水汚

染がある場合の水道水由来（経口飲

用分と吸入・経皮曝露分合計）の曝

露割合を70％とし、評価値を算定 

※平成 15 年改正時の基準値 0.03 
mg/L から強化予定（現在、食品安全

委員会に水質基準改正について評価

依頼中） 

0.02 mg/L 

※毒性データベー

スが不足している

ため暫定値 

0.004 mg/L 
（基準なし） 

※TDI から寄与率

10％として算出され

る評価値のほうが、

発がんユニットリス

クから算出される評

価値よりも低いこと

から、前者を基準値

として採用（飲料水

の製造に当たって

は、汚染のない水源

の選択が可能であ

り、また、吸入・経

皮暴露は考慮不要） 

＜告示＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

基8 ベンゼン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

＜非発がん性＞ 
ラット及びマウスの 108 週間経口

投与試験における白血球及びリン

パ球の減少の LOAEL から評価。 
TDI：18 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

＜発がん性＞ 
ヒトの疫学調査（吸入暴露）にお

ける白血病データをもとにした発

がんユニットリスクから評価。 
UR：2.5×10-2 mg/kg 体重/日 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

ヒトの疫学調査に基づく白血病の

10-5 発がんリスクに相当する飲料水

濃度（0.01 mg/L）及びラットとマウ

スの経口投与試験による線形マルチ

ステージモデルを用いた 10-5 発がん

リスクに相当する飲料水濃度（0.01
～0.08 mg/L）から評価。 
評価値：0.01 mg/L（水質基準値） 

※平成 15 年改正時の基準値から変

更なし 

0.01 mg/L 

 

0.01 mg/L 
（基準なし） 

※発がんユニットリ

スクから算出される

評価値のほうが、TDI
から寄与率 10％と

して算出される評価

値よりも低いことか

ら、前者を基準値と

して採用 

＜告示＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

基9 塩素酸 
（消毒副生成物） 

＜健康＞ 

ラットの90日間飲水投与試験にお
ける甲状腺のコロイド枯渇の
NOAEL から評価。 
TDI：30 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成19年10月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率80％として評価。 
評価値：0.6 mg/L（＝水質基準値） 

※塩素酸イオンは次亜塩素酸・二酸

化塩素・亜塩素酸の分解副生成物で

あり、これらは浄水処理に直接使用

されることを考慮し、寄与率は80％

を適用 

※評価値0.6 mg/Lの10％を超えて検
出されていることから、水質基準に
追加（平成20 年4 月1 日施行） 

0.7 mg/L 

※ガイドライン値

の達成よりも適切

な塩素消毒を行う

ことのほうが重要

であるため暫定値 

0.6 mg/L 
（基準なし） 

＜告示＞ 
イオンクロマト

グラフ法 

基10 臭素酸 
（消毒副生成物） 

＜健康＞ 

＜非発がん性＞ 
ラットの 100 週間飲水投与試験に
おける腎の尿路上皮過形成の
NOAEL から評価。 
TDI：11 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：100） 

＜発がん性＞ 
ラットの 100 週間飲水投与試験に
おける精巣の中皮腫発生率増加を
もとにした発がんユニットリスク
から評価。 
UR：2.8×10-2 mg/kg 体重/日 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

ラットの精巣の中皮腫発生率増加に

基づく、線形マルチステージモデル

による 10-5 発がんリスクに相当する

飲料水濃度から評価。 
評価値：0.01 mg/L（＝水質基準値） 

※平成 15 年改正時の基準値から変

更なし 

0.01 mg/L 

※利用可能な分析

及び処理方法に限

界があるため暫定

値 

0.01 mg/L 
（基準なし） 

※発がんユニットリ

スクから算出される

評価値のほうが、TDI
から寄与率 10％と

して算出される評価

値よりも低いことか

ら、前者を基準値と

して採用 

＜告示＞ 
イオンクロマト

グラフ-ポストカ

ラム吸光光度法 

基11 ホルムアルデヒド 
（消毒副生成物） 

＜健康＞ 

ラットの 2 年間飲水投与試験にお
ける摂餌量及び飲水量低下、体重
減少、胃粘膜壁肥厚、雌の腎の比
重量増加、腎の乳頭壊死発生率増
加のNOAEL から評価。 
TDI：15 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率20％として評価。 
評価値：0.08 mg/L（＝水質基準値） 

※平成 15 年改正時の基準値から変

更なし 

ガイドライン値なし 

※耐容摂取量に比
較して、飲料水中
に検出される濃度
が著しく低いた
め、設定不要 

0.08 mg/L 
（基準なし） 

＜告示＞ 
溶媒抽出-誘導体

化-GC-MS 法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

基12 銅 
（金属類） 

＜性状／健康＞ 

食品添加物のグルコン酸銅の許容

上限摂取量を銅として評価。 
UL：9 mg/人/日 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、 
＜健康関連＞ 
UL の寄与率25.7％として評価。 
評価値：1.16 mg/L 

＜性状関連＞ 
洗濯物等への着色防止の観点から評

価。 
評価値：1.0 mg/L（＝水質基準値） 

※平成 15 年改正時の基準値から変

更なし 

2 mg/L 1 mg/L 
（1.0 mg/L） 

※許容上限摂取量か

ら寄与率 10％とし

て算出される評価値

は 0.45 mg/L となる

が、コーデックスの

NMW 規格（1 mg/L）
との整合性を考慮

し、水質基準値を採

用（有効数字を整理） 

＜告示＞ 
フレームレス-原

子吸光光度法、フ

レーム-吸光光度

法、ICP 法、ICP-MS
法 

目1 1,1-ジクロロエチレン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

ラットの 2 年間飲水投与試験にお

ける肝小葉中心性の脂肪変成の発

生リスク（10％）に相当するベン

チマーク用量から評価。 
TDI：46 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：100） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.1 mg/L（＝管理目標値） 

※平成15 年改正時は水質基準（0.02 
mg/L）であったが、新たな評価値0.1 
mg/L の 10％を超えて検出されるこ

とはないため削除し、管理目標に変

更（平成21 年4 月1 日施行） 

ガイドライン値なし 

※耐容摂取量に比

較して、飲料水中

に検出される濃度

が著しく低いた

め、設定不要 

設定せず 
（基準なし） 

＜通知 2）＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

目2 1,2-ジクロロエタン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

＜非発がん性＞ 
ラットの90日間強制経口投与試験

における腎・肝・脳の比重量増加、

ヘモグロビン・ヘマトクリット値

減少のNOAEL から評価。 
TDI：37.5 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

ラットの前胃の扁平上皮がん、血管

肉腫及び乳腺がんの発生率増加に基

づく、線形マルチステージモデルに

よる 10-5 発がんリスクに相当する飲

料水濃度から評価。 
評価値：0.004 mg/L（＝管理目標値） 

0.03 mg/L 0.004 mg/L 
（基準なし） 

※発がんユニットリ

スクから算出される

評価値のほうが、TDI
から寄与率 10％と

して算出される評価

＜通知＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

                                                  
2）水質管理目標設定項目の検査方法（平成 15 年 10 月 10 日 健水発第 1010001 号別添 4） 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

＜発がん性＞ 
ラットの78週間経口投与試験にお

ける全胃の扁平上皮がん、血管肉

腫及び乳腺がんの発生率増加をも

とにした発がんユニットリスクか

ら評価。 
UR：6.3×10-2 mg/kg 体重/日 

※平成 15 年改正時の目標値から変

更なし 
 

値よりも低いことか

ら、前者を基準値と

して採用 

目3 1,1,1-トリクロロエタン 

（有機物質） 

＜性状／健康＞ 

ラットの13週間混餌投与試験にお

ける腎尿細管上皮の硝子滴変成の

NOAEL から評価。 

TDI：600 µg/kg 体重/日 

（不確実係数：1000） 

平成20年12月生活環境水道部会で、 

＜健康関連＞ 

TDI の寄与率10％として評価。 

評価値：1.5 mg/L 

＜性状関連＞ 

臭味発生防止の観点から評価。 

評価値：0.3 mg/L（＝管理目標値） 

※平成 15 年改正時の目標値から変

更なし 

ガイドライン値なし 

※耐容摂取量に比

較して、飲料水中

に検出される濃度

が著しく低いた

め、設定不要 

設定せず 

（基準なし） 

＜通知＞ 

パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

目4 1,1,2-トリクロロエタン 

（有機物質） 

＜健康＞ 

マウスの90日間飲水投与試験にお

ける血清生化学値の容量依存性の

変化及び免疫系への影響の NOAEL

から評価。 

TDI：3.9 µg/kg 体重/日 

（不確実係数：1000） 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 

評価値：0.01 mg/L 

※平成 15 年改正時は管理目標

（0.0006 mg/L）であったが、新たな

評価値0.01 mg/L の10％を超えて検

出されることはないため削除（平成

22 年4 月1 日施行） 

ガイドライン値なし 設定せず 

（基準なし） 

－ 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

目5 トルエン 
（有機物質） 

＜健康＞ 

ラットの13週間強制経口投与試験

における海馬体の歯状回及びアン

モン角での神経細胞壊死等の脳の

神経病理学的影響の NOAEL から評

価。 
TDI：149 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：3000） 

平成22 年2 月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.4 mg/L（＝管理目標値） 

※平成15年改正時の目標値0.2 mg/L
から緩和予定 

0.7 mg/L 0.4 mg/L 
（基準なし） 

＜通知＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

目6 亜塩素酸 
（消毒剤） 

＜健康＞ 

ラットの飲水投与による二世代繁

殖試験における聴覚驚愕反応の低

下のNOAEL から評価。 
TDI：29 µg/kg 体重/日（亜塩素酸

イオンとして） 
（不確実係数：100） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率80％として評価。 
評価値：0.6 mg/L（＝管理目標値） 

※浄水処理に直接使用されることを

考慮し、寄与率は80％を適用 

※平成 15 年改正時の目標値から変

更なし 

0.7 mg/L 

※ガイドライン値

の達成よりも適切

な塩素消毒を行う

ことのほうが重要

であるため暫定値 

0.6 mg/L 
（基準なし） 

＜通知＞ 
イオンクロマト

グラフ法、イオン

クロマトグラフ-

ポストカラム吸

光光度法 

目7 二酸化塩素 
（消毒剤） 

＜健康＞ 

ラットの飲水投与による二世代繁

殖試験における聴覚驚愕反応の低

下のNOAEL から評価。 
TDI：29 µg/kg 体重/日（亜塩素酸

イオンとして） 
（不確実係数：100） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率80％として評価。 
評価値：0.6 mg/L（＝管理目標値） 

※浄水処理に直接使用されることを

考慮し、寄与率は80％を適用 

※平成 15 年改正時の目標値から変

更なし 

ガイドライン値なし 

※速やかに加水分

解されて亜塩素酸

になること、亜塩

素酸の暫定ガイド

ライン値で十分保

護可能なことか

ら、設定不要 

設定せず 
（基準なし） 

＜通知＞ 
イオンクロマト

グラフ法、イオン

クロマトグラフ-

ポストカラム吸

光光度法 

目8 ジクロロアセトニトリル 
（消毒副生成物） 

＜健康＞ 

ラットの90日間経口投与試験にお

ける有意な相対肝重量の増加の

LOAEL から評価。 
TDI：2.7 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：3000） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率20％として評価。 
評価値：0.01 mg/L（＝管理目標値） 

※平成 15 年改正時の目標値 0.04 
mg/L から強化（平成 21 年 4 月 1 日

施行） 

0.02 mg/L 

※毒性データベー

スが不足している

ため暫定値 

0.01 mg/L 
（基準なし） 

＜通知＞ 
溶媒抽出-GC-MS
法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

目9 抱水クロラール 
（消毒副生成物） 

＜健康＞ 

雄マウスの 2 年間飲水投与試験に

おける肝腺腫の発生頻度と発生数

の増加の LOAEL から評価。 
TDI：4.5 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：3000） 

平成20年12月生活環境水道部会で、

TDI の寄与率20％として評価。 
評価値：0.02 mg/L（＝管理目標値） 

※平成 15 年改正時の目標値 0.03 
mg/L から強化（平成 21 年 4 月 1 日

施行） 

ガイドライン値なし 

※耐容摂取量に比

較して、飲料水中

に検出される濃度

が著しく低いた

め、設定不要 

設定せず 
（基準なし） 

＜通知＞ 
溶媒抽出-GC-MS
法 

目10 残留塩素 
（消毒剤） 

＜性状／健康＞ 

ラットの 2 年間飲水投与試験にお

いて有害影響が認められなかった

NOAEL から評価。 
TDI：136 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：100） 

平成19年10月生活環境水道部会で、 
＜健康関連＞ 
TDI の寄与率100％として評価。 
評価値：3 mg/L 

※WHO の評価に準じて、寄与率は

100％を適用 

※平成 15 年改正時の評価値 4 mg/L
から低下 

＜性状関連＞ 
おいしい水の観点から評価。 
評価値：1 mg/L（＝管理目標値） 

※平成 15 年改正時の目標値から変

更なし 

5 mg/L 3 mg/L 
（基準なし） 

※水質基準値設定の

考え方を参考とし、

TDI か ら 寄 与 率

100％として算出さ

れる評価値を基準値

として採用 

＜告示２3）＞ 
ジエチル-p-フェ

ニレンジアミン

法、電流法、吸光

光度法、連続自動

測定器による吸

光光度法、ポーラ

ログラフ法 

目11 メチル-t-ブチルエーテル 

（有機物質） 

＜性状／健康＞ 

ラットの 2 年間強制経口投与試験

における精巣の間細胞腫及び雄の

白血病を含むリンパ腫の発生増加

のNOAEL から評価。 
TDI：143 µg/kg 体重/日 
（不確実係数：1000） 

平成20年12月生活環境水道部会で、 
＜健康関連＞ 
TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.4 mg/L 

※平成 15 年改正時の評価値から変

更なし 

ガイドライン値なし 

※臭味を感じる濃

度（15 µg/L）が有

意に低いため、設

定不要 

設定せず 
（基準なし） 

＜通知＞ 
パージトラップ

-GC-MS 法、ヘッ

ド ス ペ ー ス

-GC-MS 法 

                                                  
3）水道法施行規則第 17 条第 2 項の規定に基づき厚生労働大臣が定める遊離残留塩素及び結合残留塩素の検査方法（平成 15 年 9 月 29 日 厚生労働省告示第 318 号） 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 
WHO 飲料水 

水質ガイドライン 
基準値案 

（現行基準） 
検査方法 

＜性状関連＞ 
臭味を感じる閾値として評価。 
評価値：0.02 mg/L（＝管理目標値） 

※平成 15 年改正時の目標値から変

更なし 

 



- 17 - 
 

表２ ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）の成分規格設定等検討項目（食品健康影響評価終了） 

番号 
物質名 

（分類） 
食品安全委員会 

の評価結果 
水道法水質基準等の 

評価結果 

CODEX 
ナチュラルミネラル 

ウォーター規格 

基準値案 
（現行基準） 

検査方法 

基1 カドミウム 
（金属類） 

＜健康＞ 

ヒトの疫学調査（経口暴露）にお

いて、過剰な近位尿細管機能障害

が認められなかった摂取量をもと

に評価。 
TDI：1 µg/kg 体重/日 

（7 µg/kg 体重/週から計算） 

TDI の寄与率10％として評価。 
評価値：0.003 mg/L 

※平成 15 年改正時の基準値 0.01 
mg/L から強化（平成22 年4 月1 日

施行） 

0.003 mg/L 0.003 mg/L 
（0.01 mg/L） 

＜告示＞ 
フレームレス-原子吸

光光度法、ICP 法、

ICP-MS 法 

基12 銅 
（金属類） 

＜性状／健康＞ 

食品添加物のグルコン酸銅の許容

上限摂取量を銅として評価。 
UL：9 mg/人/日 

＜健康関連＞ 
UL の寄与率25.7％として評価。 

＜性状関連＞ 
洗濯物等への着色防止の観点から評

価。 
評価値：1.0 mg/L 

※平成 15 年改正時の基準値から変

更なし 

1 mg/L 1 mg/L 
（1 mg/L） 

＜告示＞ 
フレームレス-原子

吸光光度法、フレー

ム-吸光光度法、ICP
法、ICP-MS 法 
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表３ ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）の成分規格設定等検討項目（食品健康影響評価未依頼） 

番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

基（1） 亜鉛 
（金属類） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
JECFA（1982）においてPMTDI：1.0 mg/kg 体

重/日と評価されているが、ヒトに関する最

近の研究に照らし、健康に基づくガイドライ

ン値を導き出すことは現時点で不要。 
3 mg/L 以上の亜鉛を含む飲料水は、色（乳

白色）、沸かした際の油脂膜、不快な渋味の

ため、消費者に受け入れられない。 

日本人の食事摂取基準（2010） 
耐容上限量（成人）：0.66 mg/kg 体重/日 

平成15 年改正において、1 mg/L 以上で

湯にすると白く濁り、茶の味を損なう例

があることから、味覚及び色の観点から

評価。 
評価値：1.0 mg/L（=水質基準値） 

基準値削除 
（1.0 mg/L） 

※食品安全委員会に意見

聴取 

＜告示＞ 
フレームレス-原子吸

光光度法、フレーム-

原子吸光光度法、ICP
法、ICP-MS 法 

基（2） 鉄 
（金属類） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
JECFA（1983）においてPMTDI：0.8 mg/kg 体

重/日と評価されており、飲用水の寄与率を

10%とすると、健康に悪影響のない値は 2 
mg/L となるが、味と外観は、通常この濃度

以下で影響を受けることから、健康影響に関

するガイドライン値は示されていない。 

日本人の食事摂取基準（2010） 
耐容上限量（成人）：0.8 mg/kg 体重/日 

平成15 年改正において、0.3 mg/L 以上

で洗濯物や便器にしみが付くことから、

味覚及び洗濯物への着色の観点から評

価。 
評価値：0.3 mg/L（=水質基準値） 

基準値削除 
（0.3 mg/L） 

※食品安全委員会に意見

聴取 

＜告示＞ 
フレームレス-原子吸

光光度法、フレーム-

原子吸光光度法、ICP
法、ICP-MS 法 

基（3） カルシウム・マグネシウム

等（硬度） 
（金属類） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
硬度が約 200mg/L を超えるような水は、pH
やアルカリ度に依存して、特に加熱によって

スケールを付着させる。硬度が約 100 mg/L
以下の軟水は緩衝能が低く、配水管を腐食さ

せやすい。 

平成15 年改正において、石鹸の泡立ち

等への影響を防止する観点から評価。 
評価値：300 mg/L（=水質基準値） 

また、おいしい水の観点から評価。 
評価値：10～100 mg/L（=管理目標値）

基準値削除 
（300 mg/L） 

※食品安全委員会に意見

聴取 

＜告示＞ 
フレーム-原子吸光光

度法、ICP 法、ICP-MS
法、イオンクロマトグ

ラフ法、滴定法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

水の硬度がヒトの健康に有害な影響を与え

るという明確な根拠はなく、健康影響に関す

るガイドライン値は示されていない。 

日本人の食事摂取基準（2010） 
耐容上限量（成人）： カルシウム 2.3 g/日 

マグネシウム 350 mg/日 

基（4） 塩素イオン 
（無機物質） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
健康なヒトは、飲料水を通じて多量の塩化物

を摂取しても問題ない。 
約250 mg/L 以上の塩素イオンを含む飲料水

は、味に変化を生じる場合がある。 

平成15 年改正において、味覚の観点か

ら評価。 
評価値：200 mg/L（=水質基準値） 

基準値削除 
（200 mg/L） 

※食品安全委員会に意見

聴取 

＜告示＞ 
イオンクロマトグラフ

法、滴定法 

基（5） 蒸発残留物 
（無機物質） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
Total Dissolved Solids（TDS）含む飲料水を摂取

することで、健康に悪影響を与える可能性を

示す信頼できるデータはなく、健康影響に関

するガイドライン値は示されていない。 
TDS が1000 mg/L より低い水は、消費者によ

って受け入れられる。高濃度の TDS を含む飲

料水は、味、スケールのために、消費者に不

快感を与える場合がある。ただし、TDS が極

度に低い水も、味気なさのために消費者に受

け入れられない。 
TDS が高い水（TDS>500 mg/L ）は給水管や

湯沸器、家庭内器具に過度のスケールを発生

させ、器具の耐用年数を縮める。 
TDS 値が非常に高い場合、公衆衛生当局は、

その主な成分（カルシウム、マグネシウム、

ケイ酸、ナトリウム、カリウム等の塩類及び

有機物）を明らかにすべきである。 

平成15 年改正において、味覚の観点か

ら評価。 
評価値：500 mg/L（=水質基準値） 

また、おいしい水の観点から評価。 
評価値：30～200 mg/L（=管理目標値） 

基準値削除 
（500 mg/L） 

※食品安全委員会に意見

聴取 

＜告示＞ 
重量法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

基（6） 陰イオン界面活性剤 
（有機物質） 

＜性状＞ 

記載なし 平成15 年改正において、発泡を防止す

る観点から評価。 
評価値：0.2 mg/L（=水質基準値） 

基準値削除 
（0.5 mg/L） 

※規格基準において「原

料に使用する水は、人為

的汚染のないものでな

ければならない」旨を規

定することで担保 

※食品安全委員会に意

見聴取 

＜告示＞ 
固相抽出-高速液体ク

ロマトグラフ法 

基（7） フェノール類 
（有機物質） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
クロロフェノール類について以下のとおり

評価。 
・2-クロロフェノール及び2,4-ジクロロフェ

ノール：毒性に関するデータが限られてお

り、健康影響に関するガイドライン値は示

されていない。 
・2,4,6-トリクロロフェノール：ラットの 2

年間混餌投与試験における白血病誘発に

基づく、線形マルチステージモデルによる

10-4、10-5、10-6発がんリスクに相当する飲

料水濃度を、それぞれ2,000、200、20 µg/L
と評価。 
報告されている最も低い味の閾値は 2 
µg/L であるが、仮に2,4,6-トリクロロフェ

ノールを含む飲料水に味がなければ、それ

が健康に過度の悪影響を及ぼす可能性は

低い。 

平成15 年改正において、臭味発生防止

の観点から評価。 
評価値：0.005 mg/L（=水質基準値） 

基準値削除 
（0.005 mg/L） 

※食品安全委員会に意見

聴取 

＜告示＞ 
固相抽出-誘導体化-ガ

スクロマトグラフ-質

量分析法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

基（8） pH 値 
（その他） 

＜性状＞ 

WHO（1996） 
極端な pH 値の溶液の暴露は、目、皮膚、

粘膜に炎症を生じる。目の炎症と皮膚障害

の悪化は、pH=11 よりも高い値で起こると

関連づけられる。 

WHO（2003） 
効果的な塩素消毒を行うためには、pH 8 未

満であることが望ましい。最適のpH は、水

の組成や配水システムに用いられる資材の

特性に応じて異なるが、一般に6.5-9.5 の範

囲である。 
健康影響に関するガイドライン値は示され

ていない。 

平成15 年改正において、水道施設の腐

食等を防止する観点から評価。 
評価値：5.8 以上8.6 以下（=水質基準値） 

また、腐食及び赤水の観点から評価。 
評価値：7.5 程度（=管理目標値） 

現行基準を維持 
（5.8 以上8.6 以下） 

※極端なpH 値の飲料水

の流通を防止する観点

から、水質基準に準じて

現行基準を維持 

＜告示＞ 
ガラス電極法、連続自

動測定機器によるガラ

ス電極法 

基（9） 味 
（その他） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
臭味は、天然の無機及び有機物質汚染物質、

生物学的発生源又はプロセス（水系生物等）、

合成化学物質による汚染、腐食もしくは浄水

処理（塩素消毒等）が原因で生じる。貯留及

び配水の過程で、微生物の活動により発生す

ることもある。飲料水の臭味は、何らかの汚

染や浄水処理又は配水過程における機能不

全がある場合に異常を示すことがあり、飲料

水に有害な物質が含まれている可能性があ

ることを示している。           

平成15 年改正において、水道水質に関

する基本的指標として評価。 
評価値：異常でないこと（=水質基準値） 

現行基準を維持 
（異常でないこと） 

 

＜告示＞ 
官能法 

基（10） 臭気 
（その他） 

＜性状＞ 

同上 平成15 年改正において、水道水質に関

する基本的指標として評価。 
評価値：異常でないこと（=水質基準値） 

現行基準を維持 
（異常でないこと） 

＜告示＞ 
官能法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

基（11） 色度 
（その他） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
飲料水の色度は、通常、土壌の腐植質に関

連する着色有機物質（主にフミン酸やフルボ

酸）に由来する。また、天然又は腐食生成物

として含まれる鉄や他の金属の存在によっ

ても大きく影響される。 
グラスに入れた水の色度が 15 度（True 
Colour Unit, TCU）以上の場合は、大抵の人が

色を認識できる。色度が15 度以下であれば、

通常消費者に受け入れられる。 
健康影響に関するガイドライン値は示され

ていない。 

平成15 年改正において、水道水質に関

する基本的指標として評価。 
評価値：5 度以下（=水質基準値） 

現行基準を維持 
（5 度以下） 

＜告示＞ 
比色法、透過光測定法、

連続自動測定機器によ

る透過光測定法 

基（12） 濁度 
（その他） 

＜性状＞ 

WHO（2003） 
飲料水の濁度は、原水中の微粒子のろ過が不

十分な場合や、配水システム内で沈殿物が再

懸濁することで生じる。地下水中に無機懸濁

物質が存在したり、配水システム中でバイオ

フィルムが剥離したりすることによる場合

もある。 
濁度が5 度（Nephelometric Turbidity Unit､
NTU）以下の水の外観は、通常消費者に受け

入れられるが、効果的な塩素消毒を行うため

には、平均濁度が0.1 度以下であることが望

ましい。 
健康影響に関するガイドライン値は示され

ていない。 

平成15 年改正において、水道水質に関

する基本的指標として評価。 
評価値：2 度以下（=水質基準値） 

また、より高いレベルの水道を目指す観

点から評価。 
評価値：1 度以下（=管理目標値） 

現行基準を維持 
（2 度以下） 

＜告示＞ 
比濁法、透過光測定法、

連続自動測定機器によ

る透過光測定法、積分

球式光電光度法、連続

自動測定機器による積

分球式光電光度法、散

乱光測定法、透過散乱

法 
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番号 
物質名（分類） 

＜評価値の位置付け＞ 
WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

目（1） 有機物等（過マンガン酸

カリウム消費量） 
（有機物質） 

＜性状＞ 

記載なし 平成15 年改正において、水質汚染に関

連する総括的な指標として評価。 
評価値：10 mg/L 

また、おいしい水の観点から評価。 
評価値：3 mg/L（=管理目標値） 

※平成 15 年改正以前は KMnO4消費量

10 mg/L を水質基準値としていたが、平

成15 年改正において、KMnO4消費量に

代えて全有機炭素（TOC）を水の性状を

評価するための有機物指標とし、水質

基準値（5 mg/L）を設定。ただし、TOC
との相関を見る目的で、KMnO4 消費量

を管理目標として維持（TOC 2 mg/L に

相当）。平成 20 年改正において、TOC
の水質基準値を3 mg/L に見直し 

TOC 3 mg/L に変更 
（10 mg/L） 

※水質汚染に関連する

総括的な指標として、

TOC を成分規格項目に

選定し、水質基準値であ

る3 mg/L を基準値とし

て設定 

※食品安全委員会に意

見聴取 

＜告示＞ 
滴定法 

他（1） 有機リン 
（有機物質） 

＜－＞ 

記載なし（個々の有機リン系農薬について評

価あり） 
平成 4 年改正において、個々の有機リ

ン系農薬を監視項目に規定したことか

ら、水質基準から削除。 

 

基準値削除 
（0.1 mg/L） 

※農薬等のポジティブ

リスト制度に基づき規

制 

※食品安全委員会に意

見聴取 

－ 
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表４ ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）の成分規格設定等検討項目（食品健康影響評価未依頼） 

番号 物質名（分類） 
＜評価値の位置付け＞ 

WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

CODEX 
ナチュラルミネラル

ウォーター規格 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

基（1） 亜鉛 
（金属類） 

＜性状＞ 

WHO（1993, 2003） 
JECFA（1982）において PMTDI：1.0 
mg/kg体重/日と評価されているが、

ヒトに関する最近の研究に照らし、

健康に基づくガイドライン値を導

き出すことは現時点で不要。 
3 mg/L 以上の亜鉛を含む飲料水は、

色（乳白色）、沸かした際の油脂膜、

不快な渋味のため、消費者に受け入

れられない。 

日本人の食事摂取基準（2010） 
耐容上限量（成人）：0.66 mg/kg 体

重/日 

平成15 年改正において、1 mg/L 以

上で湯にすると白く濁り、茶の味を

損なう例があることから、味覚及び

色の観点から評価。 
評価値：1.0 mg/L（=水質基準値） 

基準値なし 

※1996 年のナチュ

ラルミネラルウォー

ター部会で削除 

（not present a hazard 
to health, zinc is 
normally present at 
very low level） 

基準値削除 
（5 mg/L） 

※食品安全委員会に

意見聴取 

＜告示＞ 
フレームレス-原

子吸光光度法、フ

レーム-原子吸光

光度法、ICP 法、

ICP-MS 法 

目（1） 有機物等（過マンガン

酸カリウム消費量） 
（有機物質） 

＜性状＞ 

記載なし 平成 15 年改正において、水質汚染

に関連する総括的な指標として評

価。 
評価値：10 mg/L 

また、おいしい水の観点から評価。 
評価値：3 mg/L（=管理目標値） 

※平成15年改正以前はKMnO4消費

量10 mg/Lを水質基準値としていた

が、平成15 年改正において、KMnO4

消費量に代えて全有機炭素（TOC）

を水の性状を評価するための有機

基準値なし 

※1996 年のナチュ

ラルミネラルウォー

ター部会で削除. 

（not present a hazard 
to health） 

基準値削除 
（12 mg/L） 

※ナチュラルミネ

ラルウォーターは

泉源管理が前提と

なることから、水質

汚染指標としての

基準値は不要 

※食品安全委員会

に意見聴取 

＜告示＞ 
滴定法 
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番号 物質名（分類） 
＜評価値の位置付け＞ 

WHO 等における 
評価結果（仮訳） 

水道法水質基準等の 
評価結果 

CODEX 
ナチュラルミネラル

ウォーター規格 

対応案 
（現行基準） 

検査方法 

物指標として水質基準値（5 mg/L）
を設定。ただし、TOC との相関を見

る目的で、KMnO4消費量を管理目標

として維持（TOC 2 mg/L に相当）。

平成 20 年改正において、TOC の水

質基準値を3 mg/L に見直し。 

他（2） 硫化物（硫化水素） 
（無機物質） 

＜－＞ 

WHO（2003） 
飲料水中の硫化水素の臭味の閾値は

0.05-0.1 mg/L と推定される。一部の

地下水や配水システム内の停滞水で

硫化水素の腐卵臭が著しい場合があ

るが、これは酸素の減少に起因する

細菌活動の結果として生じる硫酸イ

オンの還元が原因である。 
十分に曝気又は塩素処理された水中

では、硫化物は速やかに酸化されて

硫酸イオンとなるため、通常、酸化

処理された水供給での硫化水素濃度

は非常に低い。 
ヒトが飲料水から有害な量の硫化水

素を摂取することはまずないので、

健康影響に関するガイドライン値は

示されていない。 

－ 基準値なし 

※1996 年のナチュ

ラルミネラルウォー

ター部会で削除 
（not present a hazard 
to health） 

基準値削除 
（0.05 mg/L） 

※食品安全委員会に

意見聴取 

－ 
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表５ ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）の化学物質等の成分規格（案） 

物質名 

＜現 行＞ 

その他の清涼飲料水 

の原水基準 

＜改正後＞ 

ミネラルウォーター類 
（殺菌・除菌有）の成分規格 

食品安全委
員会の評価 

カドミウム 0.01 mg/L 以下 0.003 mg/L 以下 終了 

四塩化炭素 － 0.002 mg/L 以下 終了 

1,4－ジオキサン － 0.04 mg/L 以下 終了 

シス－1,2－ジクロロエ

チレン及びトランス－

1,2－ジクロロエチレン 

－ 
0.04 mg/L 以下 

(シス体とトランス体の和として) 
終了 

ジクロロメタン － 0.02 mg/L 以下 終了 

テトラクロロエチレン － 0.01 mg/L 以下 終了 

トリクロロエチレン － 0.004 mg/L 以下 終了 

ベンゼン － 0.01 mg/L 以下 終了 

塩素酸 － 0.6 mg/L 以下 終了 

臭素酸 － 0.01 mg/L 以下 終了 

ホルムアルデヒド － 0.08 mg/L 以下 終了 

銅 1.0 mg/L 以下 1 mg/L 以下 終了 

1,2－ジクロロエタン － 0.004 mg/L 以下 終了 

トルエン － 0.4 mg/L 以下 終了 

亜塩素酸 － 0.6 mg/L 以下 終了 

ジクロロアセトニトリル － 0.01 mg/L 以下 終了 

残留塩素 － 3 mg/L 以下 終了 

亜鉛 1.0 mg/L 以下 － 要依頼 

鉄 0.3 mg/L 以下 － 要依頼 

カルシウム、マグネシウム

等（硬度） 
300 mg/L 以下 － 要依頼 

塩素イオン 200 mg/L 以下 － 要依頼 

蒸発残留物 500 mg/L 以下 － 要依頼 

陰イオン界面活性剤 0.5 mg/L 以下 － 要依頼 
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物質名 

＜現 行＞ 

その他の清涼飲料水 

の原水基準 

＜改正後＞ 

ミネラルウォーター類 
（殺菌・除菌有）の成分規格 

食品安全委
員会の評価 

フェノール類 
0.005 mg/L 以下 

（フェノールとして）
－ 要依頼 

pＨ値 5.8 以上 8.6 以下 5.8 以上 8.6 以下 － 

味 異常でないこと 異常でないこと － 

臭気 異常でないこと 異常でないこと － 

色度 5 度以下 5 度以下 － 

濁度 2 度以下 2 度以下 － 

有機物等（過マンガン酸

カリウム消費量） 
10 mg/L 以下 － 要依頼 

有機物等（全有機炭素） － 10 mg/L 以下 要依頼 

有機リン 0.1 mg/L 以下 － 要依頼 

水銀 0.0005 mg/L 以下 0.0005 mg/L 以下 依頼済 

鉛 0.1 mg/L 以下 0.1 mg/L 以下 依頼済 

ヒ素 0.05 mg/L 以下 0.05 mg/L 以下 依頼済 

六価クロム 0.05 mg/L 以下 0.05 mg/L 以下 依頼済 

シアン 0.01 mg/L 以下 0.01 mg/L 以下 終了 

硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素 
10 mg/L 以下 10 mg/L 以下 依頼済 

フッ素 0.8 mg/L 以下 0.8 mg/L 以下 依頼済 

マンガン 0.3 mg/L 以下 0.3 mg/L 以下 依頼済 

※下線部は改正部分を示す。網掛けは今後逐次見直しを行う。 
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表６ ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）の化学物質等の成分規格（案） 

物質名 

＜現 行＞ 

ミネラルウォーター類

の原水基準 

＜改正後＞ 

ミネラルウォーター類 
（殺菌・除菌無）の成分規格 

食品安全委
員会の評価 

カドミウム 0.01 mg/L 以下 0.003 mg/L 以下 終了 

銅 1 mg/L 以下 1 mg/L 以下 終了 

亜鉛 5 mg/L 以下 － 要依頼 

有機物等 

12 mg/L 以下 

（過マンガン酸カリウム消

費量として） 

－ 要依頼 

硫化物 
0.05 mg/L 以下 

（硫化水素として） 
－ 要依頼 

水銀 0.0005 mg/L 以下 0.0005 mg/L 以下 依頼済 

セレン 0.01 mg/L 以下 0.01 mg/L 以下 依頼済 

鉛 0.05 mg/L 以下 0.05 mg/L 以下 依頼済 

バリウム 1 mg/L 以下 1 mg/L 以下 依頼済 

ヒ素 0.05 mg/L 以下 0.05 mg/L 以下 依頼済 

六価クロム 0.05 mg/L 以下 0.05 mg/L 以下 依頼済 

シアン 0.01 mg/L 以下 0.01 mg/L 以下 終了 

硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素 
10 mg/L 以下 10 mg/L 以下 依頼済 

フッ素 2 mg/L 以下 2 mg/L 以下 依頼済 

ホウ素 
30 mg/L 以下 

（ホウ酸として） 

30 mg/L 以下 

（ホウ酸として） 
依頼済 

マンガン 2 mg/L 以下 2 mg/L 以下 依頼済 

※下線部は改正部分を示す。網掛けは今後逐次見直しを行う。 
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清涼飲料水等における金属類及びかび毒の成分規格について 

現行の清涼飲料水一般の成分規格及び粉末清涼飲料の成分規格において、ヒ

素、鉛及びカドミウムについては「検出するものであってはならない」と規定

されているとともに、スズについては「150.0 ppm を超えるものであってはなら

ない」と規定されている。 

また、現行の清涼飲料水一般の成分規格において、りんごの搾汁及び搾汁さ

れた果汁のみを原料とするものにあっては、パツリンについて「0.050 ppm を超

えるものであってはならない」と規定されている。 

今回の改正では、現行の原水基準において基準値が設定されているヒ素、鉛

及びカドミウムについては、水のみを原料とする「ミネラルウォーター類」の

成分規格においては化学物質等と同様の方針により基準値を設定することとす

るが、水以外の原料も使用して製造される「ミネラルウォーター類以外の清涼

飲料水」及び粉末清涼飲料の成分規格については、これらの物質の毒性や食品

からの摂取寄与を考慮して、以下のとおり整理する。また、スズ及びパツリン

については、規格の必要性及び管理手法の適正化の観点から、以下のとおり整

理する。 

１．ヒ素及び鉛 

ヒ素及び鉛については、現在、食品安全委員会において自ら評価が行われ

ていることから、「ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水」及び粉末清涼飲

料の成分規格は、その評価結果を踏まえて検討することとし、当面、「検出す

るものであってはならない」とする現行の規制を維持する。 

２．カドミウム 

カドミウムについては、平成 21 年度の「食品中の有害物質等の摂取量の調

査及び評価に関する研究」（厚生労働科学研究）におけるマーケットバスケッ

ト方式による 1 日摂取量調査によると、食品からの 1 日摂取量は、23.5 µg/

人/日であり、体重 53.3 kg の人で 3.1 µg/kg 体重/週となる。これは、食品

安全委員会で評価されたたカドミウムの耐容週間摂取量 7 µg/kg 体重/週の約

4割程度である。 

（別紙２） 
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米

37.5％

野菜・海草
10.5%

魚介
27.3%

雑穀・芋
10.1%

緑黄色野菜 4.5%

豆・豆加工品 3.5%
肉・卵 1.9%

加工食品 1.9%
その他 2.7％

図 日本人の食品からのカドミウム摂取の内訳

※我が国におけるトータルダイエット調査（2009年）

1日摂取量：23.5 µg/人/日
（3.1 µg/kg体重/週）

 

「ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水」についてカドミウムの含有量

の調査を行った結果、このうち主に野菜ジュースや豆乳飲料等において、現

行の成分規格の試験法として規定されている原子吸光光度法の検出限界（0.1 

ppm）は下回っているものの、ICP-OES 法の定量限界（0.01 ppm）を超えてカ

ドミウムが検出されるものが確認されているが（0.01～0.02 ppm）、これらの

食品を通じたカドミウムの摂取は非常に限られている（野菜ジュースや豆乳

飲料は図中の緑黄色野菜及び豆・豆加工品に含まれる。）。したがって、「ミネ

ラルウォーター類以外の清涼飲料水」及び粉末清涼飲料については、カドミ

ウムの成分規格を設定する必要はない。 

 

３．スズ 

スズについては、引き続き、清涼飲料水一般の成分規格及び粉末清涼飲料

の成分規格として「150.0 ppm を超えるものであってはならない」するが、規

格の必要性に鑑み、缶入りのものに限って適用する。 

なお、分析技術の進歩に迅速に対応し適宜分析法の修正を行うことを可能

とするため、分析法を告示から削除し通知により示す。 

 

４．パツリン 

パツリンについては、引き続き、りんごの搾汁及び搾汁された果汁のみを

原料とする清涼飲料水の成分規格として「0.050 ppm を超えるものであっては
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ならない」とする。 

なお、分析技術の進歩に迅速に対応し適宜分析法の修正を行うことを可能

とするため、分析法を告示から削除し通知により示す。 

 

表 清涼飲料水及び粉末清涼飲料の金属類及びかび毒の成分規格（案） 

物 質 
清涼飲料水の成分規格 粉末清涼飲料の成分規格 

現 行 改正後 現 行 改正後 

ヒ素 不検出 
不検出 

（ミネラルウォータ

ー類以外のもの） 

不検出 不検出 

鉛 不検出 
不検出 

（ミネラルウォータ

ー類以外のもの） 

不検出 不検出 

カドミウム 不検出 － 不検出 － 

スズ 150.0 ppm 以下 
150.0 ppm 以下
（缶入りのもの） 

150.0 ppm 以下
150.0ppm 以下

（缶入りのもの）

パツリン 

0.050 ppm 以下 
（りんごの搾汁及び

搾汁された果汁のみ

を原料とするもの） 

0.050 ppm 以下
（りんごの搾汁及び

搾汁された果汁のみ

を原料とするもの）

－ － 

※ 下線部は改正部分を示す。 

※ 改正後は、ヒ素及び鉛を除き、分析法を告示から削除する。 
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清涼飲料水における微生物基準に係る試験法又は測定法の整理について 

今回の改正に伴い、清涼飲料水における微生物基準に係る検体採取及び試料調製並びに試験法又は測定法について、規定内容の整合を

図るため、以下のとおり所要の整理を行う（下線部は改正部分を示す）。 

改正後の食品分類 規格基準分類 規格基準 
現 行 改正後 

検体採取・試料調製 試験法／測定法 検体採取・試料調製 試験法／測定法 

清涼飲料水一般 

（ミネラルウォーター

類を含む） 

成分規格 
大腸菌群 

陰性 
規定あり 規定あり 現行どおり 現行どおり 

ミネラルウォーター類

（殺菌・除菌無） 

成分規格 

（容器包装内の二酸化

炭素圧力が 20 ℃で

98kPa 未満のもの） 

腸球菌 
陰性 

規定あり 

規定あり 

現行どおり 

現行どおり 

緑膿菌 
陰性 

規定あり 現行どおり 

製造基準 

（原水） 

芽胞形成亜硫酸

還元嫌気性菌 

陰性 

規定あり 

規定あり 

現行の清涼飲料水一般の

成分規格及びミネラルウ

ォーター類（殺菌・除菌

無）の製造基準（原水）

の規定を引用（※１） 

現行どおり 

腸球菌 

陰性 
規定あり 現行どおり 

緑膿菌 

陰性 
規定あり 現行どおり 

一般細菌 

5 cfu/ml 
規定あり 現行どおり 

大腸菌群 

陰性 
規定なし 試験法名のみ規定 

清涼飲料水一般の成分規

格の規定を引用（※２） 

製造基準 

（容器包装詰め直後）
一般細菌 

20 cfu/ml 
規定あり 規定あり 現行どおり 現行どおり 

ミネラルウォーター類

（殺菌・除菌有） 

製造基準 

（原水） 

一般細菌 

100 cfu/ml 
規定なし 試験法名のみ規定 

現行の清涼飲料水一般の

成分規格及びミネラルウ

ォーター類（殺菌・除菌

無）の製造基準（原水）

の規定を引用（※１） 

ミネラルウォーター類（殺

菌・除菌無）の製造基準（原

水）の規定を引用（※３） 

大腸菌群 

陰性 
規定なし 試験法名のみ規定 

清涼飲料水一般の成分規

格の規定を引用（※２） 

（別紙３） 
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＜検体採取・試料調製法＞ 

※１ 芽胞形成亜硫酸還元嫌気性菌、腸球菌、緑膿菌及び大腸菌群試験並びに細菌数測定に係る検体採取・試料調製法（改正後のミネラルウォ

ーター類（殺菌・除菌無）の製造基準（原水）） 

滅菌採取器具を用いてそれぞれの試験及び測定ごとに原水を無菌的に滅菌容器に採取し、これを検体とする。大腸菌群以外の試験又は測定

法にあっては、メンブランフィルターろ過装置のファンネル内に検体（芽胞形成亜硫酸還元嫌気性菌の試験にあっては、70℃で 20 分間加熱

処理したもの）を 250ml（細菌数の測定にあっては、100ml）注いで吸引ろ過した後、滅菌精製水 20～30ml で 2～3回ファンネル内を洗浄し、

吸引ろ過する。ろ過終了後、滅菌ピンセットを用いてフィルターホルダーからメンブランフィルターをはがし、これを試料とする。大腸菌

群の試験にあっては、原水の 10ml 及び 1ml 並びに 10 倍液 1ml をを採り、これを試料とする。 

メンブランフィルターろ過装置 ファンネル及びフィルターホルダーは 121℃で 15 分間滅菌したものを使用し、メンブランフィルターは

孔径が 0.45μm（芽胞形成亜硫酸還元嫌気性菌の試験にあっては、0.22μm）であって、かつ、あらかじめ滅菌し、滅菌精製水で予洗したも

のを使用する。 

 

＜試験法／測定法＞ 

※２ 大腸菌群試験法（清涼飲料水一般の成分規格） 

１．推定試験 原液の 10ml および 1ml、ならびに 10 倍液、100 倍液および 1,000 倍液の各 1ml を試料とし、それぞれ発酵管にいれる。発酵管

はダーラム管またはスミス管で、これに加えるブイヨンは B・T・B・加乳糖ブイヨンとし、これは少なくとも試料量の 2倍となるような濃度

に調製する。 

発酵管を 35℃（上下 1.0℃の余裕を認める。）で 24 時間（前後 2時間の余裕を認める。）培養した後ガス発生をみないときは、さらに培養

を続けて 48 時間（前後 3 時間の余裕を認める。）まで観察する。 

この場合ガスの発生をみないものは推定試験陰性で、ガスの発生をみたものは推定試験陽性（大腸菌群疑陽性）である。 

２．確定試験 推定試験陽性の場合に、これを行う。 

遠藤培養基，E・M・B・培養基または B・G・L・B・発酵管を用いる。 

推定試験でガスを発生した発酵管をとり、これが多数ある場合は、そのうちの最大希釈倍数のものをとり、この 1白金耳を遠藤培養基ま た

は E・M・B・培養基に画線培養して、独立した集落を発生せしめるか、または B・G・L・B・発酵管に移植し、培養する。24 時間後遠藤培養

基または E・M・B・培養基において定型的の集落発生があれば確定試験陽性(大腸菌群陽性)とし、非定型的の集落の発生した場合は完全試験

を行う。 

B・G・L・B・発酵管で 48 時間以内にガス発生があれば、確定試験陽性（大腸菌群陽性）とする。ただし、培地の色調がかっ色になったと

きは完全試験を行う。 
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３．完全試験 確定試験に B・G・L・B・発酵管を使用したものは、さらに遠藤培養基または E・M・B・培養基に移してからつぎの操作を行う。 

遠藤培養基または E・M・B・培養基から、定型的大腸菌群集落または 2 以上の非定型的集落を釣菌し、それぞれ乳糖ブイヨン発酵管および

寒天斜面に移植する。培養時間は 48 時間（前後 3時間の余裕を認める。）とし、ガス発生を確認したものと相対する寒天斜面培養のものにつ

いてグラム染色を行い、鏡検する。乳糖ブイヨン発酵管でガスを発生し、寒天斜面の集落の菌がグラム陰性無芽胞の桿菌であれば、完全試験

陽性（大腸菌群陽性）とする。 

a 乳糖ブイヨン発酵管 普通ブイヨン（肉エキス 5g、ペプトン 10g、水 1,000ml、pH6.4～7.0）に乳糖を 0.5％の割合で加え、発酵管に分

注し、高圧滅菌し、すみやかに冷却する。間けつ滅菌法を採用してもよい。 

b 遠藤培養基 3％の普通寒天（pH7.4～7.8）を加温溶解し、この 1,000ml にあらかじめ少量の蒸留水に溶かした乳糖 15g を加えてよく混

和する。これにフクシンのエタノール飽和溶液（エタノール 100ml にフクシン約 11g を溶かしたもの）10ml を加え、冷却して約 50℃にな

ったとき、新たに作製した 10％亜硫酸ナトリウム溶液を少量ずつ加え、フクシンの色が淡桃色になったとき滴加を止める。 

これを大形試験管に 40～100ml ずつ分注し、100℃で 30 分間滅菌し、用時加温溶解して、約 15ml ずつ平板とする。 

c E・M・B・培養基 ペプトン 10g、リン酸二カリウム 2g、寒天 25～30g を蒸留水 1,000ml に加熱溶解し、沸騰後蒸発水量を補正する。こ

れに乳糖 10g、2％エオシン水溶液 20ml および 0.5％メチレンブルー水溶液 13ml を加えて混和し、分注後間けつ滅菌する。用時約 15ml ず

つ平板とする。 

d B・G・L・B・発酵管 ペプトン 10g および乳糖 10g を蒸留水 500ml に溶解し、これに新鮮牛胆汁 200ml（または乾燥牛胆末 20g を水 200ml

に溶解したもので、pH7.0～7.5 のもの）を加え、さらに蒸留水を加えて約 975ml とし、pH7.4 に補正し、これに 0.1％ブリリアントグリー

ン水溶液 13.3ml を加え、全量を 1,000ml とし、綿ろ過し、発酵管に分注し、間けつ滅菌する。この pH は 7.1～7.4 とする。 

 

※３ 細菌数（生菌数）測定法（ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）の製造基準） 

試料を標準寒天培地上に空気が残らないように密着させ、35.0±1.0℃で 24±2 時間培養し、発生した集落の数を 100 で除して 1ml 当たり

の細菌数とする。 
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清涼飲料水における残留農薬に係る規制について 

 

農薬については、平成 15 年 7 月 1 日付けで、食品安全委員会に対し清涼飲料

水の規格基準改正に係る食品健康影響評価として、93 農薬（表１）の評価を依頼

したが、その後、平成 18 年 5 月 29 日から食品中に残留する農薬等に係るポジテ

ィブリスト制度の導入が行われたことを踏まえ、以下のとおり対応することとす

る。 

１．規制のあり方 

（1）ポジティブリスト制度は、食品一般の成分規格であり、「ミネラルウォータ

ー類（殺菌・除菌有）」、「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌無）」、

「ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水」に対しても適用されるものであ

ることから、食品、添加物等の規格基準の各条においては残留農薬に関する

規定は設けないこととする。 

（2）「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌有）」「ミネラルウォーター類（殺

菌・除菌無）」に関しては、WHO 飲料水水質ガイドラインにおいて、また、

一部の「ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水」に関しては、コーデック

スの加工食品の規格において、農薬について基準値が設けられているものが

あり、これらについては、ポジティブリスト制度導入時に基準値（いわゆる

暫定基準）が設定された（表１のうち基準値の記載のある 33 農薬及び表２）。

これら暫定基準が設定された農薬については、順次、食品安全委員会に対し

食品健康影響評価を依頼し評価が行われており、その結果を踏まえて、見直

しが進められている。 

（3）WHO 飲料水水質ガイドラインやコーデックスの加工食品の規格に含まれて

おらず、我が国特有の使用実態のある農薬については、水道法に基づく基準

の整備状況を踏まえ、必要に応じて、ポジティブリスト制度の中で残留農薬

基準として取り入れることとする。なお、現時点では、水道法の水質基準に

残留農薬基準は含まれていない。 

 

２．対 応 

以上のとおり、残留農薬については、食品中に残留する農薬等に係るポジテ

ィブリスト制度の中で対応していくこととし、現在、食品安全委員会に清涼飲

料水の規格基準改正に係る食品健康影響評価を依頼している 93 農薬のうち、評

価結果を受理していない 70 農薬については、評価依頼を取り下げることとする。 

（別紙４） 
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表１ 清涼飲料水の規格基準改正に係る食品健康影響評価を依頼した 93 農薬 
（ポジティブリスト制度導入時に WHO 飲料水水質ガイドラインに基づき基準値

（暫定基準）が設定された 33 農薬を含む） 

番号 農 薬 
ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ類 

基準値（ppm） 

1  アラクロル 0.02 

2  アルジカルブ 0.01 

3  アルドリン／ディルドリン 0.00003 

4  アトラジン 0.002 

5  カルボフラン 0.007 

6  クロルデン 0.0002 

7  クロロトルロン 0.03 

※   8  クロルピリホス 0.03 

9  シアナジン 0.0006 

10  2,4-D 0.03 

11  2,4-DB 0.09 

12  1,2-ジブロモ 3-クロロプロパン 0.001 

13  1,2-ジブロモエタン 0.0004 

14  1,2-ジクロロプロパン 0.04 

15  1,3-ジクロロプロペン（D-D） 0.02 

16  ジクロロプロップ 0.1 

17  ジメトエート 0.006 

18  エンドリン 0.0006 

19  フェノプロップ 0.009 

20  イソプロツロン 0.009 

21  リンデン 0.002 

22  MCPA 0.002 

23  メコプロップ（MCPP） 0.01 

24  メトキシクロル 0.02 

※  25  メトラクロル 0.01 

26  モリネート 0.006 

※  27  ペンディメタリン 0.02 

※  28  ピリプロキシフェン 0.3 

29  シマジン（CAT） 0.002 

30  テルブチラジン 0.007 

31  トリフルラリン 0.02 

32  DDT 及び代謝物 0.001 

33  ペンタクロロフェノール 0.009 

※ 食品安全委員会の評価結果を受理したもの 
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番号 農 薬 
 

番号 農 薬 

34  2,4,5-T 64 トリクロピル 

※  35  EPN 65 トリクロホスメチル 

36  アシュラム 66 トリクロルホン（DEP） 

※ 37  アセフェート 67 トリシクラゾール 

※ 38  アゾキシストロビン ※ 68 ハロスルフロンメチル 

39  イソフェンホス 69 ビフェノックス 

40  イソプロカルブ（MIPC） ※  70 ピリブチカルブ 

41  イプロジオン 71 フェニトロチオン（MEP） 

42  イミノクタジン酢酸塩 72 フェンチオン（MPP） 

※  43  エスプロカルブ 73 フェントエート（PAP） 

44  エディフェンホス（EDDP） ※ 74 ブタミホス 

45  エトフェンプロックス ※  75 ブプロフェジン 

46  エンドスルファン 76 フラザスルフロン 

※ 47  カフェンストロール ※  77 フルトラニル 

48  カルバリル（NAC） ※  78 プレチクラロール 

※ 49  カルプロパミド 79 プロシミドン 

50  キャプタン 80 プロピコナゾール 

51  グリホサート 81 プロピザミド 

52  クロロタロニル（TPN） 82 ヘキサクロロベンゼン 

53  ジウロン（DCMU） 83 ベノミル 

54  ジクロルボス（DDVP） ※  84 ペンシクロン 

55  ジクワット ※  85 ベンスルフロンメチル 

56  シメトリン 86 ベンタゾン 

57  ダイアジノン 87 ホセチル 

※ 58  ダイムロン 88 マラソン（マラチオン） 

59  ダラポン 89 メソミル 

60  チウラム ※  90 メタラキシル 

61  チオジカルブ 91 メチダチオン（DMTP） 

62  チオファネートメチル ※  92 メフェナセット 

63  テニルクロル ※  93 メプロニル 

※ 食品安全委員会の評価結果を受理したもの 
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表２ ポジティブリスト制度導入時にコーデックスの加工食品の規格に基づき基

準値（暫定基準）が設定された農薬 

食 品 農 薬 基準値（ppm） 

トマトジュース 

カルバリル 3 

ピペロニルブトキシド 0.3 

マラチオン 0.01 

オレンジジュース プロパルギット 0.3 

かんきつ類果実ジュース ピペロニルブトキシド 0.05 

りんごジュース 
ジフェニルアミン 0.5 

プロパルギット 0.2 

ぶどうジュース プロパルギット 1 
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デオキシニバレノール及びニバレノールの食品健康影響評価について 

 

１．経 緯 

  食品安全委員会は、リスク管理機関からの依頼を受けて食品健康影響評価

を行うほか、国民の健康への影響が大きいと考えられるもの、危害要因等の

把握の必要性が高いもの、評価ニーズが特に高いと判断されるものの中から、

評価の優先度が高いと考えられるものを選定し、自らの判断で食品健康影響

評価を行っている。 

  平成 21 年 3 月、食品安全委員会において「デオキシニバレノール及びニバ

レノール」を自ら食品健康影響評価を行う案件として決定し、今般、かび毒・

自然毒等専門調査会での調査審議が終了したことから、本年 11 月 18 日付け

で厚生労働省及び農林水産省に対し、その評価結果が通知された。 

 

２．食品健康影響評価の概要 

（1）評価対象物質 

デオキシニバレノール（DON）及びニバレノール（NIV）は、穀類（特に

小麦、大麦及びトウモロコシ）の赤カビ病の病原菌である Gibberella zeae 及

びその無性胞子を形成する不完全時代の Fusarium graminearum、F. culmorum

などにより産生される。我が国において、1950 年代に赤かび病の被害を受

けた米・麦を摂食した人や家畜の間に急性赤カビ中毒症が多発し、その原因

毒素として発見された。 

（2）TDI の設定 

・DON：1 µg/kg 体重/日（マウス 2年間慢性毒性試験における体重増加抑

制に係る無毒性量 0.1 mg/kg 体重/日に不確実係数 100 を適用） 

・NIV：0.4 µg/kg 体重/日（ラット 90 日間反復投与毒性試験における白血

球数減少に係る最小毒性量 0.4 mg/kg 体重/日に不確実係数 1000 を適用） 

・DON と NIV の複合影響について検討した試験は限られており、かつ、そ

れらで一致した結果が得られていないこと、各毒素の作用メカニズムにも

不明な点が少なくないことから、現時点ではグループ TDI の設定は困難。 

（3）暴露状況 

・トータルダイエット調査（2005） 

DON：11.36～14.85 ng/kg 体重/日 

NIV：すべての検体で不検出 

・国産及び輸入小麦の汚染実態調査（2002）の平均濃度を用いた暴露推定 

資 料 ２ 
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   DON：0.13～0.17 µg/kg 体重/日（全年齢平均）、0.29～0.36 µg/kg 体

重/日（1～6歳平均） 

・国産小麦の汚染実態調査結果（2002～2004）に基づく確率論的手法を用い

た暴露推定 

   DON：1 µg/kg 体重/日以下（各年齢群、95 パーセンタイル値） 

NIV：0.4 µg/kg 体重/日以下（各年齢群、95 パーセンタイル値） 

・現状においては、我が国における DON 及び NIV の暴露量は今回設定した

TDI を下回っていると考えられることから、一般的な日本人における食品

からの DON 及び NIV 摂取が健康に悪影響を及ぼす可能性は低いと考えら

れる。 

 

３．国際機関における検討状況 

（1）JECFA 

本年 2月の第 72 回 JECFA において、DON について、3-アセチル化 DON

及び15-アセチル化DONを含むグループTDIとして1 µg/kg体重/日と結論。

また、ブタにおける嘔吐への影響から、グループ急性参照用量（ARfD）を

8 µg/kg 体重/日と評価。 

（2）CCCF 

本年 4月の第 4回 CCCF において、穀物及びその加工品中の DON 及びア

セチル化 DON に関する最大基準値原案検討のための電子作業部会（議長

国：カナダ）を設置。 

 

４．国内におけるリスク管理措置等 

（1）厚生労働省 

・ 平成 14 年、小麦に DON の暫定基準（1.1 mg/kg）を設定 1） 

・ 平成 16～18 年度、小麦摂取による DON の暴露量推定を実施 

・ 平成19～21年度、国産小麦中のDON/NIVの共汚染実態調査、加工による

減衰率の調査及び小麦摂取によるNIVの暴露量推定を実施 

・ 平成22年度、DONのアセチル化体の生体内代謝に関する試験並びに食用

トウモロコシ及びその加工品中の含有実態調査を実施中 

（2）農林水産省 

・ 平成 14 年、飼料に DON の暫定許容値（生後 3ヵ月以上の牛に給与され

                                                  
1）平成 14 年 5 月 21 日付け食安発第 0521001 号厚生労働省食品安全部長通知 
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る飼料：4 ppm、生後 3ヵ月以上の牛を除く家畜等に給与される飼料：1 ppm）

を設定 2） 

・平成 14 年度から、国産麦類（小麦、大麦）の DON/ NIV の含有実態調査

を実施中（平成 20 年度から、DON/NIV のアセチル化体を調査に追加） 

・ 平成 20 年、実施規範「麦類のデオキシニバレノール・ニバレノール汚染

低減のための指針」を策定 3） 

 

５．今後の対応  

（1）DON 

現状において、我が国における DON の暴露量は、食品安全委員会が設定

した TDI を下回っていることから、一般的な日本人における食品からの

DON の摂取が健康に悪影響を及ぼす可能性は低いと考えられる。また、主

要な摂取源である小麦については暫定規制を行っているほか、農林水産省が

生産段階における「麦類のデオキシニバレノール・ニバレノール汚染低減の

ための指針」を策定し、DON/NIV 低減対策を進めているところである。 

一方、国際的には DON のアセチル化体を含めた規格設定の動きがあるほ

か、アセチル化体の体内吸収が DON に比較して早いことが示唆されている。

また、農林水産省の調査において、飼料用トウモロコシの多くで定量限界

（0.1 ppm）を超える DON 汚染が発生していることが確認されている。 

ついては、現在実施している DON のアセチル化体の生体内代謝に関する

試験、食用トウモロコシ及びその加工品を対象とした DON 及びそのアセチ

ル化体の含有実態調査並びに農林水産省が実施している国産麦類（小麦、大

麦）を対象とした DON 及びそのアセチル化体の含有実態調査の知見等を踏

まえ、適切な規制のあり方を検討することとする。 

（2）NIV 

 現状において、我が国における NIV の暴露量は、食品安全委員会が設定

した TDI を下回っていることから、一般的な日本人における食品からの NIV

の摂取が健康に悪影響を及ぼす可能性は低いと考えられる。 

一方、DON と同様にアセチル化体の存在が知られているが、その科学的

知見は非常に限られており、国際的にも未評価である。 

ついては、農林水産省が指針に基づき進めている低減対策の効果も見つつ、

現時点では NIV 単独での規制のあり方を検討するとともに、アセチル化体

に関する科学的知見の収集を進めることとする。 

                                                  
2）平成 14 年 7 月 5日付け 14 生畜第 2267 号農林水産省飼料課長通知 
3）平成 20 年 12 月 17 日付け 20 消安第 8915 号、20 生産第 5731 号農林水産省消費・安全局長、

生産局長連名通知 
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清涼飲料水の規格基準改正に係る基本的考え方について 

平成 22 年 7 月 29 日 

食品規格部会資料 

Ⅰ．現 状 

  食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号）の各条において

規定される「清涼飲料水」は、現行、 

・ミネラルウォーター類（「水のみを原料とする清涼飲料水」と定義） 

・冷凍果実飲料 

・原料用果汁 

・ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼飲料水 

に区分され、清涼飲料水一般の成分規格（混濁、沈殿物、重金属類（ヒ素、鉛、

カドミウム及びスズ）、微生物（大腸菌群、腸球菌及び緑膿菌）及びパツリン）

に加え、それぞれ製造基準が定められている。また、「ミネラルウォーター類」

と「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼飲料水」に

あっては、製造基準において原水の基準が定められている。 

 

Ⅱ．改正の基本方針 

１．規格の枠組の見直し 

（1）分類の整理 

現行の「ミネラルウォーター類」は水のみを原料とする清涼飲料水であり、

水以外に多種多様な原料を使用して製造されるそれ以外の清涼飲料水とは、そ

の性質・製造方法が異なるものであることから、「ミネラルウォーター類」を、

「飲料水（仮称）」として、個別に規定する。 

また、水のみを原料とする清涼飲料水のうち、コーデックスのナチュラルミ

ネラルウォーター規格（以下「NMW 規格」という。）に準拠するもの（殺菌又

は除菌を行わないもの）は「ナチュラルミネラルウォーター（仮称）」として

同様に個別に規定する。 

① 飲料水 

水のみを原料とする清涼飲料水のうち、「ナチュラルミネラルウォーター」

以外のものをいう。 

② ナチュラルミネラルウォーター 

水のみを原料とする清涼飲料水のうち、NMW 規格に準拠するもの（殺菌

又は除菌を行わないもの）をいう。 

 

参考資料１ 
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③ その他の清涼飲料水 

「飲料水」及び「ナチュラルミネラルウォーター」以外の清涼飲料水をいう。  

（2）原水基準の設定の考え方の整理 

① 飲料水 

水のみを原料とする「飲料水」は、その製造において殺菌又は除菌以外の

処理を行わないものがほとんどであり、原水基準と成分規格の双方による規

制は不要であることから、原水基準を設けず、成分規格に統合して規定する。 

② ナチュラルミネラルウォーター 

「飲料水」と同様、原水基準と成分規格の双方による規制は不要であるこ

とから、原水基準を設けず、成分規格に統合して規定する。 

また、NMW 規格に準拠し、泉源の衛生管理についても成分規格の中で規

定する。 

③ その他の清涼飲料水 

水以外の原料も使用して製造されることから、原水基準と成分規格の双方

を規定する。 

なお、この場合の原水とは、地下水等から取水した時点の水ではなく、そ

の製造において原料として用いる時点の水をいうことから、名称を「原料水

（仮称）」に改め、原料水としては、水道水に加えて、「飲料水」及び「ナチ

ュラルミネラルウォーター」の成分規格に適合する水を使用できることとす

る。 

 また、現行の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外

の清涼飲料水」の製造基準において規定されている原水基準は、「飲用適の

水」として、他の複数の個別食品（食肉製品等）の製造基準において、製造、

加工等に用いられる水（食品製造用水）に準用されている。この機会に、食

品一般の製造、加工及び調理基準において規定するよう整備する。 

 

２．規制対象項目についての考え方 

「飲料水」、「ナチュラルミネラルウォーター」及び「その他の清涼飲料水」の

成分規格における規制対象項目については、我が国の水道法に基づく基準やコー

デックスの飲料水に関する規格、WHO の飲料水水質ガイドライン等を踏まえ、

以下の整理により見直しを行う。 

（1）化学物質等（農薬を除く） 

食品安全委員会の食品健康影響評価が終了したものについて、水道法に基づ

く基準の検討状況等を踏まえて、以下の方針により逐次見直しを行っていく。 
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○ 「飲料水」の成分規格 

現行の「ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼

飲料水」の原水基準をもとに、水道法の水質基準及び水質管理目標の人の健

康の保護に関する項目（健康関連項目）及び WHO の飲料水水質ガイドライ

ンを参考として基準値設定項目の見直しを行う。ただし、水の性状の観点か

ら基準値が設定されている物質であっても、健康の観点での指標値が存在す

る場合にあっては個別に考慮する。 

○ 「ナチュラルミネラルウォーター」の成分規格 

現行の「ミネラルウォーター類」の原水基準をもとに、原則として NMW

規格に準拠した規格に移行する。 

（2）重金属類 

現行の清涼飲料水一般の成分規格において、「検出するものであってはなら

ない」と規定されているヒ素、鉛及びカドミウムについては、「飲料水」及び

「ナチュラルミネラルウォーター」にあっては、成分規格において、化学物質

等と同様の方針により基準値を設定する。一方、「その他の清涼飲料水」にあ

っては、成分規格において、水以外の原料も使用して製造されること、一般的

な摂取量、定量限界等を考慮して適切な基準値を設定する。 

また、スズの含有量に係る規定（150.0ppm を超えるものであってはならない）

については、缶入りのものに限って適用する。 

（3）微生物 

コーデックスにおいて微生物規格の改定作業が進んでおり、その方向性、厚

生労働科学研究の成果等を踏まえて、別途検討を行う。 

（4）農薬 

食品中に残留する農薬等に係るポジティブリスト制度との整合を考慮し、別

紙のとおり取扱う。 
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清涼飲料水の規格基準に関する改正等の経緯 

 
○ 昭和 34 年 12 月 

旧規格基準を廃止し、「食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告

示第 370 号）」が設定された。 

 

○ 昭和 37 年～48 年 

数回にわたる小規模な改正あり。 

 

○ 昭和 57 年 2 月 

  全面的に規格基準を改正。主な改正点は以下の通り。 

１ 成分規格について 

ア 着色の目的に使用される添加物に起因する混濁又は沈殿物について

は、差し支えないこととされた。 

イ 重金属の規定について、ヒ素、鉛及びカドミウムを検出するもので

あってはならないこととされ、スズについては 150.0ppm 以下とされた。 

２ 製造基準について 

  ア 「清涼飲料水（冷凍果実飲料及び原料用果汁を除く）」、「冷凍果実 

   飲料」、「原料用果汁」に区分された。 

イ 原水は水道法第４条に規定する水質基準に適合するものとされた。

ただしミネラルウォーターの原水については、硬度及び pＨが除外され

た。 

ウ 殺菌方法が以下のように改められた 

＜pＨ4.0 未満のもの＞ 

65℃で 10 分間加熱する方法又はこれと同等以上の効力を有する方法 

  ＜pＨ4.0 以上のもの＞ 

85℃で 30 分間加熱する方法又はこれと同等以上の効力を有する方法 

ただし、炭酸を含有するものにあっては容器包装内の二酸化炭素圧力

が 20℃で 1.0 kgf/cm2以上であって、かつ、植物又は動物の組織成分

を含有しないものは、殺菌を要しないこととされた。 

 

○ 昭和 61 年 5 月 

  ミネラルウォーター類の製造基準が定められ、無殺菌・無除菌のミネラ

ルウォーターについては一定の条件下において可とした。 

① 成分規格 

ミネラルウォーター類のうち、容器包装内の二酸化炭素圧力が 20℃で

1.0 kgf/cm2未満であって、かつ、殺菌又は除菌を行わないものについて

は、従来の規格に加え、腸球菌及び緑膿菌が陰性と定められた。 

② 製造基準 

ミネラルウォーター類の製造基準が定められた。また、容器包装内の

参考資料２
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二酸化炭素圧力が 20℃で 1.0 kgf/cm2 未満であって、かつ、殺菌又は除

菌を行わないものについては、７項目の条件が定められた。 

 

○ 昭和 61 年 11 月 

ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼飲料水

のうち、pＨ4.6 以上で、かつ、水分活性が 0.94 を超えるものについては、

ボツリヌス菌の増殖し得る食品特性を有するものであることを考慮し、殺

菌に係る製造基準等の一部が改正された。 

 

○ 平成 5 年 11 月 

水道法の水質基準の改定に際し、食品の製造等に用いられる水の規格に

ついては現行の規制を継続することとされた。 

 

○ 平成 6 年 12 月 

ミネラルウォーター類の製造に用いる原水について、コーデックス委員

会のヨーロッパ地域食品規格を参考として改正が行われた。 

  

○ 平成 11 年 7 月 

清涼飲料水の混濁又は沈殿物については、一般に人の健康を損なうおそ

れがないと認められる死滅した微生物であって、製品の原材料に含まれる

ことがやむを得ないものに限り、混濁又は沈殿物とみなさないこととされ

た。また、ミネラルウォーター類以外の清涼飲料水について、殺菌による

方法以外に除菌による方法も認めることとされた。 

 

○ 平成 14 年 11 月 

コーデックス委員会におけるナチュラルミネラルウォーター等の規格の

設定及び水道法の水質基準改正の動きを受け、清涼飲料水の規格基準の改

正について審議が行われ、以下の結論が取りまとめられた。 

① ミネラルウォーター類については、製品の基準とする 

② ミネラルウォーター類については、無殺菌・無除菌製品と殺菌等の処

理済み製品に分類して検討する 

③ 化学物質等に係る規格基準については、水道法の水質基準の改正後、

項目及び基準値を検討する 

④ 食品製造用水（飲用適の水）については、用途等の整理を行った上で

検討する 

⑤ 微生物に係る規格基準については、コーデックス規格との整合性及び

カビ等の検討が必要である 

 

○ 平成 15 年 7 月 

食品安全委員会の発足とともに、清涼飲料水の規格基準の改正に係る食

品健康影響評価を依頼した（化学物質 48 項目、農薬 93 項目）。 
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水道法水質基準等の設定の考え方について 

 

健康局水道課水道水質管理室 

 

 水道水については、水道法第 4条に基づき水質基準が厚生労働省令で規定され

ており、水道により供給される水は水質基準を満たさなければならないことと

されている。このほか、毒性評価値が暫定的であったり検出レベルは高くない

ものの水道水質管理上注意喚起すべきものについては、健康局長通知に基づき、

水質管理目標設定項目として水質検査や目標値の遵守を指導しているところで

ある。 

現在の水質基準項目及び水質管理目標設定項目は、平成 15 年 4 月の厚生科学

審議会答申「水質基準の見直し等について（答申）」に基づいて設定されたもの

であり、その後の科学的知見の充実・更新等を踏まえて逐次改正していくこと

としている。 

 なお、水道水質基準は大別して病原微生物に関するものと化学物質に関する

ものに分けられるが、以下本資料では化学物質関係の項目について解説する。 

 

１．検討対象化学物質の抽出  

平成 15 年の水質基準見直しに当たっては、可能な限り多くの化学物質を対象

として検討することを目指し、以下の考え方により検討対象物質が抽出された。 

（1）人の健康に関する項目（農薬を除く。） 

① 当時設定されていた水質基準項目（人の健康に関する項目）及び監視項目 

② WHO 飲料水水質ガイドライン第 3 版(以下「WHO-GDWQ」という。)で健康影

響の観点からガイドライン値の改訂・追加が検討されている項目 

③ 諸外国（WHO、米国、EU）で健康影響の観点からガイドライン値や基準値

が設定されている項目のうち、日本の水道水中で検出報告のあるもの 

④ その他、専門的観点から検討する必要のある物質 

（2）農薬 

① まず、国内で使用実績のある農薬のうち、以下のいずれかの要件を満たす

ものを抽出。 

・除草剤、殺虫剤、殺菌剤ごとに、国内推定出荷量/ADI で上位 30 位以内 

・国内推定出荷量上位 30 位以内 

・その他過去からの経緯等から注意すべきもの 

② 上記①で抽出された農薬について、測定方法の有無及び検出状況の観点か

参考資料３ 



 - 2 - 

ら 3群に分類し、第 1候補群を検討対象農薬とした。第 1候補群の分類要

件は以下のとおり： 

・測定方法があり、かつ、国内推定出荷量が 50t 以上 

・50t 未満であっても現に検出されていれば第 1候補群に含める。 

（3）性状に関する項目 

① 当時設定されていた水質基準項目（性状に関する項目）及び快適水質項目 

② WHO-GDWQ で性状(acceptability)の観点からガイドライン値の改訂・追加

が検討されている項目 

③ その他、専門的観点から検討する必要のある物質 

 

２．評価値の算出方法  

（1）人の健康の保護に関する項目 

ア．毒性評価 

     平成 15 年の答申においては、WHO-GDWQ や国際化学物質安全計画(IPCS)

環境保健クライテリア等の国際的な評価やその他入手可能な文献情報か

ら、人の暴露データや各種動物試験等の毒性情報を収集・整理して毒性評

価を行っている。なお、評価に当たり、暴露源(暴露経路)を考慮している。 

 毒性評価は、基本的には、毒性に関する閾値が存在すると考えられる物

質については NOAEL 等を不確実係数で除して TDI を求めた。一方、遺伝子

障害性の発がん性を有する等閾値がないと考えられる物質については、原

則として当該物質の摂取により生涯を通じたリスク増分が10-5となるリス

クレベルをもって TDI に相当する値（以下[VSD]という。）とする方法か、

リスク評価による方法により評価を行った。 

なお、現在、水道法に基づく水質基準を制定・改廃する際には、食品安

全基本法に基づき内閣府食品安全委員会の意見を聴くこととされており、

同委員会において、水道水質基準体系において検討対象としている物質に

ついて新たな毒性評価がなされた場合（水道水質基準関係以外の諮問に基

づく場合を含む。）等に、逐次、評価値の見直し及びそれに伴うリスク管理

レベルの変更について検討を行うこととしている。 

イ．評価値の算出 

評価値の算定に当たっては、WHO 等が飲料水の水質基準設定に当たって

広く採用している方法を基本とし、食物、空気等他の暴露源からの寄与を

考慮しつつ、生涯にわたる連続的な摂取をしても人の健康に影響が生じな

い水準を基として設定している。 

具体的には、閾値があると考えられる物質については、基本的には 
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・1日に飲用する水の量を 2L 

・人の平均体重を 50kg（WHO では 60kg） 

・水道水由来の暴露割合として、TDI の 10%（消毒副生成物は 20%）を割り

当て 

とする条件の下で、対象物質の 1日暴露量が TDI を超えないように評価値

を算出した。ただし、物質によっては異なる暴露シナリオを用いている場

合がある。 

一方、閾値がないと考えられる物質については、VSD 又はリスク評価を

もとに評価値を設定した。 

なお、水質基準は、水道において維持されることが義務づけられている

ことに鑑み、評価値の設定に当たっては水処理技術及び水質検査技術につ

いても考慮することとしている。 

（2）性状に関する項目 

色、濁り、においなど生活利用上障害を生ずるおそれのある項目について

は、水道水の性状として基本的に必要とされる項目を選定し、障害を生ずる

濃度レベルを基に評価を行い、評価値を設定した。 

 

３．水質基準等の考え方と分類方法  

（1）水質基準項目 

    水質基準項目については、水道事業者等はこの基準に適合した水の供給が

義務づけられることとなり、定期的な水質検査が義務づけられる。 

水質基準項目にはより広範囲な項目が含まれるようにすべきであるが、一

方、例えば毒性評価がなされているからと言って浄水中で検出されない項目

までもすべて水質基準を設定することは現実的でない。このため、WHO の

“10-fold concept”（飲料水水質ガイドライン第 3版の検討に当たり採用さ

れている考え方で、ガイドライン値原案の 1/10 を超えて検出される場合に

ガイドライン値を設定しようとするもの）を参考とし、以下のとおり水質基

準項目の要件を定めている。 

・浄水において、評価値の 1/10 を超えて検出され、又は検出されるおそれ

の高い項目（特異値によるものを除く。）を水質基準項目とする。 

・水銀、シアン等水道法第 4条に例示されている物質については、過去の経

緯を踏まえ、上記要件にかかわらず水質基準項目として維持する。 

・なお、毒性評価が暫定的なものである場合には、上記要件に合致する場合

であっても水質基準項目とせず、水質管理目標設定項目とする。（WHO－

GDWQではTDI設定において用いる不確実係数積が1,000を超える場合に当

該 TDI を暫定値として扱っている。） 
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（2）水質管理目標設定項目 

    水質管理目標設定項目は、毒性評価値が暫定的であったり、検出レベルは

高くなく水質基準項目とすることは見送られたものの水道水質管理上注意

喚起すべきものとして関係者の注意を喚起するためのカテゴリーであり、分

類要件は以下のとおりである。 

・水質基準には該当しないものの、場合によっては、浄水において評価値の

1/10 を超えて検出されるおそれのある項目を水質管理目標設定項目とす

る。 

（3）農薬 

    農薬については、散布地域や散布時期が限定的であり、個別の農薬につい

て見た場合には水質基準項目等に分類されることは希である。しかしながら、

農薬については国民の関心が高く、特別の取扱が必要であることから、以下

のとおり取り扱い、国民、需用者の安心を確保していくこととされた。 

① 水質基準の分類要件に該当する農薬については、個別に水質基準を設定 

② 上記①に該当しない農薬については、下記の式による検出指標値 DI が１を

超えないこととする「総農薬方式」により水質管理目標設定項目に位置づ

ける。なお、DI は検出指標値、DVi は農薬 i の検出値、GVi は農薬 i の目

標値である。 

 

測定を行う農薬については、各水道事業者等がその地域の状況を勘案して

適切に選定することを基本としており、当該選定作業に資するために、検出

状況、使用量などを勘案し、水道水中で検出される可能性の高い農薬をリス

トアップ（第 1 候補群）しているところである。 

なお、検出指標値 DI は浄水処理のための管理指標であり、１を超えた場

合には活性炭処理の追加等により浄水処理に万全を期すべきであるが、直ち

に人の健康への悪影響が危惧されるものではない。 

（4）その他 

  ア．要検討項目 

     以上のほか、毒性評価が定まらない、浄水中の存在量が不明等の理由か

ら水質基準項目等への分類ができない項目については、要検討項目として、

主として国において必要な情報・知見の収集に努めていくべきとされてい

る。 

イ．水道水質基準等の逐次改正 

上述の考え方に基づき、平成 15 年 4 月の答申においては、水質基準項目
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として 50 項目（健康関連 30 項目、生活上支障関連 20 項目）、水質管理目

標設定項目として 27 項目（健康関連 15 項目（第 1候補群 101 農薬からな

る農薬類を含む。）、生活上支障関連 12 項目）及び要検討項目 40 項目が選

定された。 

現在、食品安全委員会等による最新の科学的知見を踏まえた逐次的な水

質基準等の見直しを行うとともに、浄水における検査データの蓄積や検出

状況の変化等に対応した分類の見直し方法等について検討を進めていると

ころである。 
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＜参 考＞ 水道法（昭和 32 年法律第 177 号）（抄） 

 

（水質基準）  

第四条 水道により供給される水は、次の各号に掲げる要件を備えるものでな

ければならない。  

一 病原生物に汚染され、又は病原生物に汚染されたことを疑わせるような生

物若しくは物質を含むものでないこと。  

二 シアン、水銀その他の有毒物質を含まないこと。  

三 銅、鉄、弗素、フェノールその他の物質をその許容量をこえて含まないこ

と。  

四 異常な酸性又はアルカリ性を呈しないこと。  

五 異常な臭味がないこと。ただし、消毒による臭味を除く。  

六 外観は、ほとんど無色透明であること。  

２ 前項各号の基準に関して必要な事項は、厚生労働省令で定める。  

 

 

水道水質基準（平成 21 年 7 月 1 日現在） 

項 目 基 準 項 目 基 準 

一般細菌 
1ml の検水で形成され

る集落数が 100 以下 
総トリハロメタン 0.1mg/L 以下 

大腸菌 検出されないこと トリクロロ酢酸 0.2mg/L 以下 

カドミウム及びその化

合物 

カドミウムの量に関し

て、0.01mg/L 以下 
ブロモジクロロメタン 0.03mg/L 以下 

水銀及びその化合物 
水銀の量に関して、

0.0005mg/L 以下 
ブロモホルム 0.09mg/L 以下 

セレン及びその化合物 
セレンの量に関して、

0.01mg/L 以下 
ホルムアルデヒド 0.08mg/L 以下 

鉛及びその化合物 
鉛の量に関して、

0.01mg/L 以下 
亜鉛及びその化合物 

亜鉛の量に関して、

1.0mg/L 以下 

ヒ素及びその化合物 
ヒ素の量に関して、

0.01mg/L 以下 

アルミニウム及びそ

の化合物 

アルミニウムの量に関

して、0.2mg/L 以下 

六価クロム化合物 
六価クロムの量に関し

て、0.05mg/L 以下 
鉄及びその化合物 

鉄の量に関して、

0.3mg/L 以下 
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項 目 基 準 項 目 基 準 

シアン化物イオン及び

塩化シアン 

シアンの量に関して、

0.01mg/L 以下 
銅及びその化合物 

銅の量に関して、

1.0mg/L 以下 

硝酸態窒素及び亜硝酸

態窒素 
10mg/L 以下 

ナトリウム及びその

化合物 

ナトリウムの量に関し

て、200mg/L 以下 

フッ素及びその化合物 
フッ素の量に関して、

0.8mg/L 以下 

マンガン及びその化

合物 

マンガンの量に関し

て、0.05mg/L 以下 

ホウ素及びその化合物 
ホウ素の量に関して、

1.0mg/L 以下 
塩化物イオン 200mg/L 以下 

四塩化炭素 0.002mg/L 以下 
カルシウム、マグネシ

ウム等（硬度） 
300mg/L 以下 

1,4-ジオキサン 0.05mg/L 以下 蒸発残留物 500mg/L 以下 

シス-1,2-ジクロロエチ

レン及びトランス-1,2-

ジクロロエチレン 

0.04mg/L 以下 陰イオン界面活性剤 0.2mg/L 以下 

ジクロロメタン 0.02mg/L 以下 ジェオスミン 0.00001mg/L 以下 

テトラクロロエチレン 0.01mg/L 以下 
2-メチルイソボルネ

オール 
0.00001mg/L 以下 

トリクロロエチレン 0.03mg/L 以下 非イオン界面活性剤 0.02mg/L 以下 

ベンゼン 0.01mg/L 以下 フェノール類 
フェノールの量に換算

して、0.005mg/L 以下 

塩素酸 0.6mg/L 以下 
有機物(全有機炭素

（ＴＯＣ）の量) 
3mg/L 以下 

クロロ酢酸 0.02mg/L 以下 pH 値 5.8 以上 8.6 以下 

クロロホルム 0.06mg/L 以下 味 異常でないこと 

ジクロロ酢酸 0.04mg/L 以下 臭気 異常でないこと 

ジブロモクロロメタン 0.1mg/L 以下 色度 5 度以下 

臭素酸 0.01mg/L 以下 濁度 2 度以下 
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水質管理目標設定項目（平成 21 年 7 月 1 日現在） 

項 目 目標値 項 目 目標値 

アンチモン及びその

化合物 

アンチモンの量に関し

て、0.015mg/L 以下 

カルシウム、マグネ

シウム等（硬度） 

10mg/L 以上 100mg/L

以下 

ウラン及びその化合

物 

ウランの量に関して、

0.002mg/L 以下(暫定)

マンガン及びその化

合物 

マンガンの量に関し

て、0.01mg/L 以下 

ニッケル及びその化

合物 

ニッケルの量に関し

て、0.01mg/L(暫定) 
遊離炭酸 20mg/L 以下 

亜硝酸態窒素 0.05mg/L 以下(暫定) 
1,1,1-トリクロロエ

タン 
0.3mg/L 以下 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L 以下 
メチル-t-ブチルエ

ーテル 
0.02mg/L 以下 

1,1,2-トリクロロエ

タン 
0.006mg/L 以下 

有機物等（過マンガ

ン酸カリウム消費

量） 

3mg/L 以下 

トルエン 0.2mg/L 以下 臭気強度（ＴＯＮ） ３以下 

フタル酸ジ(2-エチル

ヘキシル) 
0.1mg/L 以下 蒸発残留物 

30mg/L 以上 200mg/L

以下 

亜塩素酸 0.6mg/L 以下 濁度 １度以下 

二酸化塩素 0.6mg/L 以下 pH 値 7.5 程度 

ジクロロアセトニト

リル 
0.01mg/L 以下(暫定) 

腐食性（ランゲリア

指数） 

－１程度以上とし、極

力０に近づける 

抱水クロラール 0.02mg/L 以下(暫定) 従属栄養細菌 

1ml の検水で形成さ

れる集落数が 2,000

以下(暫定) 

農薬類（注） 
検出値と目標値の比

の和として、１以下 

1,1-ジクロロエチレ

ン 
0.1mg/L 以下 

残留塩素 1mg/L 以下 
アルミニウム及びそ

の化合物 

アルミニウムの量に

関して、0.1mg/L 以下

 



（単位 mg/L）

水質基準 水質管理目標 ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ類 その他清涼飲料水

一般細菌 微生物 健康 100 CFU/ml 100 CFU/ml 100 CFU/ml  不検出（病原微生物）

大腸菌群 微生物 健康 不検出（大腸菌） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム 無機物 ◎ ○ 健康 0.003 不検出 0.01 0.01 0.003 0.003

水銀（総水銀） 無機物 ○ 健康
0.0005

（ｱﾙｷﾙ⽔銀：不検出） 0.0005 0.0005 0.001 0.006 水道法はメチル水銀
の評価で検討

セレン 無機物 ○ 健康 0.01 0.01 0.01 0.01
鉛 無機物 ○ 健康 0.01 不検出 0.05 0.1 0.01 0.01
ヒ素 無機物 ○ 健康 0.01 不検出 0.05 0.05 0.01（総ヒ素） 0.01
六価クロム 無機物 ○ 健康 0.05 0.05 0.05 0.05（総ｸﾛﾑ） 0.05（総ｸﾛﾑ）

シアン 無機物 ◎ 健康 0.01 0.01 0.01 0.07 0.07 シアンイオンとして

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 無機物 ○ 健康 10 10 10 硝酸：50
亜硝酸：0.1

硝酸：50
亜硝酸：3

（慢性0.2）

慢性とある場合以外
は急性影響

フッ素 無機物 ○ 健康 0.8 2 0.8 表示規制有り 1.5

ホウ素 無機物 ○ 健康 1.0 30（ﾎｳ酸） 5 0.5

四塩化炭素 有機物 ◎ ○ 健康 0.002 0.004
1,4ｰジオキサン 有機物 ◎ ○ 健康 0.05 0.05
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

有機物 ◎ ○ 健康 0.04 0.05 シス体とトランス体
の和

ジクロロメタン 有機物 ◎ ○ 健康 0.02 0.02
テトラクロロエチレン 有機物 ◎ ○ 健康 0.01 0.04
トリクロロエチレン 有機物 ◎ ○ 健康 0.01 0.02
ベンゼン 有機物 ◎ ○ 健康 0.01 0.01
塩素酸 消毒剤 ◎ ○ 健康 0.6 0.7
臭素酸 消毒副生成物 ◎ ○ 健康 0.01 0.01
クロロホルム 消毒副生成物 ◎ 健康 0.06 0.3
ジブロモクロロメタン 消毒副生成物 ◎ 健康 0.03 0.06
ブロモジクロロメタン 消毒副生成物 ◎ 健康 0.01 0.1
ブロモホルム 消毒副生成物 ◎ 健康 0.09 0.1
総トリハロメタン 消毒副生成物 ◎ 健康 0.1
クロロ酢酸 消毒副生成物 ○ 健康 0.02 0.02
ジクロロ酢酸 消毒副生成物 ○ 健康 0.04 0.05
トリクロロ酢酸 消毒副生成物 ○ 健康 0.2 0.2
ホルムアルデヒド 消毒副生成物 ◎ ○ 健康 0.08 -
亜鉛 無機物 性状 1.0 5 1
アルミニウム 無機物 性状 0.2 0.1
鉄 無機物 性状 0.3 0.3
銅 無機物 ◎ ○ 性状/健康 1.0 / 1.16 1 1.0 1 2
ナトリウム 無機物 性状 200
マンガン 無機物 ○ 性状/健康 0.05 / 0.4 0.01 2 0.3 0.4 0.4
塩化物イオン 無機物 性状 200 200

カルシウム・マグネシウム等
（硬度）

無機物 性状 300 10以上100以下 300

蒸発残留物 無機物 性状 500 30以上200以下 500

陰イオン界面活性剤 有機物 性状 0.2 0.5 不検出

ジェオスミン 有機物 性状 0.00001
2ｰメチルイソボルネオール 有機物 性状 0.00001

非イオン界面活性剤 有機物 性状 0.02 不検出

フェノール類 有機物 性状 0.005 0.005
有機物（TOC） 有機物 ○ 性状 3
pH値 性状 性状 5.8以上8.6以下 7.5程度 5.8以上8.6以下

味 性状 性状 異常でないこと 異常でないこと

臭気 性状 性状 異常でないこと 異常でないこと

色度 性状 性状 5度以下 5度以下

濁度 性状 性状 2度以下 1度以下 2度以下

アンチモン 無機物 ○ 健康 0.015 0.005 0.02

ウラン 無機物 ○ 健康 0.002 0.015

ニッケル 無機物 ○ 健康 0.01 0.02 0.07

亜硝酸態窒素 無機物 ○ 健康 0.05 0.02 亜硝酸：3
（慢性0.2）

1,1ｰジクロロエチレン 有機物 ◎ ○ 健康 （0.02） 0.1 -
1,2ｰジクロロエタン 有機物 ◎ ○ 健康 0.004 0.03
1,1,1ｰトリクロロエタン 有機物 ◎ ○ 性状/健康 0.3 / 1.5 -
1,1,2ｰトリクロロエタン 有機物 ◎ ○ 健康 （0.01） -

トルエン 有機物 ◎ ○ 健康 0.4 0.7
フタル酸ジｰ2ｰエチルヘキシル 有機物 ○ 健康 0.1 0.008

亜塩素酸 消毒剤 ◎ ○ 健康 0.6 0.7

二酸化塩素 消毒剤 ◎ ○ 健康 0.6 -

ジクロロアセトニトリル 消毒副生成物 ◎ ○ 健康 0.01 0.02

抱水クロラール 消毒副生成物 ◎ ○ 健康 0.02 -

残留塩素 消毒剤 ◎ ○ 性状/健康 1 / 3 5
メチル-t-ブチルエーテル 有機物 ◎ ○ 性状/健康 0.02 / 0.4 -

遊離炭酸 有機物 性状 20
有機物等（KMnO4） 有機物 性状 3 12 10
臭気強度（TON） 性状 性状 3以下

腐食性（ランゲリア指数） 性状 性状 －1以上極力0

従属栄養細菌 微生物 性状 2,000 CFU/ml

混濁 性状 認めない
原材料等に由来するも
のを除く

沈殿物 性状 認めない
原材料等に由来するも
のを除く

スズ 無機物 150.0 ppm

腸球菌 微生物 不検出 不検出
未殺菌・未除菌のミネ
ラルウォーター類

緑膿菌 微生物 不検出 不検出
未殺菌・未除菌のミネ
ラルウォーター類

パツリン 自然毒 0.050 ppm りんご搾汁

有機リン 有機物 0.1

バリウム 無機物 ○ 1 0.7 0.7
硫化物（H2S） 無機物 0.05

　◎　食品安全委員会から評価結果を受理した項目  食品衛生法における基準値改正を検討するもの

見直し
状況

食品衛生法

清涼飲料水
成分規格

WHO
飲料水水質

ガイドライン
項　目 分　類

飲料水等に係る基準値の比較（残留農薬を除く）

備　考水道水
CODEX

ナチュラルミネラ
ルウォーター規格

清涼飲料水原水基準
食安委

評価依頼

水道法

評価値の
位置づけ

参考資料４
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清涼飲料水等の規格基準 

 

 食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号） 

第１ 食品 

Ａ～Ｃ （略） 

Ｄ 各条 

○ 清涼飲料水 

１ 清涼飲料水の成分規格 

（1）混濁（原材料として用いられる植物若しくは動物の組織成分、着香若しく

は着色の目的に使用される添加物又は一般に人の健康を損なうおそれがな

いと認められる死滅した微生物（製品の原材料に混入することがやむを得

ないものに限る。）に起因する混濁を除く。）したものであってはならない。 

（2）沈殿物（原材料として用いられる植物若しくは動物の組織成分、着香若し

くは着色の目的に使用される添加物又は一般に人の健康を損なうおそれが

ないと認められる死滅した微生物（製品の原材料に混入することがやむを

得ないものに限る。）に起因する混濁を除く。）又は固形の異物（原材料と

して用いられる植物たる固形物でその容量百分率が 30％以下であるものを

除く。）のあるものであってはならない。 

（3）ヒ素、鉛及びカドミウムを検出するものであってはならない。また、スズ

の含有量は、150.0ppm を超えるものであってはならない。 

  １．試料溶液の調製（略） 

  ２．ヒ素の試験法（略） 

  ３．鉛及びカドミウムの試験法（略） 

  ４．スズの試験法（略） 

（4）大腸菌群が陰性でなければならない。 

  １. 検体の採取及び試料の調製（略） 

  ２．大腸菌群試験法（略） 

（5）ミネラルウォーター類（水のみを原料とする清涼飲料水をいう。以下同じ。）

のうち、容器包装内の二酸化炭素圧力が 20℃で 98kPa 未満であって、かつ、

殺菌又は除菌を行わないものにあっては、腸球菌及び緑膿菌が陰性でなけ

ればならない。 

  １. 検体の採取及び試料の調製（略） 

  ２．腸球菌試験法（略） 

  ３．緑膿菌試験法（略） 

（6）りんごの搾汁及び搾汁された果汁のみを原料とするものにあっては，パツ

リンの含有量が 0.050ppm を超えるものであつてはならない。 

１．装置（略） 

２．試薬・試液（略） 

３．標準品（略） 

４．試験溶液の調製（略） 

５．操作法（略） 

参考資料５
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２ 清涼飲料水の製造基準 

（1）ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料（果実の搾汁又は果実の搾汁を濃縮

したものを冷凍したものであって、原料用果汁以外のものをいう。以下同

じ。）及び原料用果汁以外の清涼飲料水 

１． 製造に使用する果実、野菜等の原料は、鮮度その他の品質が良好なもの

であり、かつ、必要に応じて十分洗浄したものでなければならない。 

２． 原水は飲用適の水（水道法第３条第２項に規定する水道事業の用に供す

る水道、同条第６項に規定する専用水道若しくは同条第７項に規定する

簡易専用水道により供給される水又は次の表の第１欄に掲げる事項につ

き同表の第３欄に掲げる方法によって行う検査において、同表の第２項

に掲げる基準に適合する水をいう。以下同じ。）でなければならない。 

第１欄 第２欄 第３欄 

一般細菌 １ml の検水で形成される集

落数が 100 以下であること。

標準寒天培地法 

大腸菌群 検出されないこと。 乳糖ブイヨン―ブリリアン

トグリーン乳糖胆汁ブイヨ

ン培地法 

カドミウム 0.01mg/Ｌ以下であること。フレームレス―原子吸光光

度法又は誘導結合プラズマ

発光分光分析法（以下「Ｉ

ＣＰ法」という。）  

水銀 0.0005mg/Ｌ以下であるこ

と。 

還元気化―原子吸光光度法

鉛 0.1mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光光

度法又はＩＣＰ法 

ヒ素 0.05mg/Ｌ以下であること。水素化物発生―原子吸光光

度法又はフレームレス―原

子吸光光度法 

六価クロム 0.05mg/Ｌ以下であること。フレームレス―原子吸光光

度法又はＩＣＰ法 

シアン 0.01mg/Ｌ以下であること。吸光光度法 

硝酸性窒素及び亜硝

酸性窒素 

10mg/Ｌ以下であること。 イオンクロマトグラフ法又

は吸光光度法 

フッ素 0.8mg/Ｌ以下であること。 イオンクロマトグラフ法又

は吸光光度法 

有機リン 0.1mg/Ｌ以下であること。 吸光光度法 

亜鉛 1.0mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光光

度法又はＩＣＰ法 

鉄 0.3mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光光

度法、ＩＣＰ法又は吸光光

度法 

銅 1.0mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光光

度法又はＩＣＰ法 

マンガン 0.3mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光光

度法又はＩＣＰ法 
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塩素イオン 200mg/Ｌ以下であること。 イオンクロマトグラフ法又

は滴定法 

カルシウム、マグネ

シウム等（硬度） 

300mg/Ｌ以下であること。 滴定法 

蒸発残留物 500mg/Ｌ以下であること。 重量法 

陰イオン界面活性剤 0.5mg/Ｌ以下であること。 吸光光度法 

フェノール類 フェノールとして 0.005mg/

Ｌ以下であること。 

吸光光度法 

有機物等（過マンガ

ン 酸 カ リ ウ ム 消 費

量） 

10mg/Ｌ以下であること。 滴定法 

pＨ値 5.8 以上 8.6 以下であるこ

と。 

ガラス電極法又は比色法 

味 異常でないこと。 官能法 

臭気 異常でないこと。 官能法 

色度 ５度以下であること。 比色法又は透過光測定法 

濁度 ２度以下であること。 比濁法、透過光測定法又は

積分球式光電光度法 

３． 製造に使用する器具及び容器包装は、適当な方法で洗浄し、かつ、殺菌

したものでなければならない。ただし、未使用の容器包装であって、か

つ、殺菌され、又は殺菌効果を有する製造方法で製造され、使用される

まで汚染されるおそれのないように取り扱われたものにあっては、この

限りでない。 

４． 清涼飲料水は、容器包装に充てんし、密栓若しくは密封した後殺菌する

か、又は自動温度計をつけた殺菌機等で殺菌したもの若しくはろ過器等

で除菌したものを自動的に容器包装に充てんした後、密栓若しくは密封

しなければならない。この場合の殺菌又は除菌は、次の方法で行わなけ

ればならない。ただし、容器包装内の二酸化炭素分圧が 20℃で 98kPa 以

上であって、かつ、植物又は動物の組織成分を含有しないものにあって

は、殺菌及び除菌を要しない。 

ａ pＨ4.0 未満のものの殺菌にあっては、その中心部の温度を 65℃で 10

分間加熱する方法又はこれと同等以上の効力を有する方法で行うこと。 

ｂ pＨ4.0 以上のもの（pＨ4.6 以上で、かつ、水分活性が 0.94 を超えるも

のを除く。）の殺菌にあっては、その中心部の温度を 85°で 30 分間加

熱する方法又はこれと同等以上の効力を有する方法で行うこと。 

ｃ pＨ4.6 以上で、かつ、水分活性が 0.94 を超えるものの殺菌にあっては、

原材料等に由来して当該食品中に存在し、かつ、発育し得る微生物を死

滅させるのに十分な効力を有する方法又はｂに定める方法で行うこと。 

ｄ 除菌にあっては、原材料等に由来して当該食品中に存在し、かつ、発育

し得る微生物を除去するのに十分な効力を有する方法で行うこと。 

５． ４．の殺菌に係る殺菌温度及び殺菌時間の記録又は４．の除菌に係る記

録は６月間保存しなければならない。 

６． 紙栓により打栓する場合は、打栓機械により行わなければならない。 
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（2）ミネラルウォーター類 

１．原水は水道法第３条第２項に規定する水道事業の用に供する水道、同条

第６項に規定する専用水道若しくは同条第７項に規定する簡易専用水道

により供給される水又は次の表の第１欄に掲げる事項につき同表の第３

欄に掲げる方法によって行う検査において、同表の第２項に掲げる基準

に適合する水でなければならない。 

第１欄 第２欄 第３欄 

一般細菌 １ml の検水で形成される集

落数が 100 以下であること。

標準寒天培地法 

大腸菌群 検出されないこと。 乳糖ブイヨン―ブリリア

ントグリーン乳糖胆汁ブ

イヨン培地法 

カドミウム 0.01mg/Ｌ以下であること。フレームレス―原子吸光

光度法又はＩＣＰ法  

水銀 0.0005mg/Ｌ以下であるこ

と。 

還元気化―原子吸光光度

法 

セレン 0.01mg/Ｌ以下であること。水素化物発生―原子吸光

光度法又はフレームレス

―原子吸光光度法 

鉛 0.05mg/Ｌ以下であること。フレームレス―原子吸光

光度法又はＩＣＰ法 

バリウム 1mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光

光度法又はＩＣＰ法 

ヒ素 0.05mg/Ｌ以下であること。水素化物発生―原子吸光

光度法又はフレームレス

―原子吸光光度法 

六価クロム 0.05mg/Ｌ以下であること。フレームレス―原子吸光

光度法又はＩＣＰ法 

シアン 0.01mg/Ｌ以下であること。吸光光度法 

硝酸性窒素及び亜硝

酸性窒素 

10mg/Ｌ以下であること。 イオンクロマトグラフ法

又は吸光光度法 

フッ素 2mg/Ｌ以下であること。 イオンクロマトグラフ法

又は吸光光度法 

ホウ素 ホウ酸として 30mg/Ｌ以下

であること。 

ＩＣＰ法又は吸光光度法

亜鉛 5mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光

光度法又はＩＣＰ法 

銅 1mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光

光度法又はＩＣＰ法 

マンガン 2mg/Ｌ以下であること。 フレームレス―原子吸光

光度法又はＩＣＰ法 

有機物等 過マンガン酸カリウム消費

量として 12mg/Ｌ以下であ

ること。 

滴定法 

硫化物 硫化水素として 0.05mg/Ｌ

以下であること。 

吸光光度法 
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２． 製造に使用する器具及び容器包装は、適当な方法で洗浄し、かつ、殺菌

したものでなければならない。ただし、未使用の容器包装であって、か

つ、殺菌され、又は殺菌効果を有する製造方法で製造され、使用される

まで汚染されるおそれのないように取り扱われたものにあっては、この

限りでない。 

３． ミネラルウォーター類は、容器包装に充てんし、密栓若しくは密封した

後殺菌するか、又は自動温度計をつけた殺菌機等で殺菌したもの若しく

はろ過器等で除菌したものを自動的に容器包装に充てんした後、密栓若

しくは密封しなければならない。この場合の殺菌又は除菌は、その中心

部の温度を 85℃で 30 分間加熱する方法その他の原水等に由来して当該

食品中に存在し、かつ、発育し得る微生物を死滅させ、又は除去するの

に十分な効力を有する方法で行わなければならない。ただし、容器包装

内の二酸化炭素分圧が 20℃で 98kPa 以上のもの又は次の基準に適合する

ものにあっては、殺菌及び除菌を要しない。 

ａ 原水は、鉱水のみとし、泉源から直接採水したものを自動的に容器包装

に充てんした後、密栓又は密封しなければならない。 

ｂ 原水は、病原微生物に汚染されたもの又は当該原水が病原微生物に汚染

されたことを疑わせるような生物若しくは物質を含むものであっては

ならない。 

ｃ 原水は、芽胞形成亜硫酸還元嫌気性菌、腸球菌及び緑膿菌が陰性であり、

かつ、１ml 当たりの細菌数が５以下でなければならない。 

① 検体の採取及び試料の調製（略） 

② 芽胞形成亜硫酸還元嫌気性菌試験法（略） 

③ 腸球菌試験法（略） 

④ 緑膿菌試験法（略） 

⑤ 細菌数（生菌数）の測定法（略） 

ｄ 原水には、沈殿、ろ過、曝気又は二酸化炭素の注入若しくは脱気以外の

操作を施してはならない。 

ｅ 採水から容器包装詰めまでを行う施設及び設備は、原水を汚染するおそ

れのないよう清潔かつ衛生的に保持されたものでなければならない。 

ｆ 採水から容器包装詰めまでの作業は、清潔かつ衛生的に行わなければな

らない。 

ｇ 容器包装詰め直後の製品は１ml当たりの細菌数が 20以下でなければな

らない。 

① 検体の採取及び試料の調製（略） 

② 細菌数（生菌数）の測定法（略） 

４． ３．の殺菌に係る殺菌温度及び殺菌時間の記録若しくは除菌に係る記録

又は３．のｃ及びｇに係る記録は、６月間保存しなければならない。 

（3）冷凍果実飲料 

１． 原料用果実は、傷果、腐敗果、病害果等でない健全なものを用いなけれ

ばならない。 

２． 原料用果実は、水、洗浄剤等に浸して果皮の付着物を膨潤させ、ブラッ

シングその他の適当な方法で洗浄し、十分に水洗した後、次亜塩素酸ナ
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トリウム液その他の適当な殺菌剤を用いて殺菌し、十分に水洗しなけれ

ばならない。 

３． 殺菌した原料用果実は、汚染しないように衛生的に取り扱わなければな

らない。 

４． 搾汁及び搾汁された果汁の加工は、衛生的に行わなければならない。 

５． 製造に使用する器具及び容器包装は、適当な方法で洗浄し、かつ、殺菌

したものでなければならない。ただし、未使用の容器包装であって、か

つ、殺菌され、又は殺菌効果を有する製造方法で製造され、使用される

までに汚染されるおそれのないように取り扱われたものにあっては、こ

の限りでない。 

６． 搾汁された果汁（密閉型全自動搾汁機により搾汁されたものを除く。）の

殺菌又は除菌は、次の方法で行わなければならない。 

ａ pＨ4.0 未満のものの殺菌にあっては、その中心部の温度を 65℃で 10

分間加熱する方法又はこれと同等以上の効力を有する方法で行うこと。 

ｂ pＨ4.0 以上のものの殺菌にあっては、その中心部の温度を 85℃で 30

分間加熱する方法又はこれと同等以上の効力を有する方法で行うこと。 

ｃ 除菌にあっては、原材料等に由来して当該食品中に存在し、かつ、発

育し得る微生物を除去するのに十分な効力を有する方法で行うこと。 

７． ６．の殺菌に係る殺菌温度及び殺菌時間の記録又は６．の除菌に係る記

録は６月間保存しなければならない。 

８． 搾汁された果汁は、自動的に容器包装に充てんし、密封しなければなら

ない。 

９． 化学的合成品たる添加物（酸化防止剤を除く。）を使用してはならない。 

（4）原料用果汁 

１． 製造に使用する果実は、鮮度その他の品質が良好なものであり、かつ、

必要に応じて十分洗浄したものでなければならない。 

２． 搾汁及び搾汁された果汁の加工は、衛生的に行わなければならない。 

 

３ 清涼飲料水の保存基準 

（1）紙栓をつけたガラス瓶に収められたものは、10℃以下で保存しなければな

らない。 

（2）ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料及び原料用果汁以外の清涼飲料水の

うち、pＨ4.6 以上で、かつ、水分活性が 0.94 を超えるものであって、発育

し得る微生物を死滅させるのに十分な効力を有する方法で殺菌していない

ものにあっては、10℃以下で保存しなければならない。 

（3）冷凍果実飲料及び冷凍した原料用果汁は、－15℃以下で保存しなければな

らない。 

（4）原料用果汁は、清潔で衛生的な容器包装に収めて保存しなければならない。 

４ コップ販売式自動販売機及び運搬器具又は容器包装に充てんされた原液を用

いて自動的に清涼飲料水の調理を行う器具（以下「清涼飲料水全自動調理機」

という。）により調理される清涼飲料水の調理基準 

（略） 
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○ 粉末清涼飲料 

１ 粉末清涼飲料の成分規格 

（1）飲用に際して使用される倍数の水で溶解した液が第１ 食品の部Ｄ 各条

の項の○ 清涼飲料水の成分規格の（1）および（2）に適合しなければな

らない。 

（2）ヒ素、鉛及びカドミウムを検出するものであってはならない。また、スズ

の含有量は 150.0ppm を超えるものであってはならない。 

１．試験溶液の調製（略） 

２．ヒ素、鉛、カドミウム及びスズの試験法（略） 

（3）乳酸菌を加えない粉末清涼飲料にあっては、大腸菌群が陰性であり、細菌

数が検体１ｇにつき 3,000 以下でなければならない。 

  １. 検体の採取及び試料の調製（略） 

  ２．大腸菌群試験法（略） 

  ３．細菌数（生菌数）の測定法（略） 

（4）乳酸菌を加えた粉末清涼飲料にあっては、大腸菌群が陰性であり、細菌数

（乳酸菌を除く。）が検体１ｇにつき 3,000 以下でなければならない。 

  １. 検体の採取及び試料の調製（略） 

  ２．大腸菌群試験法（略） 

  ３．細菌数（生菌数。ただし、乳酸菌を除く。）の測定法（略） 

 

２ 粉末清涼飲料の製造基準 

   （略） 

 

３ コップ販売式自動販売機に収める粉末清涼飲料の保存基準 

（略） 



- 1 - 

「飲用適の水」が準用されている規定 

 

 食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号） 

第１ 食品 

Ｂ 食品一般の製造、加工及び調理基準 

５ 魚介類を生食用に調理する場合は、飲用適の水（第１ 食品の部Ｄ 各条

の項の○ 清涼飲料水の２ 清涼飲料水の製造基準の２．に規定するもの

をいう。）で十分に洗浄し、製品を汚染するおそれのあるものを除去しな

ければならない。 

 

Ｄ 各条 

○ 清涼飲料水 

２ 清涼飲料水の製造基準 

（1） ミネラルウォーター類、冷凍果実飲料（果汁の搾汁又は果実の搾汁を

濃縮したものを冷凍したものであって、原料用果汁以外のものをいう。

以下同じ。）及び原料用果汁以外の清涼飲料水 

２．原水は、飲用適の水（水道法（昭和 32 年法律第 177 号）第３条第２

項に規定する水道事業の用に供する水道、同条第６項に規定する専

用水道若しくは同条第７項に規定する簡易専用水道により供給され

る水又は次の表の第１欄に掲げる事項につき同表の第３欄に掲げる

方法によって行う検査において、同表の第２欄に掲げる基準に適合

する水をいう。以下同じ。）でなければならない。 

 

４ コップ販売式自動販売機及び運搬器具又は容器包装に充てんされた原液

を用いて自動的に清涼飲料水の調理を行う器具（以下「清涼飲料水全自動

調理機」という。）により調理される清涼飲料水の調理基準 

（1）・・・。また、調理に用いる水は、飲用適の水でなければならない。 

 

○ 氷雪 

２ 氷雪の製造基準 

   氷雪の製造に使用する原水は、飲用適の水でなければならない。 

 

○ 氷菓 

２ 氷菓の製造基準及び保存基準 

（1） 氷菓の原水は、飲用適の水でなければならない。 

 （3） 氷結管から氷菓を抜きとる場合に、その外部を加温するために使用す

る水は、飲用適の流水でなければならない。 

 

 

参考資料６
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○ 食鳥卵 

２ 食鳥卵（鶏の液卵に限る。）の製造基準 

（2） 個別基準 

１．殺菌液卵 

ｄ 原料卵を洗浄する場合は、汚卵と区別して、割卵の直前に飲用適の

流水で行わなければならない。 

２．未殺菌液卵 

ｄ 原料卵を洗浄する場合は、汚卵と区別して、割卵の直前に飲用適の

流水で行わなければならない。 

 

○ 食肉製品 

２ 食肉製品の製造基準 

（1） 一般基準 

２．製造に使用する冷凍原料食肉の解凍は、衛生的な場所で行わなけれ

ばならない。この場合において、水を用いるときは、飲用適の流水

で行わなければならない。 

 （2） 個別基準 

２．非加熱食肉製品 

ａ ④ ロ 塩漬けした食肉の塩抜きを行う場合には、５℃以下の飲用

適の水を用いて、換水しながら行わなければならない。 

⑤ ロ 塩漬けした食肉の表面を洗浄する場合には、飲用適の冷水

を用いて、換水しながら行わなければならない。 

ｂ ⑤ 塩漬けした食肉の塩抜きを行う場合には、５℃以下の飲用適の

水を用いて、換水しながら行わなければならない。 

３．特定加熱食肉製品 

ｅ 塩漬けした食肉の塩抜きを行う場合には、５℃以下の飲用適の水

を用いて、換水しながら行わなければならない。 

ｈ ・・・。 

なお、冷却に水を用いるときは、飲用適の流水で行わなければな

らない。 

４．加熱食肉製品 

ｂ 加熱殺菌後の冷却は、衛生的な場所において十分行わなければな

らない。この場合において、水を用いるときは、飲用適の流水で

行わなければならない。 

 

○ 鯨肉製品 

２ 鯨肉製品の製造基準 

（2） 製造に使用する冷凍原料鯨肉の解凍は、衛生的な場所で行わなければ

ならない。この場合において、水を用いるときは、飲用適の流水で行

わなければならない。 

（7） 加熱殺菌後の冷却は、衛生的な場所において十分行わなければならな
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い。この場合において、水を用いるときは、飲用適の流水で行わなけ

ればならない。 

 

○ 魚肉ねり製品 

２ 魚肉ねり製品の製造基準 

 （9） 加熱殺菌後の放冷は、衛生的な場所において十分に行わなければなら

ない。この場合において、水を用いるときは、飲用適の流水で行うか、

又は遊離残留塩素1.0ppm以上を含む水で絶えず換水をしながら行わな

ければならない。 

 

○ ゆでだこ 

２ ゆでだこの加工基準 

 （2） 加工に使用する水は、飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の水を使

用した人工海水を使用しなければならない。 

 （3） たこは、ゆでた後、速やかに飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の

水を使用した人工海水で十分冷却しなければならない。 

 

○ ゆでがに 

２ ゆでがにの加工基準 

 （2） 加工に使用する水は、飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の水を使

用した人工海水を使用しなければならない。 

 （4） 加熱後は、速やかに飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の水を使用

した人工海水で十分冷却しなければならない。・・・。 

 

○ 生食用鮮魚介類 

２ 生食用鮮魚介類の加工基準 

（1） 加工に使用する水は，飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適

の水を使用した人工海水を使用しなければならない。 

（3） 原料用鮮魚介類が凍結されたものである場合は、その解凍は、

衛生的な場所で行うか、又は清潔な水槽中で飲用適の水、殺

菌した海水又は飲用適の水を使用した人工海水を用い、十分

に換水しながら行わなければならない。 

（4） 原料用鮮魚介類は、飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の

水を使用した人工海水で十分に洗浄し、製品を汚染するおそ

れのあるものを除去しなければならない。 

 

○ 生食用かき 

２ 生食用かきの加工基準 

 （5） むき身作業に使用する水は、飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の

水を使用した人工海水を使用しなければならない。 

（8） むき身は、飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の水を使用した人工
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海水で十分洗浄しなければならない。 

 

○ 豆腐 

１ 豆腐の製造基準 

（8） 豆腐を製造する場合に使用する水は、飲用適の水でなければならない。 

 ２ 豆腐の保存基準 

 （1） 豆腐は、冷蔵するか、又は十分に洗浄し、かつ、殺菌した水槽内にお

いて、飲用適の冷水で絶えず換水をしながら保存しなければならな

い。・・・。 

 

○ 冷凍食品 

２ 冷凍食品（生食用冷凍鮮魚介類に限る。）の加工基準 

（2） 加工に使用する水は、飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の水を使

用した人工海水を使用しなければならない。 

（3） 原料用鮮魚介類が凍結されたものである場合は、その解凍は、衛生的

な場所で行うか、又は清潔な水槽中で飲用適の水、殺菌した海水又は

飲用適の水を使用した人工海水を用い、かつ、十分に換水しながら行

わなければならない。 

（4） 原料用鮮魚介類は、飲用適の水、殺菌した海水又は飲用適の水を使用

した人工海水で十分に洗浄し、製品を汚染するおそれのあるものを除

去しなければならない。 

 

○ 容器包装詰加圧加熱殺菌食品 

２ 容器包装詰加圧加熱殺菌食品の製造基準 

 （7） 加圧加熱殺菌後の冷却に水を用いるときは、飲用適の流水で行うか、

又は遊離残留塩素を1.0ppm以上含む水で絶えず換水をしながら行わな

ければならない。 

 

第２ 添加物 

Ｅ 製造基準 

 添加物一般 

２．・・・、添加物の製剤は、・・・及び食品（いずれも法第７条第１項に

基づき規格が定められているものにあっては、その規格に合うもの、

及び水にあっては飲用適の水に限る。）以外のものを用いて製造しては

ならない。 

 

第５ 洗浄剤 

Ｂ 洗浄剤の使用基準 

 ３ 野菜もしくは果実または飲食器は、洗浄剤を使用して洗浄した後飲用適

の水ですすがなければならない。・・・。 
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 乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和 26 年厚生省令第 52 号） 

別表 

二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準 

 （三）乳製品の成分規格並びに製造及び保存の方法の基準 

  （6） アイスクリーム 

    ２ 製造の方法の基準 

     ａ アイスクリームの原水は、飲用適の水であること。 

ｃ 氷結管からアイスクリームを抜きとる場合に、その外部を温める

ため使用する水は、飲用適の流水であること。 

  （7） アイスミルク 

    ２ 製造の方法の基準 

      アイスクリームの例によること。 

  （8） ラクトアイス 

    ２ 製造の方法の基準 

      アイスクリームの例によること。 

  （23） 発酵乳 

    ２ 製造の方法の基準 

ａ 発酵乳の原水は、飲用適の水であること。 

  （24） 乳酸菌飲料（無脂乳固形分 3.0％以上のもの） 

    ２ 製造の方法の基準 

ａ 乳酸菌飲料の原液の製造に使用する原水は、飲用適の水である

こと。 

 （四）乳等を主要原料とする食品の成分規格並びに製造及び保存の方法の基準 

  （1） 乳酸菌飲料（無脂乳固形分 3.0％未満のもの） 

    ２ 製造の方法の基準 

乳酸菌飲料（無脂乳固形分 3.0％以上のもの）の例によること。 
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CODEX STANDARD FOR NATURAL MINERAL WATERS 

CODEX STAN 108-1981 

1. SCOPE 

This standard applies to all packaged natural mineral waters offered for sale as food. It does 
not apply to natural mineral waters sold or used for other purposes. 

2. DESCRIPTION 

2.1 Definition of natural mineral water 
Natural mineral water is a water clearly distinguishable from ordinary drinking water 
because: 
a) it is characterized by its content of certain mineral salts and their relative proportions and 

the presence of trace elements or of other constituents; 
b) it is obtained directly from natural or drilled sources from underground water bearing 

strata for which all possible precautions should be taken within the protected perimeters to 
avoid any pollution of, or external influence on, the chemical and physical qualities of 
natural mineral water; 

c) of the constancy of its composition and the stability of its discharge and its temperature, 
due account being taken of the cycles of minor natural fluctuations; 

d) it is collected under conditions which guarantee the original microbiological purity and 
chemical composition of essential components; 

e) it is packaged close to the point of emergence of the source with particular hygienic 
precautions; 

f) it is not subjected to any treatment other than those permitted by this standard. 

2.2 Supplementary definitions 
2.2.1 Naturally carbonated natural mineral water 

A naturally carbonated natural mineral water is a natural mineral water which, after 
possible treatment in accordance with Section 3.1.1 and re-incorporation of gas from the 
same source and after packaging taking into consideration usual technical tolerance, has the 
same content of carbon dioxide spontaneously and visibly given off under normal conditions 
of temperature and pressure. 

2.2.2 Non-carbonated natural mineral water 
A non-carbonated natural mineral water is a natural mineral water which, by nature and 
after possible treatment in accordance with Section 3.1.1 and after packaging taking into 
consideration usual technical tolerance, does not contain free carbon dioxide in excess of the 
amount necessary to keep the hydrogen carbonate salts present in the water dissolved. 

2.2.3 Decarbonated natural mineral water 
A decarbonated natural mineral is a natural mineral water which, after possible treatment in 
accordance with Section 3.1.1 and after packaging, has less carbon dioxide content than that 
at emergence and does not visibly and spontaneously give off carbon dioxide under normal 
conditions of temperature and pressure. 

2.2.4 Natural mineral water fortified with carbon dioxide from the source 
A natural mineral water fortified with carbon dioxide from the source is a natural mineral 
water which, after possible treatment in accordance with Section 3.1.1 and after packaging, 
has more carbon dioxide content than that at emergence. 

2.2.5 Carbonated natural mineral water 
A carbonated natural mineral water is a natural mineral water which, after possible 
treatment in accordance with Section 3.1.1 and after packaging, has been made effervescent 
by the addition of carbon dioxide from another origin. 

2.3 Authorization 
Natural mineral water should be recognized as such by the responsible authority of the state, 
in which the natural mineral water has emerged. 
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3. COMPOSITION AND QUALITY FACTORS 

3.1 Treatment and handling 
3.1.1 Treatments permitted include separation from unstable constituents, such as compounds 

containing iron, manganese, sulphur or arsenic, by decantation and/or filtration, if necessary, 
accelerated by previous aeration. 

3.1.2 The treatments provided for in Sections 2.2.1, 2.2.2, 2.2.3, 2.2.4, 2.2.5 and 3.1.1 above may 
only be carried out on condition that the mineral content of the water is not modified in its 
essential constituents, which give the water its properties. 

3.1.3 The transport of natural mineral waters in bulk containers for packaging or for any other 
process before packaging is prohibited. 

3.2 Health-related limits for certain substances 
Natural mineral water in its packaged state shall contain not more than the following amounts 
of the substances indicated hereunder: 

3.2.1 Antimony 0.005 mg/l 

3.2.2 Arsenic 0.01 mg/l, calculated as total As 

3.2.3 Barium 0.7 mg/l1

3.2.4 Borate 5 mg/l, calculated as B 

3.2.5 Cadmium 0.003 mg/l 

3.2.6 Chromium 0.05 mg/l, calculated as total Cr 

3.2.7 Copper 1 mg/l 

3.2.8 Cyanide 0.07 mg/l 

3.2.9 Fluoride See section 6.3.2 

3.2.10 Lead 0.01 mg/l 

3.2.11 Manganese 0.4 mg/l 

3.2.12 Mercury 0.001 mg/l 

3.2.13 Nickel 0.02 mg/l 

3.2.14 Nitrate 50 mg/l, calculated as nitrate 

3.2.15 Nitrite 0.1 mg/l as nitrite 

3.2.16 Selenium 0.01 mg/l 

The following substances shall be below the limit of quantification2 when tested, in 
accordance with the methods prescribed in Section 7: 
 

3.2.17 Surface active agents3

3.2.18 Pesticides and PCBs3

                                                 
1 Pending further review of new scientific evidence by an appropriate scientific body to be determined by FAO/WHO. 
2 As stated in the relevant ISO methods. 
3 Temporarily endorsed pending elaboration of appropriate method(s) of analysis. 
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3.2.19 Mineral oil3

3.2.20 Polynuclear aromatic hydrocarbons3

4. HYGIENE 

4.1 It is recommended that the products covered by the provisions of this standard be prepared in 
accordance with the applicable sections of the Recommended International Code of Practice 
– General Principles of Food Hygiene (CAC/RCP 1-1969), and in accordance with the 
Recommended International Code of Practice for the Collecting, Processing and Marketing of 
Natural Mineral Waters (CAC/RCP 33-1985). 

4.2 The source or the point of emergence shall be protected against risks of pollution. 

4.3 The installations intended for the production of natural mineral waters shall be such as to 
exclude any possibility of contamination. For this purpose, and in particular: 
a) the installations for collection, the pipes and the reservoirs shall be made from materials 

suited to the water and in such a way as to prevent the introduction of foreign substances 
into the water; 

b) the equipment and its use for production, especially installations for washing and 
packaging, shall meet hygienic requirements; 

c) if, during production it is found that the water is polluted, the producer shall stop all 
operations until the cause of pollution is eliminated; 

d) the observance of the above provisions shall be subject to periodic checks in accordance 
with the requirements of the country of origin. 

4.4 Microbiological requirements 
During marketing, natural mineral water: 
a) shall be of such a quality that it will not present a risk to the health of the consumer 

(absence of pathogenic microorganisms); 
b) furthermore it shall be in conformity with the following microbiological quality 

specifications: 
 

First examination 
  

Decision 
 

E. coli or thermotolerant 1 × 250 ml must not be detectable in any sample

Total coliform bacteria 1 × 250 ml  

Fecal streptococci 1 × 250 ml

if > 1 or < 2 
� a second examination is carried out 

Pseudomonas aeruginosa 1 × 250 ml

Sulphite-reducing 1 × 50 ml

if > 2  
� rejected 
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Second examination 
 

n 
 

c4 

 
m 
 

M 
 

Total coliform bacteria 
 

4 
 

1 
 

0 
 

2 
 

Fecal streptococci 
 

4 
 

1 
 

0 
 

2 
 

Sulphite-reducing anaerobes 
 

4 
 

1 
 

0 
 

2 
 

Pseudomonas aeruginosa 
 

4 
 

1 
 

0 
 

2 
 

 
Second examination shall be done using the same volumes as for the first examination. 
n: number of sample units from a lot that must be examined to satisfy a given sampling plan. 
c: the maximum acceptable number, or the maximum allowable number of sample units that 

may exceed the microbiological criterion m. When this number is exceeded, the lot is 
rejected. 

m: the maximum number or level of relevant bacteria/g; values above this level are either 
marginally acceptable or unacceptable. 

M: a quantity that is used to separate marginally acceptable quality from unacceptable quality 
foods. Values at or above M in any sample are unacceptable relative to either health 
hazard, sanitary indicators, or spoilage potential. 

5. PACKAGING 

Natural mineral water shall be packed in hermetically sealed retail containers suitable for 
preventing the possible adulteration or contamination of water. 

6. LABELLING 

In addition to the Codex General Standard for the Labelling of Prepackaged Foods (CODEX 
STAN 1-1985), the following provisions shall apply: 

6.1 The name of the product 
6.1.1 The name of the product shall be “natural mineral water”.  

6.1.2 The following designations shall be used in accordance with Section 2.2 and may be 
accompanied by suitable descriptive terms (e.g., still and sparkling): 
 Naturally carbonated natural mineral water; 
 Non-carbonated natural mineral water; 
 Decarbonated natural mineral water; 
 Natural mineral water fortified with carbon dioxide from the source; 
 Carbonated natural mineral water. 

6.2 Name and address 
The location of the source and the name of the source shall be declared. 

6.3 Additional labelling requirements 
6.3.1 Chemical composition 
 The analytical composition giving characteristics to the product shall be declared in the 

labelling. 

6.3.2 If the product contains more than 1 mg/l of fluoride, the following term shall appear on the 
label as part of, or in close proximity to, the name of the product or in an otherwise prominent 

- 4 -



5 Codex Standard 108-1981 
 
 
 
 

 

position: “contains fluoride”. In addition, the following sentence should be included on the 
label: “The product is not suitable for infants and children under the age of seven years” 
where the product contains more than 1.5 mg/l fluorides. 

6.3.3 If a natural mineral water has been submitted to a treatment in accordance with sub-section 
3.1.1, the result of the treatment shall be declared on the label. 

6.4 Labelling prohibitions 
6.4.1 No claims concerning medicinal (preventative, alleviative or curative) effects shall be made in 

respect of the properties of the product covered by the standard. Claims of other beneficial 
effects related to the health of the consumer shall not be made unless true and not 
misleading. 

6.4.2 The name of the locality, hamlet or specified place may not form part of the trade name 
unless it refers to a natural mineral water collected at the place designated by that trade 
name. 

6.4.3 The use of any statement or of any pictorial device which may create confusion in the mind of 
the public or in any way mislead the public about the nature, origin, composition and 
properties of natural mineral waters put on sale is prohibited. 

7. METHODS OF ANALYSIS AND SAMPLING 

See relevant Codex texts on methods of analysis and sampling. 
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GENERAL STANDARD FOR BOTTLED/ 

PACKAGED DRINKING WATERS  

(Other than Natural Mineral Waters) 

CODEX STAN 227-2001 

1. SCOPE 

This Standard applies to waters for drinking purposes other than Natural Mineral Waters, as 
defined in the Revised Codex Standard CODEX STAN 108-1981, that are 
prepackaged/bottled1 and are suitable for human consumption. 

2. DESCRIPTION 

2.1 Packaged waters 
“Packaged waters”, other than natural mineral waters, are waters for human consumption 
and may contain minerals, naturally occurring or intentionally added; may contain carbon 
dioxide, naturally occurring or intentionally added; but shall not contain sugars, sweeteners, 
flavourings or other foodstuffs. 

2.1.1 Waters defined by origin 
“Waters defined by origin”, whether they come from the underground or from the surface, 
defined under the present standard share the following characteristics: 
a) they originate from specific environmental resources without passing through a 

community water system; 
b) precautions have been taken within the vulnerability perimeters to avoid any pollution of, 

or external influence on, the chemical, microbiological and physical qualities of water at 
origin; 

c) collecting conditions which guarantee the original microbiological purity and essential 
elements of their chemical make-up at origin;  

d) from the microbiological standpoint, are constantly fit for human consumption at their 
source and are kept in that state with particular hygienic precautions until and while 
packaging in accordance with provisions of sections 3 and 4; 

e) are not subject to any modification or treatment other than those permitted under Section 
3.1.1. 

2.1.2 Prepared waters 
“Prepared waters” are waters that do not comply with all the provisions set for waters defined 
by origin under subsection 2.1.1. They may originate from any type of water supply. 

3. ESSENTIAL COMPOSITION AND QUALITY FACTORS 

3.1 Modifications and handling of packaged waters 
3.1.1 Permitted physicochemical modifications and antimicrobial treatments for the waters 

defined by origin 
Waters defined by origin must not, prior to packaging, be modified or subjected to treatments 
other than those described in subsections below with the proviso that these modifications or 
treatments and the processes2 used to achieve them do not change the essential 
physicochemical characteristics nor compromise the chemical, radiological and 
microbiological safety of these waters when packaged: 

3.1.1.1 Selective treatments that modify the original composition: 
• reduction and/or elimination of dissolved gases (and resulting possible change in pH); 
• addition of carbon dioxide (and resulting change in pH) or re-incorporation of the original 

carbon dioxide present at emergence; 

                                                 
1 As defined in Codex General Standard for the Labelling of Prepackaged Foods: “prepackaged foods to be offered as such to consumer or for 

catering purposes”. 
2  These processes include the techniques listed in Section 4.1 of the Code of Hygienic Practice for Bottled/Packaged Drinking Waters (Other 

Than Natural Mineral Waters) with the proviso that such techniques comply with the provisions outlined in Section 3.2.1 of the present 
standard. 
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• reduction and/or elimination of unstable constituents such as iron, manganese, sulphur 
(as S0 or S--) compounds and carbonates in excess, under normal conditions of 
temperature and pressure, of the calco-carbonate equilibrium;  

• addition of air, oxygen or ozone on condition that the concentration of by-products 
resulting from the ozone treatment is below the tolerance established under section 3.2.1; 

• decrease and/or increase in temperature; 
• reduction and/or separation of elements originally present in excess of maximum 

concentrations or of maximum levels of radioactivity set according to section 3.2.1. 

3.1.1.2 Antimicrobial treatments for the waters defined by origin 
Antimicrobial treatments may be used singly or in combination solely in order to conserve the 
original microbiological fitness for human consumption, original purity and safety of waters 
defined by origin.  

3.1.2 Physical and chemical modifications and antimicrobial treatments for prepared waters 
Prepared waters can be subjected to any microbial treatments and any treatments that modify 
the physical and chemical characteristics of the original water on condition that such 
treatments result in prepared waters that comply with all provisions of section 3.2 and 4 
regarding the chemical, microbiological and radiological safety requirements for prepackaged 
waters. 

3.2 Chemical and radiological quality of packaged waters 
3.2.1 Health-related limits for chemical and radiological substances 

No packaged water shall contain substances or emit radioactivity in quantities that may be 
injurious to health. To this effect, all packaged water shall comply with the health-related 
requirements of the most recent “Guidelines for Drinking Water Quality” published by the 
World Health Organization.  

3.2.2 Addition of minerals 
Any addition of minerals to water before packaging must comply with the provisions outlined 
in the present standard and, where applicable, with the provisions in the Codex General 
Standard for Food Additives (CODEX STAN 192-1995) and/or the Codex General Principles 
for the Addition of Essential Nutrients to Foods (CAC/GL 9-1987). 

4. HYGIENE 

4.1 Code of practice 
It is recommended that all waters covered by the provisions of this standard be collected, 
transported, stored, and if applicable treated, and packaged in accordance with the 
Recommended International Code of Practice – General Principles of Food Hygiene 
(CAC/RCP 1-1991) and in accordance with the Code of Hygienic Practice for 
Bottled/Packaged Drinking Waters (other than Natural Mineral Waters) (CAC/RCP 48-2001).  

4.2 Approval and inspection of the source for waters defined by origin 
Initial approval or inspection of the source of waters defined by origin should be based upon 
appropriate scientific study adapted to the type of resource (hydrogeology, hydrology, etc.) 
and based on field survey of the source and of the recharge zone that shall demonstrate the 
safety of the source, the facilities and collection operations. The initial inspection of the source 
must be confirmed on a regular basis by periodic monitoring of the essential constituents, 
temperature, flow (in the case of natural springs) and the chemical and radiological factors 
specified under section 3.2.1 and the microbiological standards established in conformity with 
the latest “Guidelines for Drinking Water Quality” published by the World Health Organization. 
The results of source inspection should be made available to the importing country upon 
request. 

5. LABELLING REQUIREMENTS 

In addition to the Codex General Standard for the Labelling of Prepackaged Foods 
(CODEX STAN 1-1985), the following provisions shall apply: 

5.1 Name of the product 
Countries may select appropriate names for products, to be specified in national legislation, 
that reflect local consumer expectations arising from cultural and traditional practices. 
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However, in establishing such labelling requirements, consideration should be given to 
ensuring that any product complying with this standard may be represented in a way that 
reflects its classification within the standard and that consumers are not misled. 

 
5.1.1 The name of the product shall be as follows, depending on its classification in accordance 

with Section 2.1. 

5.1.1.1 Waters defined by origin 
Any appropriate name (or names) in the case of waters that comply with the criteria described 
under section 2.1.1 and that meet additional criteria established by each country including 
restricting the name of such water to certain names or only one name. In the case of blends 
or mixtures of waters from different environment resources, each resource shall be labelled. 

Only waters defined by origin, in accordance with the present standard, can be represented 
by names that refer to the origin or give an impression of specific origin. The names used or 
chosen by the countries, in accordance with the present standard, to represent prepared 
waters cannot apply to waters defined by origin and vice versa. When applicable, the 
additional criteria established by the countries for the definition of the chosen names cannot 
contravene the provisions of the present standard. 

5.1.1.2 Prepared waters 
Any appropriate name (or names) to designate prepared waters described under section 
2.1.2 and that meet additional criteria established by each country including restricting the 
name of such water to certain names or only one name. 

5.1.2 Carbonation 
5.1.2.1 The following respective declarations should appear on the label in accordance with the 

following criteria: 
In the case of ground waters defined by origin, “naturally carbonated” or “naturally sparkling” 
if, after packaging, carbon dioxide spontaneously and visibly is given off under normal 
conditions of temperature and pressure and the carbon dioxide originates from the source at 
emergence and is present at the same level as was present originally at emergence, with a 
possible re-incorporation of gas from the same source, taking into consideration a technical 
tolerance of ± 20%. 

In the case of ground waters defined by origin, “fortified with carbon dioxide” if, after 
packaging, carbon dioxide spontaneously and visibly is given off under normal conditions of 
temperature and pressure and the carbon dioxide originates from the source at emergence 
but is present at a level at least 20% higher than the quantity present originally at emergence, 
with a possible re-incorporation of gas from the same source. 

In the case of all waters, “carbonated” or “sparkling” if, after packaging, carbon dioxide 
spontaneously and visibly is given off under normal conditions of temperature and pressure 
and the carbon dioxide does not entirely originate from the same source as that of the water 
at emergence. 

5.1.2.2 Words such as “non carbonated” or “non sparkling” or “still” may apply if, after packaging, 
there is no visible and spontaneous release of carbon dioxide under normal conditions of 
temperature and pressure when the packaged is opened. 

5.2 Additional labelling requirements  
5.2.1 Chemical composition 

The total dissolved solid content of packaged waters may be declared on the principal display 
panel. With regard to waters defined by origin, the chemical composition that confers the 
characteristics to the product may also be declared on the label. 

5.2.2 Geographic location 
Where required by the authorities having jurisdiction, the precise geographic location of the 
specific environmental resource and/or the source of a water defined by origin must be 
declared in the manner prescribed in the applicable legislation.  

5.2.3 Prepared water from a water distribution system 
When prepared water is supplied by a public or private tap water distribution system and 
subsequently packaged/bottled, but has not undergone further treatment that would modify its 
original composition or to which carbon dioxide or fluoride have been added, the wording 
“From a public or private distribution system” must appear on the label along with the name of 
the product on the principal display panel. 
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5.2.4 Treatments 
Where required by the authorities having jurisdiction, if a packaged/bottled water has been 
modified by a permitted treatment before packaging, the modification or the result of the 
treatment must be declared on the label in a manner prescribed in the applicable legislation.  

5.3 Labelling prohibitions 
5.3.1 No claims concerning medicinal (preventive, alleviative or curative) effects shall be made in 

respect of the properties of the product covered by this standard. Claims of other beneficial 
effects related to the health of the consumer shall not be made unless true and not 
misleading. 

5.3.2 The name of the locality, hamlet or specified place may not form part of the trade name 
unless it refers to a water defined by origin collected at the place designated by that trade 
name. 

5.3.3 The use of any statement or of any pictorial device which may create confusion in the mind of 
the public or in any way mislead the public about the nature, origin, composition and 
properties of packaged waters put on sale is prohibited. 

6. METHODS OF ANALYSIS AND SAMPLING 

See relevant Codex texts on methods of analysis and sampling. 
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Wistar 1 mg/kg DON 1 1 31 
2 

( D72D) 3 
C-94 

C-10 12,13-5 
60S6 

C-47 
DON ( D73D D74D) DON8 
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DON 5- -2’- (BrdU)34 
IC50 1.50±0.34 mM(444±101 ng/mL)35 

14.4±1.59 mM(4,890±537 ng/mL) 1.51±0.24 mM(510±80 ng/mL) 36 
83.0±8.77mM (23,300±2,460 ng/mL) ( D82D) 37 
DON(10 100 �M) J774A.1 ( )38 
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72 IC50 16.8±0.2 �M1 
( D83D)  2 

DON3 
DON MTT DON4 

( X36X) 5 
 6 

DON7 
DON8 

(X X) 9 
 10 

H2C

OH

H
O

O

CH2OH

OH

H
H3C

H H

H

H

CH3
(

DON DOM-1

CH3OH

H
O

O

CH2OH

OH

H
H3C

O

H H

H

H

DON
DOM-1DON

 11 

12 
 13 

14 
15 
16 

NIV17 
 18 

NIV in vitro19 
20 
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1 ( X40X) 1 
NIV NIV in vitro2 

NIV 2.5 5.0 mg/kg3 
NIV 1 NIV4 

DON in vitro5 
DON NIV6 
in vitro 80% ( X41X) 7 
 8 

9 
NIV AcNIV 20 18 �g/kg10 

ICR NIV 60 AcNIV 3011 
AcNIV AUC NIV12 

5 10 AcNIV13 
NIV ( D84D) 14 

0.05 mg/kg NIV 1 215 
NIV16 

20 NIV 7.517 
11 48% 2.5 4.518 

( D85D) 19 
AcNIV 2.2 mg/kg20 

NIV 2021 
10 AcNIV NIV22 

AcNIV NIV23 
AcNIV F

5
F 9.8%24 

19.5% ( D86D) 25 
( ) in vitro26 

NIV  ( 45) 27 
in vitro28 

NIV AcNIV ( X43X) 29 
Caco-2 in vitro NIV -30 

- (31 
D87D) 32 

33 
34 

NIV AcNIV 17 ICR 4035 
43 mg/kg 6 2436 

                                                      
5  
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6 241 
62 

( D88D) 3 
4 
5 

NIV6 
( X57X) 7 

NIV AcNIV 20 18 �g/kg8 
ICR 48 AcNIV9 

NIV10 
( X84X) 11 

Wistar 2 3 5 mg/kg NIV 1212 
NIV 80% NIV13 

1% NIV 7% 1%14 
( D89D) 15 

0.05 mg/kg NIV 1 2 NIV16 
NIV17 

NIV (18 
X85X) 19 

NIV 1 3 5 mg/kg 5020 
NIV NIV21 

NIV 10% ( D90D) 22 
23 
24 

NIV AcNIV ICR 4025 
43 mg/kg 6 2426 

27 
AcNIV28 

NIV29 
( X88X) 30 

31 
32 

NIV Hela ( ) 0.5 �g/mL33 
NIV 5 �g/mL DNA34 

RNA ( D91D)  35 
HeLa NIV 15 �g/mL 1 RNA36 

 ( D92D)37 
( )38 
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IC50 0.3 1.0 �g/mL  ( D93D)  1 
NIV IC502 

6 �g/mL IC503 
0.5 �g/mL4 

( D94D) NIV5 
(IC50 6 �g/mL) DNA (IC50 10 �g/mL) ( D95D)  6 

NIV(10 100 �M) J774A.17 
72 IC50 11.2±0.8 �M ( X83X)  8 

3T3 NIV 4-AcNIV NIV9 
BrdU IC50 1 .19±0.06  mM 10 
(373±20 ng /mL) 0 .72±0.04  mM(255±13 ng /mL) 64.2±3.14 mM 11 
(19,030±930 ng/mL) ( X82X) 12 

NIV 0.014 0.071 0.355 1.774 8.87 mg/kg 3 413 
C57B1614 

P450 1a 2b 2c 3a 4a ( D96D) 15 
 16 

NIV17 
18 

NIV AcNIV19 
NIV (X X) 20 

  21 

 22 
23 
24 
25 

DON NIV26 
27 

NIVNIV
AcNIV NIV

CH3OH

H
O

O

CH2OH

OH

H
H3C

O

H H

OH

H

H2C

OH

H
O

O

CH2OH

OH

H
H3C

H H

OH

H

CH3
CH3OH

H
O

O

CH2OH

OH

H
H3C

O

H H

OAc

H
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1 
DON NIV2 

 3 
4 
5 
6 

DON (LD50) X X7 
DON8 

 9 
 10 

11 
  LD50 

(mg/kg ) 
 
 

DDY 6  DON 46 D97D 

B6C3F1  DON 78 D98D 

1  DON 140 D99D 

 12 
LD50 DON 46( X97X) 78 mg/kg13 

( X98X)14 
 15 

B6C3F1 (1 3 ) 100 mg/kg16 
( X98X) DDY17 

(1 10 ) 32 mg/kg18 
( X97X)  19 

0.4 mg/kg DON (20 
) ( ) (21 

) ( ) ( D100D)  22 
 23 

DON X X24 
25 

 26 
 27 
 28 
 29 
 30 
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1 

 ( )
 

   
ED50 

(mg/kg 
) (mg/kg 

) (mg/kg 
) 

9 10 kg 
(1 3 6 ) 

 
( )  DON 

0 0.075 0.1
0.2 0.4 mg/kg

 

0.1 mg/kg 6
1 82 1

 
0.2 mg/kg 3 2

68.5
 

0.4 mg/kg 3
59  

 0.1 0.075 

101 

 DON 
0 0.025 0.05
0.075 0.1 0.2
mg/kg  

0.05 mg/kg 3 2
 

0.075 mg/kg 3
 

 0.05 0.025 

10
15 kg 

(1 3 ) 

(
)  

DON 
0 0.025 0.05
0.075 0.1 0.2
mg/kg  

0.05 mg/kg 3 1
56 14

 
0.075 0.1 mg/kg

 
0.2 mg/kg 3

19.3
16.3  

 0.05 0.025 

D102D 
(

)  
DON 

0 0.025 0.05
0.075 0.1 0.2
mg/kg  

0.05 mg/kg 3 1
 

0.075 0.1 mg/kg 3
 

0.2 mg/kg 3 2
 

 0.05 0.025 

(
)  15-AcDON 

0 0.025 0.05
0.075 0.1 0.2
mg/kg  

0.075 mg/kg 3 1
 

0.1 mg/kg
0.2 mg/kg 3 2

 

 0.075 0.05 

(
)  15-AcDON 

0 0.025 0.05
0.075 0.1 0.2
mg/kg  

0.075 mg/kg 3
  0.075 0.05 

6 8
15

20  kg 
(1 4 6 ) 

(DMSO)
4

 

DON   0.075   
D103D 

 DON   0.02   

8 12
15

20 kg (1
2 4 ) 

 
 

(
) 30

6
 

 
 

DON 0 0.03 mg/kg
    0.03 D104

 

24 

 

(
) 30

6
 

DON 0 0.01 mg/kg
    0.01 

 

  

8 12
15

20  kg 
(1 2 4 )
 

(
)  

DON 0 0.03 0.3
mg/kg  

0.3 mg/kg 4
15   0.3 0.03 

D105
 (

)  
 

DON 0 0.01
0.1mg/kg

0.1 mg/kg 4
15   0.1 0.01 

20 kg 
(1 4 ) 

4  DON 0 3.6 7.2
40 mg/kg     X101

 

9 10
27.5 kg 

(1 3 ) 

49  DON 
0 4.7 mg/kg

(0.19
mg/kg / *)

   0.19* D106
 

7.5 kg 
(1 4 ) 4   

0 44.4 97.2
124.9 227.5
mg/kg  

44.4 mg/kg 4 2
 

97.2 mg/kg 4 1
 

124.9 mg/kg 4 4
 

227.5 mg/kg 4 3
 

   

D107
 

8.4 kg 
(1 4 ) 11   

0 9.0 19.7
33.5 43.4
mg/kg  

19.7 mg/kg 1
  0.8*  

7.1 kg 
(1 3 ) 21   

0 1.34 2.55
5.12 6.39
7.83 8.63 11.9
mg/kg  

   0.6* 

34
39 kg 
(1 5

) 

5  

 

0 5.08 14.5
mg/kg (0 
0.2 0.42 mg/kg

/ )

   0.42 D108
 

74 kg 
(1 64 ) 35   0 5 mg/kg

     D109
 

7.7 kg 
(1 8

) 

3   0 0.9 2.0
2.8 mg/kg     D110

 

23-27 kg 
(1 15 ) 

9   1 5mg/kg 5 mg/kg     D111
 

6
2 3 kg 
(1 5 7 )  DON 

0 0.025 0.1
0.2 0.5 1.0
2.0 3.8 mg/kg

 

0.1 0.2 mg/kg
 

1 2 mg/kg
 

 0.10 0.025 X97 
 



 

25 

1 7
15

20 kg 
(1 2 14

) 

14   

0 1 2 4 6
8 10 mg/kg

(0 0.075
0.15 0.3 0.45
0.6 0.75 mg/kg

/ *) 

8 mg/kg   0.6* 0.45* X112

1 9
2 4 kg 

(1 2 8 ) 

14   

0 1 2 4 6
8 10 mg/kg

(0 0.05 0.1
0.2 0.3 0.4
0.5 mg/kg /

*) 

4 mg/kg 2 1
 

6 8 mg/kg
 

10 mg/kg 8 4
 

 0.2* 0.1* D112

* JECFA  1 
 2 

0.05 0.1 mg/kg3 
0.19 0.6 mg/kg /4 
DON 0.1 mg/kg5 

0.45 mg/kg / ( X97X6 
X112X) 1.0 mg/kg DON7 

2.58 
( D113D)  (5HT3: 5-hydroxytryptamine, type3)9 

DON10 
( X103X) 5HT311 

( D114D)   12 
 13 

14 
X X DON  15 

 16 
17 

  
 

 
 

LOAEL
(mg/kg

/ ) 

NOAEL 
(mg/kg

/ ) 
 (mg/kg

) 
(mg/kg

/ ) 

BALB/c
4~6  
(1 4

) 

7  0 2.5 5 10  
20  50 

0 0.35
0.67  1.3
2.7  6.5 

2.5 mg/kg
 

10 mg/kg 1.3 0.67 :

D115D 

30  0 10 20  
2 3 4 3

 
   

ICR 3
  

(1
10 ) 

14  0 2 4 8 

( ) 0 0.37
0.76 1.49 
( ) 0 0.41
0.81 1.59 

8 mg/kg
 

2 mg/kg
( )

 

0.37   
D116D 

 

26 

ICR 3
 

(1 10
12 ) 

14  

0 8 12 16 0 1.2 1.8
2.4  1.2   

D117D 

0 4 8 
 0 0.6 1.2 4 mg/kg

 0.6   

Swiss-Web
star

 
(1  24

) 

35   0 0.75 2.5
7.5 

7.5 mg/kg
/ 24

23  
2.5 mg/kg /

24 12
2.5 mg/kg /

 
0.75 mg/kg /

 

0.75   
D118D 

NMRI
18 g 
(1 10

) 

42  0.1  1  10 0.014 0.14
1.4* 

10 mg/kg

 
1.4* 0.14*  

X67X 

B6C3F
 

(1 8
) 

56  0 0.5  2  5  
10  25 

0 0.07
0.28 0.7  
1.4  3.5* 

2 mg/kg

 
0.28* 0.07*  

D119D 

Sprague-D
awley

 
(1
25 ) 

60   0 0.25 0.5
1 

0.25 mg/kg /
1 mg/kg /

 
1 mg/kg /

 

0.25   
D120D 

Sprague-D
awley
190-210 g 
(1 10

) 

90  0 20 0 1*  1*   
D121D 

10 13 kg 
(1
6 ) 

32  0 1  3 0 0.08
0.24* 

3 mg/kg

��

 

0.24* 0.08*  
D122D 

27.5 kg 
(1
3 ) 

7  0 4.7 0 0.19* (29%)
(27%) 0.19*   

X106X 

10 kg 
(1 9

) 
8  

0 0.3  0.6
1.2 
 

0 0.012
0.024  
0.048* 

  0.048*  
D123D 
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60 kg 
(1 3 6

) 
90  0 1 0 0.04* 

 
 

(
) 

 0.04*  
D124D 

12 15
 

(1 5
) 

2 3  

0 6 mg/kg 
DON 

2 mg/kg 
15-AcDON

3-AcDON 

 

6 mg/kg DON

 
DON

 

  

DON
15-AcDON

 3-AcDON

 

D125D 

9.8 kg(1
9 ) 

8  
0 0.3  0.6
1.2 
 

  
AS T

   D126
 

1  
(1 24

) 

21  0 20 0 1.6* 

 
 

1.6*  
DON 

D127D 

(1 1 2
) 

14   1  5 

1 mg/kg /

 

1   
D128D 

*: JECFA  1 
 2 

  3 
BALB/c (1 4 ) 0 2.5 5 10 20 50 mg/kg (0 0.354 

0.67 1.3 2.7 6.5 mg/kg / ) DON 75 
DON 10 mg/kg6 

10 20 mg/kg DON 2 37 
4 3 LOAEL 10 mg/kg8 

(1.3 mg/kg / ) NOAEL 5 mg/kg (0.67 mg/kg / )9 
( X115X)  10 

ICR (1 10 ) 0 2 4 8 mg/kg DON 1411 
8 mg/kg 7 712 

2 mg/kg13 
2 8 mg/kg DON14 

( X116X)  15 
ICR (1 10 12 ) DON 0 4 8 12 16 mg/kg16 

14 8 mg/kg17 
( X117X)  18 

Swiss-Webstar (1 24 ) 0 0.75 2.5 7.5 mg/kg19 
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/ DON 351 
2 2.5 mg/kg /2 

3 
( )4 

(5 
)6 

7 
LOAEL 0.75 mg/kg / ( X118X)  8 

NMRI (1 10 ) 0 0.1 1 10 mg/kg DON 69 
10 mg/kg DON10 

( X67X)  11 
B6C3F1 (1 8 ) 0 0.5 2 5 10 25 mg/kg DON12 
56 2 mg/kg13 

14 
LOAEL 2 mg/kg  (0.28 15 

mg/kg / ) NOAEL 0.5 mg/kg (0.07 mg/kg / JECFA16 
) ( X119X)  17 

 18 
19 

Sprague-Dawley (1 25 ) DON (0 0.25 0.520 
1 mg/kg / ) 6021 

1 mg/kg /22 
1 mg/kg /23 

24 
25 

LOAEL 0.25 mg/kg / ( X120X) 26 
DON 0 20 mg/kg Sprague-Dawley27 

90 DON28 
DON29 

( X121X)  30 
 31 

12B32 
DON DON 0 1 3 mg/kg33 

10 13 kg (1 6 ) 3234 
DON 0 0.08 0.24 mg/kg35 

/ DON 0 0.09 0.22 mg/kg / (36 
JECFA ) 3 mg/kg 15-AcDON37 

1.3 mg/kg NIV DON 3 mg/kg38 
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DON1 
DON2 

DON3 
�� (4 
X122X)  5 

(1 9 ) DON 0 4.7 mg/kg6 
7 DON LOAEL7 
4.7 mg/kg (0.19 mg/kg / JECFA ) ( X106X)  8 
0 0.3 0.6 1.2 mg/kg DON 8 (9 

9 ) DON10 
NOAEL 1.2 mg/kg 11 

(0.048 mg/kg / JECFA ) ( X123X)  12 
DON 0 1 mg/kg 90 (1 3 6 )13 

1 mg/kg DON14 
15 

( X124X)  16 
(1 5 ) DON 0 6 mg/kg 2 317 

( X125X)  18 
(1 9 )  DON 0 0.3 0.6 1.2 mg/kg19 

820 
(ASAT) DON21 

( X126X) 22 
23 

13B24 
1 21 DON 0 20 mg/kg25 

(26 
)27 

DON (28 
X127X)   29 

 30 
14B31 

(1 1 2 ) DON 1 5 10 25 50 mg/kg 32 
1 5 mg/kg / 233 

50 mg/kg 2 2434 
35 

4836 
237 

1.5 238 

 

30 

1 mg/kg /1 
1.5 22 

( X128X)  3 
 4 

5 
B6C3F1 2 ( X6 
X) 50 DON( 95% 3-AcDON 15-AcDON7 

) 0 1 5 10 mg/kg ( 0 0.1 0.58 
1.1 mg/kg / 0 0.1 0.7 1.6 mg/kg / JECFA9 

) 110 
2 ( 8%) 5 10mg11 

5 10 mg/kg12 
IgA (56%) IgG (10% ) 5 10 mg/kg13 

10 mg/kg14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 

NOAEL 1 mg/kg (0.1 mg/kg / ) (25 
D129D)  26 

 27 
28 

  

 

 
LOAEL
(mg/kg

/ )

NOAEL 
(mg/kg

/ ) 
 (mg/kg

) 
(mg/kg

/ )

B6C3F1
22 28

 
(1

50 ) 

2
 

0 1  5  
10 

( )0
0.1   
0.5  
1.1( )0
0.1 0.7
1.6* 

5 mg/kg
 

 

0.5* 0.1*  X129 

*: JECFA  29 
30 
31 



 

31 

1 
X X DON  2 

 3 
4 

 (
)

 

 

 
LOAEL
(mg/kg

/ )

NOAEL 
(mg/kg

/ ) 
 (mg/kg

) 
(mg/kg

/ )

Swiss 
Webster

  
(1 7

15
10

20 ) 

30

 
 

 0 0.375  
0.75 1.5 2

0.375 mg/kg /

 
1.5 mg/kg /

 
2mg/kg /  

 

0.375  1  D130D 

3
 

(1 3
6 ) 

90
 0 10 0 1.5*  1.5*   D131D 

Swiss 
Webster

30 g  
(1 15
19 ) 

(
)
8

11  

 
0 0.5 1
2.5  5 10  
15 

5 mg/kg /

 
1 mg/kg /

 

1 0.5  132D 

Sprague-
Dawley

325-350 
g(1 12

15 ) 

6-19  
 0 0.5  1.0

2.5 5.0 

2.5 mg/kg /

 
5 mg/kg /

 

2.5 1.0  133 

Sprague-
Dawley  

190
210g
165 g (1

10
25

) 

60
15  

 

0 20 0 2*  2*   134 

Sprague-
Dawley
30  
(1

15 ) 

6

 

 0 0.25  
0.5  1 

1 mg/kg /
 

0.25 mg/kg /

 

0.25  1  X130 

 
F344 
(1 23

) 

20
(

) 

0 0.5  2
5 

0 0.025  
0.1  0.25* 

 

( ) 

 0.25*  D135D 

 

32 

  7 15
 

 

 0 0.2  1  
5 10 

 
 1 0.2  

D136D 

Sprague-
Dawley

201-225 
g(1 24

) 

28  
 0 0.5 1.0

2.5 5.0 

1 mg/kg /

 

1.0 0.5 

 
D137 

2.5 mg/kg /

 

2.5 1.0  

3.2 kg 
(1 6
15 ) 

0
30  
 

0 7.5  
15  30  
60 120
240 

0 0.3 0.6
1  1.6 1.8  
2 

 

 
1 0.6  D138D 

*: JECFA  1 
 2 

3 
Swiss Webster (1 7 15 10 20 ) 0 0.375 0.75 1.54 

2.0 mg/kg / DON5 
30 (F0) (F1a) 216 

F0 2 197 
(F1b) F08 

0.375 mg/kg / F09 
1.5 mg/kg /10 

2.0 mg/kg / F1a11 
F1b12 
( X130X)  13 

3 IL-6KO [B6129-IL6 tmlKopf (IL-6 )]14 
WT [B6129F2( IL-6 B6129-IL6 )] B6C3F1 (115 

3 6 ) DON 0 10 mg/kg 9016 
DON17 

DON IL-6KO B6C3F118 
( X131X)  19 

8 11 Swiss Webster (1 15 19 ) 0 0.5 1 2.520 
5 10 15 mg/kg / DON21 

10 15 mg/kg / 100% 5 mg/kg22 
/ 80% 1 2.5 5 mg/kg /23 

(26%) (19%)24 



 

33 

(93%) 5 mg/kg / 1 2.5 5 mg/kg1 
/ NOAEL 0.5 mg/kg2 

/ ( X132X)  3 
 4 

5 
Sprague-Dawley (1 12 15 ) 0 0.5 1.0 2.5 5.0 mg/kg6 

/ DON 28 2.5 mg/kg /7 
8 

5.0 mg/kg /9 
( )10 

( ) DON11 
(FSH) (LH)12 

13 
2.5 mg/kg /14 

( X133X) 15 
DON 0 20 mg/kg (  2 mg/kg / JECFA16 

) (1 10 ) (1 25 ) Sprague-Dawley17 
60 1518 

80% DON 50%19 
20 

( X134X)  21 
Sprague-Dawley (1 15 ) 0.25 0.5 1.0 mg/kg /22 
DON 623 

24 
25 
26 

( X130X)  27 
Fischer 344(F344) (1 23 ) DON 0 0.5 2.028 

5.0 mg/kg ( 0 0.025 0.1 0.25 mg/kg /29 
JECFA ) 2.030 

5.0 mg/kg31 
32 
33 

( X135X)  34 
7 15 DON 0 0.2 1 5 10 mg/kg /35 

1 mg/kg / (36 
) NOAEL 0.2 mg/kg / (37 

X136X)  38 

 

34 

6 19 DON 0 0.5 1.0 2.5 5.0 mg/kg /1 
Sprague-Dawley (1 24 ) 5 mg/kg /2 

52%3 
4 
5 
6 

2.5 mg/kg /7 
1.0mg/kg /8 

NOAEL9 
0.5 mg/kg / 1.0 mg/kg / ( X137X) 10 

 11 
12 

(1 6 15 ) 0 30 013 
0.3 0.6 1 1.6 1.8 2 mg/kg / DON 1.814 
2 mg/kg / 100% 1 1.6 mg/kg15 
/16 

NOAEL 0.6 mg/kg /17 
( X138X)  18 

19 
20 

DON X X  21 
Salmonella typhimurium22 

DON ( D139D D140D)23 
in vitro DNA (UDS ) ( D141D) DON24 

V79 Hprt  ( D142D)  25 
in vitro DON ( X140X)26 

V79 ( D143D D144D)  (27 
D145D)  28 

DON BALB/3T3 ( D146D) v-Ha-ras29 
BALB/3T330 

 ( D147D)  31 
(10 ) 10 mg/kg DON 1732 

DNA  (33 
D148D)  34 
 35 
 36 



 

35 

1 
2 

     

 S. typhimurium TA98, TA100 

TA1535, TA1537* 0.4 400 μg/plate  
X139X 

 S typhimurium TA98, TA100 *  0.7 500 μg/plate  X140X 

 E. coli PQ37 SOS * 5 500 μg/assay  
X140X 

 V79
Hprt ** 1 3 μg/mL ***  X142X 

DNA   0.1 1,000 μg/mL  
X141X 

DNA  E. coli K12(2 ) 0.7 500 μg/mL  X140X 

 V79 0.1 1 μg/mL (5 ) X143X 

 V79 0.03 0.3 μg/mL (5 ) X144X 

  0.001 100 μg/mL (6 ) X140X 

  100 μg/mL  X140X 

 V79 0.1 0.5 μg/mL  
X145X 

 BALB/3T3  0.1 1.6 μg/mL  X146X 

 v-Ha-ras BALB/3T3
 0.01 0.2 μg/mL  

X147X 

*: S9  3 
**:  4 
***: 1 μg/mL 10 μg/mL 90% 5 
 6 

7 
    

DNA
 

( ) DON 10mg/kg
17   X148X 

 8 
9 

10 
22B11 

X X DON DON12 
13 

 14 
15 
16 

Swiss Webster ( 1 12 ) DON 0 0.75 2.517 

 

36 

7.5 mg/kg / 51 
7.5 mg/kg / 32 

0.75 2.5 mg/kg /3 
LOAEL 0.75 mg/kg /4 

( D149D)  5 
Swiss Webster (16 

6 10 ) DON 0 0.25 0.5 1 mg/kg /7 
0.5 mg/kg /8 

�2- �-9 
(Listeria monocytogenes)10 
NOAEL 0.25 mg/kg / ( D150D)  11 

B6C3F1 (1 8 11 ) DON 0 5 25 mg/kg 12 
2 3 25 mg/kg13 

14 
15 

5 mg/kg  (1 mg/kg / JECFA )16 
NOAEL 5 mg/kg  (1 mg/kg / )17 

( D151D)  18 
B6C3F1 (1 8 ) 0 0.5 2 5 10 25 mg/kg  (019 

0.1 0.4 1 2 5 mg/kg / JECFA ) DON 820 
10 mg/kg21 

NOAEL 5 mg/kg  (1 mg/kg / ) (22 
X119X)  23 
BALB/c (1 4 17 ) DON 0 2.5 5 10 20 50 mg/kg24 

 (0 0.37 0.75 1.5 3 7.5 mg/kg / JECFA )25 
1 2 10 mg/kg26 

(PHA)27 
PHA28 

NOAEL 5 29 
mg/kg (0.75 mg/kg / ) ( D152D)  30 

BALB/c (1 10 ) DON 0 0.2 1 3 mg/L (0 0.02431 
0.12 0.36 mg/kg / ) 432 
Salmonella Enteritidis 1433 

1 3 mg/L34 
0.2 mg/L35 

DON 2 mg/L 3 S. Enteritidis36 
S. Enteritidis37 

S. Enteritidis IgM38 



 

37 

LOAEL 1 mg/L(0.12 mg/kg / ) ( D153D)  1 
BALB/c (1 10 ) DON 0 0.2 2 6 mg/kg 42 

14 S. Enteritidis 2mg/kg3 
S. Enteritidis TNF-�4 

0.2mg/kg TNF-� ( D154D) 5 
BALB/c (1 6 ) 0 2 5 10 25 mg/kg DON6 

2 37 
L2 RNA DON8 

(IFN)� IFN-��-9 
IFN-�- RNA10 

MCP-1 TNF-�11 
IgA ( D155D) 12 

BALB/c (1 4 ) DON 0 2.5 5 10 20 50 mg/kg 13 
(0 0.35 0.67 1.3 2.7 6.5 mg/kg / ) 114 

10 mg/kg15 
NOAEL 5 mg/kg (0.67 mg/kg16 

/ ) ( X115X)  17 
BALB/c (1 12 ) DON 0 2 mg/kg (0.3 mg/kg18 
/ F

6
F) 1419 

A(Con A)20 
DON ( D156D)  21 

Han:NMRI (1 5 10 ) DON 0 12.5 22 
mg/kg 6.25 mg/kg / 723 

DON Staphylococcus hyicus Mycobterium 24 
avium IgA25 
IgM IgG ( D157D)  26 

 27 
28 

1 ( ) 10 0 18 mg/kg29 
DON (2.25 mg/kg / ) 1830 

DON31 
1 3 0 50 mg/kg DON32 

(6.25 mg/kg / JECFA ) DON33 
( D158D)  34 

                                                      
6 JECFA (IPCS:EHC70)  

 (kg) (g/ / ) (g/kg / )
 0.02 3 150 
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1 
2 

(1 8 ) DON 0.6 1.83 
4.7 mg/kg (0.024 0.072 0.2 mg/kg /4 

JECFA ) 95 
( D159D)  6 

(1 7 ) DON 0 0.5 mg/kg / 1 1 mg/kg7 
/ 5 DON8 

(9 
D160D) 10 

(1 6 ) DON 0 0.28 0.56 0.84 11 
mg/kg 2812 

(13 
) (14 

15 
)16 

(17 
) ( D161D)  18 

 19 
20 
21 

 ( )
 

 

  
(mg/kg

/ ) 
 

(mg/kg
/ ) 

 
(mg/kg

) 
(mg/kg

/ ) 

Swiss 
Webster

 
(1 12

) 

(

) 5
 

 0 0.75
2.5  7.5 

7.5 mg/kg /
 

0.75 2.5 mg/kg /

 

0.75  X149X 

Swiss
Webster
21  
(1 6
10 ) 

5   0 0.25
0.50  1 

0.50 mg/kg /
�2-

�-
 

L. monocytogenes
0.5 0.25  X150X 

B6C3F1
15 18 g 
(1 8
11 ) 

2
3  0 5 25 0 1 5* 

25 mg/kg

L. monocytogenes
 

5* 1* 
 

X151X 



 

39 

B6C3F1 
(1 8

) 
8  0 0.5  2.0

5.0 10 25 
0 0.1 0.4
1 2 5* 

10 mg/kg 
 2* 1*  X119X 

BALB/c 4
6  

(1 4
17 ) 

1
2  

0 2.5  5  
10 20  50 

0 0.37
0.75  1.5
3  7.5* 

10 mg/kg

 

1.5* 0.75* X152X 

BALB/c 7
 

(1 10
) 

4
 

0 0.2  1  
3 mg/L   

0 0.024
0.12 0.36

1 3 mg/L
S. Enteritidis

 
0.12 0.024  X153X 

BALB/c 7
 

(1 10
) 

4
 

0 0.2 2
6  

2 mg/kg
S. Enteritidis

TNF-�  
   X154X 

BALB/c 5
 

(1 6
) 

( ) 
 

0 2 5 10
25 
 

2 mg/kg

 
2   X155X 

BALB/c 4
6  

(1 4
) 

7  
 

0 2.5   5
10  20  
50 

0 0.35
0.67   1.3
2.7   6.5

10 mg/kg 
 1.3 0.67  X115X 

BALB/c 8
 

(1 12
) 

14
 

 
0 2 0 0.3**  0.3**   X156X 

an NMR 
I 8 10
(1 5 10

) 

(
2%

) 1  

 0 6.25 
S. hyicus

M. avium
IgA IgM

IgG  
  

  X157X 

 
(1 10

) 
(

) 
0 50 0 6.25* PHA 6.25*   X158X 

25.3 kg 
(1
8 ) 

9
 

(
) 

0.6 1.8 4.7 0.024  
0.072 0.2* (

) 
   X159X 

8
(1 7
) 6   

1
0 0.5

5
0 1  

   X160X 

11.2 kg 
(1
6 ) 

28
 

(
) 

0 0. 28
0.56 0.84     X161X 

*: JECFA  1 
**:  2 

3 
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1 
IgA2 

IgA ( X X) 3 
 4 
B6C3F1 (1 8 ) DON 0 0.5 2 5 10 25 mg/kg5 

 (0 0.1 0.4 1 2 5 mg/kg / JECFA )6 
6 2 5 10 mg/kg IgA7 

25 mg/kg IgM NOAEL 0.5 8 
mg/kg (0.1 mg/kg / )  ( X119X)  9 

B6C3F1 (1 6 13 ) DON 0 2 10 25 50 mg/kg10 
24 25 mg/kg (5 mg/kg /11 

JECFA ) IgA 2412 
17 IgM IgG13 

25 mg/kg IgA14 
IgA ( D162D)  15 

B6C3F1 (1 7 9 ) DON 0 2 10 25 mg/kg16 
 (0 0.4 2 5 mg/kg / JECFA ) 1217 

IgA 10 mg/kg18 
25 mg/kg IgA 4 819 

2 mg/kg 10 mg/kg20 
IgA 12 10 mg/kg21 

IgA22 
DON23 

4 10 mg/kg 1224 
 ( D163D)  25 

B6C3F1 (1 50 ) DON 0 1 5 10 mg/kg26 
( 0 0.1 0.5 1.1 mg/kg / 0 0.1 0.7 1.6 mg/kg27 
/ JECFA ) 2 10 mg/kg28 

IgA ( X129X)  29 
B6C3F1 (1 5 6 ) DON 0 25 mg/kg (030 
5 mg/kg / JECFA ) 4 8 1231 

DON 4 IgA32 
IgA (33 

D164D D165D)  34 
B6C3F1 (1 9 ) DON 0 25 mg/kg (5 mg/kg35 

/ JECFA ) 8 DON36 
IgA IgA37 

( D166D) 38 
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B6C3F1 (1 4 ) DON 0 5 25 mg/kg /1 
DON 22 

IgA 243 
( D167D)  4 

C57BL/6 (1 10 ) DON 0 0.071 0.355 mg/kg5 
NIV 3 4 ( 5%6 

) IgA7 
CYP( P450) ethoxyresorufin 8 

O-dealkylase pentoxyresorufin O-depenthylase GST9 
CYP 1A CYP 2B ( D168D)  10 

B6C3F1 (1 6 ) DON 0 0.83 2.5 7.5 mg/kg11 
8 IgA 7.5 12 

mg/kg / IgE13 
2.5 mg/kg / IgG IgM 0.83 mg/ /14 

LOAEL 0.83 mg/kg / (15 
D169D)  16 
B6C3F1 (1 12 ) DON 0 25 mg/kg (017 

5 mg/kg / ) 24 DON IgA18 
19 

IgA IgA 8 DON20 
1621 

( D170D)  22 
B6C3F1 (1 8 9 ) DON 0 20 mg/kg23 

1 13 DON24 
25 

IgA26 
IgG IgM27 

IgA28 
( D171D)  29 

IgA IgA IL-630 
B6C3F1 (1 3 ) IL-631 

(B6126-IL6tmi Kopf) (B6120F2 1 6 ) 032 
10 mg/kg DON 1233 
DON DON34 
B6C3F1 IgA35 

IgA IL-6 IgA36 
IgA (37 

D172D) 38 

 

42 

IgA COX-21 
B6C3F1 COX-2 (B6 129P2-Ptgs2 tmIsmi 2 
(002181-M;COX-2-knockout)) (B6 129P2-Ptgs2 tmIsmi 3 
(002181-W)) 0 10 25mg/kg DON 16 DON4 

COX-2 IgA5 
IgA (IC) IgA IgA6 

COX-2 DON IgA7 
COX-2 COX-28 

DON IgA ( D173D) 9 
F

7
F (NZBW/F1 MRL/lpr BXSB10 

3 ) DON 0 5 10 mg/kg  (0 0.75 1.5 mg/kg11 
/ F

8
F) 9 14 IgA12 

BXSB 10 mg/kg13 
IgA14 

DON (15 
D174D)  16 
Wistar (1 6 ) 0 7.5 mg/kg DON 817 

DON IgG IgA18 
( X169X)  19 

(1 9 10 ) 2.2 2.5 mg/kg20 
 DON 9 DON21 

4 15 (OVA)22 
DON IgA OVA IgA IgG23 

TNF-� IFN-� RNA DON24 
(25 

D175D) 26 
(1 8 9 ) DON 0 0.3 0.6 1.2 mg/kg27 

8 0.6 mg/kg IgA28 
( D176D)  29 

(1 7 11 ) DON 030 
0.7 1.7 3.5 mg/kg (0 0.04 0.1 0.2 mg/kg / JECFA31 

) IgA32 
( D177D)  33 

                                                      
7  
8 JECFA (IPCS:EHC70)  

 (kg) (g/ / ) (g/kg / )
 0.02 3 150 
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 1 
2 

 ( )
 

 

 

IgA

(mg/kg
/ ) 

IgA

 
(mg/kg

/ ) 

(mg/kg 
) 

(mg/kg 
/ )

B6C3F1 
(1  8

)
 

6  
 

0 0.5  
2.0 5.0
10 25 

0 0.1 0.4
1 2 5* 

2.0 mg/kg
IgA  

25 mg/kg  
IgM  

0.4* 0.1* X119X 

B6C3F1
8 10

 
(1 6

13 ) 

24  0 2 10
25 50 

0 0.4  2
5 10* 

25 mg/kg DON
IgA
IgG IgM

IgA
 

  X162X 

B6C3F1
8  
(1

7 9
) 

12  0 2 10
25 

0 0.4  2
5* 

10 mg/kg
IgA

IgA
(

) 

2* 0.4* X163X 

B6C3F1 
(1

50 ) 

2  0 1 5
10 

( 0 )0.1
0.5  1.1*

( ) 0 0.1
0.7  1.6*

10 mg/kg
IgA  1.6* 0.7* X129X 

B6C3F1  
8 10

 
(1 5

6 ) 

4 8
12  0 25 0 3.75**

IgA

IgA
 

3.75**  X164 
X165X 

B6C3F1  
8 10

 
(1 9

) 

8
  0 25 0 3.75**

IgA

IgA
 

3.75**  X166X 

B6C3F1
8 9  
(1 4

) 

(
) 

 0 5 25
5 mg/kg /

IgA  
5  X167X 

C57BL/6
6  
(1 10

) 

(5%

) 
3 4

 

 

0 0.071
0.355 
mg/kg

3
 

IgA  0.03***  X168X 
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B6C3F1
8  
(1 6

) 

(
)1 1

8  

 0 0.83  
2.5  7.5

IgG IgM
 

IgA DON 7.5 mg/kg
 

IgE  

7.5 2.5 X169X 

B6C3F1
8 9  
(1 12

) 

24  0 25 0 3.75**
IgA

IgA  
3.75**  X170X 

B6C3F1
7 8  
(1 8

9 ) 

13  0 20 0 3** 
IgA

IgA  
3**  X171X 

B6C3F1
B6129F2 

IL-6

4
(1 3

6 ) 

12  0 10  

DON
 

DON IgA

IgA
IL-6KO  

  X172X 

B6C3F1
B6129F2 

COX-2

7 8  
(1 5

6 ) 

16  0 10 25  

DON
IgA IgA

(IC)
IgA

IgA  
COX-2

DON
IgA  
COX-2 DON

IgA

  X173X 

NZBW/F1
MRL 

/lpr
BXSB 5

6  
(1 7

) 

9
14  0 5 10 0 0.75

1.5** 

IgA
 

BXSB 10 mg/kg

IgA
 

  X174X 

Wistar 8
 

(1 6
) 

( ) 8
 

 0 7.5 IgG IgA 7.5  X169X 

 
(1 9
10 ) 

(DON

) 9  

2.2 2.5 

(4 15
(OVA) ) 

DON IgA
OVA IgA

TNF-�
IFN-� RNA

X175X 
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9.8 kg 
(1 8

9 ) 

56  0 0.3 0.6  
1.2  0.6 mg/kg

IgA    X176X 

59
21.3 kg 
(1

7 11
) 

96  
 

0 0.7 1.7
3.5(

) 

0 0.04
0.1 0.2 IgA   0.2 X177X 

*: JECFA  1 
**:  2 
***: 3 1  3 

 4 
5 

DON6 
 7 

 8 
B6C3F1 (1 5 ) 2 0 25 mg/kg DON9 

210 
DON IL-1� IL-1� IL-6 IL-1111 

2(MIP-2)12 
( D178D )  13 

T IL-2 DON 100 250 ng/mL14 
NF-�B AP-115 

( D179D D180D) T IL-2 mRNA16 
( D181D) IL-8 DON 1 �g/mL17 

U937 ( ) NF-�B p6518 
 ( D182D)  19 

B6C3F1 (1 3 ) DON  0 0.1 0.5 1 5 25 mg/kg20 
221 

mRNA 5 25 mg/kg DON22 
IL-1� IL-6 TNF-� T 1 (Th1)23 

IFN-� IL-2 T 2(Th2)24 
IL-4 IL-10 mRNA IL-12p40 mRNA25 

IL-12 p35 mRNA26 
NOAEL 1 mg/kg / ( D183D)  27 

B6C3F1 (1 3 ) DON  0 0.5 2 5 mg/kg /28 
2 4 7 229 

mRNA IL-1� IL-6 TNF-�30 
IL-12p35 IL-12p40 IL-2 IL-10 mRNA31 
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IFN-� IL-4 NOAEL 0.5 mg/kg /1 
( D184D)  2 

C57BL/6 (1 3 ) DON 0 1 5 25 mg/kg3 
25 mg/kg COX-2 4 

mRNA 2 IL-6 mRNA 2 45 
 ( D185D)  6 

B6C3F1 (1 15 ) 0 25 mg/kg DON7 
mRNA DON8 

(IL-1� IL-1� IL-6 IL-11) (MCP-19 
MCP-3 CINC-1 MIP-2) AP-1 (c-Fos Fra-2 c-Jun10 
JunB) 2 (MKP1 CnA�) 211 

mRNA 2 412 
IL-11 8 ( D186D)  13 

B6C3F1 (8 10 ) B6C3F1 (3 4 5 8 )14 
DON 0 5 mg/kg15 

DON 2 TNF-� IL-1� IL-6 mRNA16 
2 3 ( X53X)  17 

B6C3F1 (1 4 5 ) 0 0.1 0.5 1 5 12.5 mg/kg18 
DON19 

SOCS(Supressors of cytokine 20 
signaling)1 SOCS2 SOCS3 mRNA 0.5 mg/kg21 

SOCS3 mRNA22 
12.5 mg/kg DON23 

DON 1 TNF-� IL-6 224 
TNF-� IL-6 mRNA 125 

2 SOCS3 mRNA 226 
SOCS3 327 

IGFALS(Insulin –like growth factor acid 28 
labile subunit) mRNA DON 329 
5 75% ( D187D) 30 

B6C3F1 (1 6 8 3 6 ) 20mg/kg  DON31 
832 

DON DON 2 48 ng/mL 833 
(44 63 ng/mL) DON IGFALS34 

mRNA 2 37% 835 
DON IGF1(Insulin-like growth factor1)36 

IGFALS 2 8 74 64%37 
34 40% B6C3F1 (1 5 ) 0 0.1 0.5 1 538 
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12.5 mg/kg DON 2 IGFALS1 
mRNA 0.5 mg/kg (2 

D188D) 3 
 4 

5 
in vitro DON(0.1 50 �g/mL)6 

T7 
B DON8 

( D189D)  9 
in vitro J774A.1 DON(10 100 �M)10 

( X83X)  11 
12 

15B13 
ICR (1 10 ) DON 0 2 4 8 mg/kg 1414 

DON ( X116X)  15 
Wistar (1 5 ) DON 0 0.83 2.5 7.5 mg/kg /16 

8 2.5 mg/kg /17 
IgG 0.83 mg/kg / IgA18 

7.5 mg/kg / ( X169X)  19 
in vitro DON 130 200 250 20 

�g/mL 200 250 �g/mL21 
�-22 

DON23 
24 

3 ( D190D)  25 
26 

16B27 
DON 0 30 60 400 ng/mL 7228 

DON 8% 19% 99%29 
CD69 CD25 CD7130 

CD69 6 CD6931 
CD25 IC5032 

400 ng/mL CD7133 
CD25 DON CD2534 

( D191D)  35 
0 3 30 300 ng/mL DON36 

CFU-GM 3 ng/mL37 
( D192D)  38 
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(GM) DON(10-6 10-8 M)1 
14 DON2 

CFU-GM( ) 1×10-6 2.5×10-7 M3 
7 10 14 IC50 GM 3×10-84 

2.9×10-8 3.9×10-8 M 2.6×10-7 1.5×10-7 1.6×10-7 M5 
GM DON T-2 HT-2 1/106 

1/100 ( D193D)  7 
0 3 90 300 ng/mL DON CFU-GM8 

90 ng/mL 3 9 
ng/mL 710 

( D194D)  11 
DON 312 

75 ng/mL CFU-GM13 
DON ( D195D)  14 
Caco-2 T84 ( )15 

DON(0 200 ng/mL) Caco-216 
Caco-217 

T84 (TEER) DON (18 
) Caco-219 

- DON20 
( D196D)  21 

Caco-2 IPEC-1( ) DON TEER22 
4 kDa Escherichia coli23 

24 
-4 2.85 mg/kg25 

DON 5 in vivo (26 
D197D)  27 

4 5 ex vivo DON 428 
1 �M (29 

D198D)  30 
RAW264 ( ) LPS31 

NO DON NIV( 0 1,000 ng/mL)32 
in vivo DON NIV33 

(iNOS) IFN-� NO ( D199D) 34 
DON (DHA)35 

250 ng/mL DON IL-6 336 
cAMP (CREB)37 

CREB Akt1/2 MSK1 RSK138 
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RNA1 
(PKR) IL-6 CREB Akt12 
MSK1 RSK1 6 8 DHA3 

PKR CREB4 
CREB DHA5 

1 2A DON 6 
PKR CREB IL-67 

DHA8 
( D200D) 9 

PKR DON10 
RAW 264.7 DON(0 1,000 ng/mL)11 

DON 5 JNK1/2 ERK1/212 
p38 1 5 PKR DON13 

PKR  14 
( D201D)  15 

16 
17 
18 

NIV (LD50) X X  19 
 20 

21 
 LD50 

(mg/kg )  
ddY 6  38.9 D202D 

F344 5  19.5 D203D 

 22 
6 ddY NIV LD50 38.9 mg/kg23 

7.4 mg/kg 7.2 mg/kg 7.3 mg/kg24 
325 

( X202X)  26 
F344 NIV LD50 19.5 mg/kg27 

0.9 mg/kg ( X203X)28 
1.0 mg/kg NIV29 

4 AcNIV 0.4 mg/kg D204D 30330 
1.0 mg/kg 4 AcNIV 3031 

1 D205D32 
4 AcNIV 0.1 mg/kg 4 133 

X204X 30334 
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1 
X X NIV  2 

 3 
4 

 ( )  
 

 

 
LOAEL

(mg/kg
/ ) 

NOAEL 
(mg/kg

/ ) 
  

(mg/kg 
) 

(mg/kg 
/ ) 

C57BL/6 
6  
(1 6 ) 

 
24  

0 5  10  
30 

0 0.6
1.2 3.5*

30 mg/kg

 

3.5* 1.2* 206 

C54B16 7
 

(1 10
) 

(
5%

)  
3

28  

 

0 0.014
0.071
0.355
1.774
8.870 
mg/kg

3
 

8.870 mg/kg /  

IgG

3.8*** 0.76***  X96X 

C57BL/6 
7  
(1
10 ) 

 
4 12

 

0 6  12
30 

0 0.7  
1.4 3.5*

 

0.7*  207 

Sprague-D
awley 6

 
(1 5 ) 

 
14
28  

0 6  12 0 0.6
1.2** 

6 mg/kg
( )

CYP2B1/2 CYP1A2
 

0.6**   208 

F344 5
 

(1
12 ) 

(
:
)30  

 0 0.4
2.0 

 
2.0 mg/kg /

 

2.0 0.4  
X203X 

F344 6
 

(1
10 ) 

 
90  

0 6.25  
25 100 

0 0.4
1.5  6.9

1.5 mg/kg
 1.5 0.4  209 
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F344 6
 

(1
10 ) 

 
90  

0 6.25  
25 100 

0 0.4  
1.5  6.9

100 mg/kg

 
25 mg/kg

 
6.25 mg/kg

 

0.4   210 

51
 

(1 6 ) 

 
21  0 2.5  5  

 
5 mg/kg  
2.5 mg/kg IgA

 

   211 

7
 

(1 6 ) 

 
20  

I: 0
0.5  2.5  
5 II: 
0 3  6  
12 

 

I: 
2.5 5 mg/kg

 
II:  
6 12 mg/kg

 
3 mg/kg

 

   212 

(

) 55  
(1 5 ) 

 
50  

0 1  3  
5  

5 mg/kg

3 5 mg/kg

 
1 mg/kg

 

   
X90X 

*: SCF  1 
**:  2 
***: 3 13 

4 
5 

C57BL/6 (1 6 ) NIV 0 5 10 30 mg/kg 246 
30 mg/kg7 

8 
30 mg/kg9 

10 
NOAEL 10 mg/kg  (1.2 mg/kg / SCF )11 

( X206X)  12 
C54B16 (1 10 ) 0 0.014 0.071 0.355 1.774 8.870 mg/kg13 

/ NIV 3 4 8.870 mg/kg /14 
15 

IgG NOAEL 0.76 mg/kg16 
/ (1 ) ( X96X)  17 

C57BL/6 (1 10 ) NIV 0 6 12 30 mg/kg18 
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4 12 NIV F. nivale1 
NIV2 

43 
6 30 mg/kg 12 12 mg/kg 44 

12 12 mg/kg5 
6 

LOAEL 6 mg/kg7 
(0.7 mg/kg / SCF ) ( X207X)  8 

 9 
10 

Sprague-Dawley (1 5 ) NIV 0 6 12 mg/kg11 
2 4 6 mg/kg 1 212 

4 2 12 13 
mg/kg/14 
4 6 mg/kg15 

12 mg/kg16 
CYP2B1/2 CYP1A217 

LOAEL 6 mg/kg18 
(0.6 mg/kg / F

9
F) ( X208X)  19 

F344 (1 12 ) NIV 0 0.4 2.0 mg/kg /20 
30 2.0 mg/kg /21 

22 
2.0 mg/kg /23 

24 
( X203X) 25 

F344 (1 10 ) NIV 0 0.4 1.5 6.9 mg/kg /26 
90 1.5 mg/kg / NK27 

0.4 mg/kg /28 
LOAEL 1.5 mg/kg / ( X209X)  29 

F344 (1 10 ) NIV 0 6.25 25 100 mg/kg30 
90 25 mg/kg31 

100 mg/kg 100 32 
mg/kg33 

100 mg/kg34 
                                                      
9 JECFA (IPCS:EHC70)  

   (kg) (g/ / ) (g/kg / )
 0.1 10 100 
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100 mg/kg 6.25 1 
mg/kg 100 mg/kg2 

100 mg/kg3 
100 mg/kg4 

5 
LOAEL 6.25 mg/kg (0.4 6 

mg/kg ) ( X210X)  7 
 8 

9 
(1 6 ) NIV 0 2.5 5 mg/kg 2110 

11 
NIV12 

2.5 13 
mg/kg IgA IgG14 

( X211X)  15 
 16 

17 
(1 6 ) NIV 0 0.5 2.5 5 mg/kg18 

20 2.5 5 mg/kg19 
NIV 0 3 6 12 mg/kg 620 

12 mg/kg21 
6 % 3 mg/kg (22 

X212X)  23 
( 1 5 ) NIV 0 1 3 5 mg/kg24 

5025 
26 

5 mg/kg 3 5 mg/kg27 
40 75%28 

1 mg/kg29 
( X90X)  30 

 31 
32 
33 

X X NIV  34 
7 C57BL/6 (1 6 ) NIV 0 6 12 30 mg/kg(0 0.6835 

1.51 3.84 mg/kg / ) 136 
NIV F. nivale37 

NIV38 
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AcNIV1 
NIV2 

3 
4 
5 

6 30 mg/kg 1 6 mg/kg6 
LOAEL 6 mg/kg7 

(0.68 mg/kg / ) ( X202X)  8 
7 C57BL/6 (1 42 ) NIV 0 6 12 30 mg/kg (09 

0.66 1.38 3.49 mg/kg / ) 210 
NIV F. nivale11 

NIV12 
AcNIV13 

30 mg/kg14 
12 mg/kg15 

16 
30 mg/kg17 

NIV18 
19 

30 mg/kg20 
12 30 mg/kg21 

LOAEL 6 mg/kg (0.66 mg/kg / )22 
( D213D)  23 

 24 
25 

 ( )
 

 

 
LOAEL
(mg/kg

/ )

NOAEL 
(mg/kg 

/ ) (mg/kg 
) 

(mg/kg 
/ )

C57BL/6C
rS1c 
(1 6

) 

1  0 6 12
30 

0 0.68
1.51 3.84

6 30 mg/kg
1 NIV

 

 

0.7  
X202X 



 

55 

C57BL/6C
rS1c 
(1 42

) 

2  0 6  12
30 

0 0.66  
1.38  3.49

 
12 30 mg/kg

 
12 mg/kg

 
NIV

 

0.7  
X213X 

1 
  2 
NIV Bl(AFB1)3 

1 C57B1/6×C3HF1 (1 15 26 ) 6 mg/kg  4 
AFB1 6 NIV 0 6 12 mg/kg5 

1 NIV F. nivale6 
NIV7 

AcNIV 38 
NIV 0 6 12mg/kg9 

31% 21% 0%  ( D214D)  10 
F344 (1 4 16 ) (DEN) 211 

AFB1 6 NIV 6 mg/kg (0.6 mg/kg12 
/ F

10
F)13 

NIV F. nivale14 
NIV AcNIV15 

3 816 
GST-P( -S- )17 

NIV DEN18 
DEN AFB1 GST-P19 

DEN AFB1 NIV GST-P20 
( D215D)  21 

 22 
23 

X X NIV  24 
ddN (1 3 ) NIV 0 0.4 60 mg/kg /25 

NIV26 
( ) ( D216D)  27 

                                                      
10 JECFA (IPCS:EHC70)  

   (kg) (g/ / ) (g/kg / )
 0.1 10 100 
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ICR (1 10 11 ) 0 18 NIV NIV1 
0 6 12 30 mg/kg 0 182 

30 mg/kg3 
(82.6%) 12 mg/kg4 

ICR (1 5 10 )5 
7 15 NIV 0 1 5 10 20 mg/kg /6 

10 mg/kg /7 
5 mg/kg /8 

9 
( D217D)  10 

 11 
12 

 ( )
 

 

 
LOAEL 
(mg/kg

/ ) 

NOAEL 
(mg/kg

/ ) (mg/kg
) 

(mg/kg
/ ) 

ICR 
(1 10
11 ) 0 18  

0 6 12
30 

0 0.7 1.4
3.5* 

30 mg/kg
 

12 mg/kg
 

1.4* 0.7*  X217X 

ICR 
(1 5 10

) (
) 7
15  

 0 1 5
10 20 

10 mg/kg /

 
5 mg/kg /

 

5 1  
X217X 

*:SCF  13 
 14 

15 
NIV X X  16 
NIV V79-E ( ) in vitro17 

(+S9mix)18 
(SCE)19 

20 
( D218D)  21 

V79 NIV22 
0.001 0.03 �g/mL 2 3 ( X143X)  23 

V7924 
NIV 0.03 �g/mL 2 325 

5% ( X144X) 26 
v-Ha-ras BALB/3T3 NIV27 

( X147X)  28 
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CHO ICR (1 4 ) NIV1 
( ) 50 100 �g/mL NIV2 

CHO DNA In vivo3 
NIV(20 mg/kg ) DNA4 

DNA (5 
D219D)  6 

(Tg) (MutaTMMouse) NIV7 
8 

F

11
F ( D220D)  9 

 10 
11 
12 

   
 

 
  

 V79-E  5 50 μM/plate   
X218 

 V79-E  5 50 μM/plate   X218X 

 V79  
0.001 0.03 
μg/mL  

 
(3 )  

X143X 

 V79  0.03 μg/mL  
(3 )  X144X 

 v-Ha-ras BALB/3T3
 0.01 0.2 μg/mL   X147X 

DNA

 
CHO  50 100 μg/mL   X219X 

 13 
 14 

15 
    

 
DNA

 

ICR ( )
NIV 20mg/kg

 

 
 X219X 

 MutaTM 

Mouse  
X

11
X
 X220X 

DNA

 
 X

11
X
 X220X 

 16 
 17 

                                                      
11 NIV 0 6 mg/kg 4
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1 
2 
3 

BALB/c (1 10 ) NIV 0 0.2 2 6 mg/kg 44 
14 (Salmonella Enteritidis)5 

NIV ( X154X) 6 
F344  (1 6 ) NIV 0 6.25 25 100 mg/kg (07 

0.4 1.5 6.9 mg/kg / ) 90 25mg/kg8 
T /B (CD3+/B220+)9 

100 mg/kg CD4+T10 
T /CD8+ ( )11 

NIV NK ( X209X)  12 
 13 

14 
NIV DON IgA IgA15 
 ( X X)  16 
 17 
C57BL/6 (1 10 ) 0 0.014 0.071 0.355 1.77418 

8.870 mg/kg NIV 3 4 ( 5%19 
) 8.870 mg/kg IgG20 

IgA ( X96X)  21 
C57BL/6 (1 10 ) NIV 0 0.071 0.355 mg/kg22 
3 4 ( 5% ) IgA23 
0.071 mg/kg ( X168X)  24 
C3H/HeN C3H/HeJ BALB/C (1 9 12 ) NIV 025 

6 12 mg/kg (0 0.9 1.8 mg/kg / F

12
F) 4 826 

NIV IgA IgA27 
8 12 mg/kg ( D221D) 28 

BALB/c (1 20 ) NIV 0 15 mg/kg29 
2430 

9 IgA+ 331 
pan-T pan-B32 

9 B33 
IgA+B IgA+ IgM+B34 

                                                      
12 JECFA (IPCS:EHC70)  

 (kg) (g/ / ) (g/kg / )
 0.02 3 150 
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( D222D)  1 
OVA-TCR Tg(OVA T ) (12 

4 ) OVA NIV 0 6 mg/kg (0.9 mg/kg / X

12
X)3 

OVA OVA4 
IgE IgG1 IgA IgE IgG1 IgA5 

OVA NIV IgE OVA IgE IgG16 
IgA ( D223D)  7 

F344 (1 10 ) 0 0.4 1.5 6.9 mg/kg / NIV8 
90 6.9 mg/kg /9 

IgM IgG IgA10 
( X209X)  11 

(1 6 ) NIV 0 2.5 5 mg/kg 2112 
IgA13 

2.5 mg/kg IgA14 
IgG ( X211X)  15 

 16 
17 

 (
)  

 

 

IgA

(mg/kg
/ ) 

IgA

(mg/kg
/ ) 

  
 

(mg/kg 
) 

(mg/kg
/ )

C57BL/6 6
 

(1 10 ) 

(5%

3
4  

 

0 0.014
0.071
0.355
1.774
8.870 
mg/kg

3

8.870 mg/kg
IgG  

IgA  
 3.8**  X96X 

C57BL/6 6
 

(1 10 ) 

(5%

) 3
4  

 

0 0.071
0.355 
mg/kg

3
 

IgA  0.03**   X168X 

C3H/HeN
C3H/HeJ 
BALB/c 6

8 (1
9  

12 ) 

4
8  0 6  12 0 0.9

1.8* 

IgA  
( )IgA

 
0.9*  

 
X221X 

BALB/c  
5  
(1 2 0

) 
(10%DMSO
) 

 0 15 
IgA

pan-T pan-B
 

15   X222X 

(OVA) 2
4  0 6 0 0.9*

OVA IgE
OVA

IgE IgG1 IgA
0.9*   223 
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��-Tg

BALB/c  
8 13

 

   
IL-4 IL-2

    XX 

F344 5
1

10
90 0 6.25

25  100  
0 0.4
1.5  6.9

6.9 mg/kg /
IgM  

IgA IgG  
 6.9  X209X 

51
 

(1 6 ) 
21  0 2.5  5  

IgA
 

(2.5 mg/kg IgA

)

   X211X 

*:  1 
**: 3 1  2 
 3 

4 
OVA-TCR Tg (1 4 ) OVA NIV 0 6 5 

mg/kg6 
NIV IL-4 IL-2 ( X223X)  7 

C3H/HeN NIV 0 12 mg/kg ( 1.8 mg/kg / F

13
F)8 

8 NIV9 
IgA IL-4 IL-510 

IL-6 IL-10 TGF-�(Th2 ) mRNA ( D224D)  11 
LPS NIV DON 1 3 �M12 

LPS IL-12 IL-1013 
TNF-� ( D225D)  14 

 15 
16 

BALB/c (1 5 ) NIV 0 15 mg/kg /17 
NIV 318 

619 
CD4+ CD8+  20 

( X222X)  21 
ICR:CD-1 (1 5 ) 0 5 10 15 mg/kg NIV22 

12 24 4823 
1224 

2425 
( D226D) 26 

in vitro J774A.1 NIV(10 100 �M)27 
( X83X)  28 

                                                      
13 JECFA (IPCS:EHC70)  

 (kg) (g/ / ) (g/kg / )
 0.02 3 150 
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1 
C57BL/6CrSlc (1 6 ) NIV 0 6 12 30 mg/kg(0 0.682 

1.51 3.84 mg/kg / ) 63 
30 mg/kg 1 6 30 mg/kg4 

LOAEL 6 mg/kg  (0.7 mg/kg / )5 
( X202X) 6 

C57BL/6 (1 6 ) NIV 0 5 10 30 mg/kg7 
( ) 248 

30 mg/kg ( 3.5 9 
mg/kg / SCF )10 

11 
( X206X)  12 

F344 (1 12 ) 0 0.4 2.0 mg/kg / NIV 3013 
14 

( X203X)  15 
 16 

17 
in vitro18 

NIV NIV 72 ng/mL19 
50% ( D227D)  20 

PHA(IC50 350 nM) (PW)(IC50 270 nM)21 
NIV NIV PW22 

DON23 
NIV T-224 

DON (25 
D228D)  26 

RAW264 LPS NO DON NIV27 
in vivo NIV 125 �M/mL iNOS28 

( X199X) 29 
LPS NIV DON 1 3 �M30 

NO MHC II31 
CD11c CD8632 

NIV33 
DON LPS IL-12 IL-1034 

TNF-� ( X225X) 35 
36 
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1 
( )2 

C57BL/6 (1 10 ) DON 0 0.071 0.355 mg/kg3 
NIV 3 4 ( 5%4 

) IgA5 
(DCNB) GST6 

( X168X)  7 
 8 

( )9 
DON NIV in vitro X X  10 

in vitro PHA PW11 
DON NIV (DAS) T-212 

13 
IC50 NIV (IC50  350  270 nM; PHA PW ) DON(IC50  430 380 nM)14 
DAS(IC50  4.1  4.0 nM) T-2 (IC50  1.4 1.1 nM) NIV(115 

10-7 M) DON(2 10-7 M)16 
DON T-2 DAS17 

T-2 DAS DON18 
( X228X)19 

B1(FB1) �- (�-ZEA) NIV DON20 
Con A21 

�-ZEA(0.5 20 �M) NIV DON(0.065 2 �M)22 
NIV>DON>�-ZEA FB1(0.5 80 �M)23 

FB1 �-ZEA DON NIV24 
( D229D)  25 

J774A.1 NIV(10 100 �M) DON(10 100 �M)26 
72 IC50 NIV DON DON NIV27 

11.2±0.8 16.8±0.2 14.0±1.9 �M28 
NIV29 

NIV DON ( X83X) 30 
T-2 HT-2 T-2 T-2 DON NIV31 

DON T-232 
(Kluyveromyces marxianus)33 

T-2 HT-2 DON( 5 50�g/ ) NIV( 534 
100 �g/ ) 25 �g/35 

DON T-2 ( D230D) 36 
 37 
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1 
    

 
NIV :1 10-7 M
DON :2 10-7 M 

PHA PW

 
X228X 

 0.065 2 �M 
Con A

DON NIV
 

X229X 

J774A.1  10 100 �M DON
NIV  X83X 

 
(Kluyveromyces  

marxianus) 

DON:5 10 �g/
NIV:5

100 �g/  

25 �g/ DON
NIV

 
X230X 

2 
4B3 

4 
DON 305 

( D231D) Bacillus cereus6 
7 

( X3X)  8 
9 

10 
X X DON NIV  11 

 12 
13 

    

(
) 

1984  

DON   
0.34 3.75 mg/kg(GC-MS 2

) 5.10 92.8 mg/kg(RIA 3
) 

(T-2 NIV ) 

383 362
(94.5%) 3-30

 
(89.8%)  

(78.2%)  
(61.16%)  
(6.1%)  
(5.2%)  
(5.5%)  
(0.9%) 

1994
Luo

(
232) 

 

(
) 

1985  
DON 2.0

40.0 mg/kg(TLC 14 ) 
(T-2 NIV ) 

217 101
(46.5%)  
 

(

) 
1989  

DON  
1.5 2.2 mg/kg(TLC 3 ) 
(T-2 NIV TLC

) 
160 40  

(

) 
1988  

DON  
20.0 50.0 mg/kg(TLC 3 )
2.1 57.9 mg/kg(GC 6 ) 
(T-2 NIV TLC

GC ) 

514 270
(52.5%) 
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(

) 
1988  

DON
3.0 mg/kg(TLC 1 ) 
(T-2 NIV ) 

209 142
(67.9%) 

(

) 
1989  

DON  
4.0 36.0 mg/kg(TLC 5 ) 
59.3 66.8 mg/kg(GC 2 ) 
(T-2 NIV TLC

GC ) 
10 10  

(
) 1991  

DON
2.0-50  mg/kg(TLC 10 ) 
(T-2 NIV ) 

130 141  

 1990 
DON

 

DON
0.57 mg/kg 0.099 mg/kg  233 

 1995 
 

DON (0.4 
vs. 0.05 mg/kg) 15Ac-DON

(0.24 mg/kg vs. ) NIV
(0.086 mg/kg vs. 

0.059 mg/kg) 

DON NIV
ZEN

 
234 

 1993 
 

0.89 
mg/kg DON

0.49 mg/kg
 

 235 

 1992 
(

)
 

DON
( 0.005 3.9 mg/kg)

(
0.002 0.7 mg/kg)

 
15Ac-DON 3-AcDON

 

 236 

 2004 
NIV

 

NIV
DON 830

927 �g/kg 4281 6114 �g/kg
400

800  
 X144X 

 1987 
 

DON(24 11
0.34 8.4 mg/kg) AcDON(24

4 0.6 2.4 
mg/kg) NIV(24 2

0.03 0.1 mg/kg) T-2
(24 3

0.55 4 mg/kg) 
LOAEL 0.44 �g/kg

(
)

 
237 D238 

 1 
5B2 
6B3 

JECFA 2000 DON 24 
(100 �g/kg / )5 

6 
7 

NOAEL 100 �g/kg / 1008 
(PM-TDI) 1 �g/kg /9 

( X3X) 10 
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DON 2010 31 
JECFA 3-AcDON DON 3- 15-AcDON2 

AcDON DON DON PM-TDI 3 
1 �g/kg Ac-DON PM-TDI4 

PM-TDI DON AcDON5 
BMDL10 0.21 mg/kg /6 

25 (ARfD) 8 �g/kg /7 
( D239D) 8 

NIV JECFA  9 
 10 

7B11 
IARC 1993 F. graminearum F. culmorum F. crookwellense12 

(ZEN DON NIV AcNIV) (13 
X4X) 14 

Fusarium graminearum15 
F. culmorum F. crookwellense 16 

17 
DON NIV AcNIV18 

 19 
F. graminearum F. culmorum F. crookwellense20 

(IARC21 
3)22 

23 
8B24 

EC SCF 1999 DON 2000 NIV 2002 T-2 HT-225 
NIV DON (26 

X31X X32X X33X) 27 
DON28 

NOAEL 0.1 mg/kg /29 
100 (tTDI) 1 �g/kg /30 
tTDI DON31 

 32 
NIV LOAEL 0.7 mg/kg33 

/ LOAEL34 
1000 t-TDI 0.7 �g/kg /  35 

T-2 HT-2 NIV DON36 
37 

TDI TDI38 
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 1 
 2 

DON AcDON3 
TDI4 

3-AcDON 15-AcDON DON5 
( X76X X82X X93X X97X D240D) DON (6 

) ( X98X X102X X97X)7 
3-AcDON DON ( D241D)8 
15-AcDON  9 

3-AcDON 3-AcDON10 
DON11 

3-AcDON 15-AcDON DON12 
TDI13 

 14 
15 

 16 
DON NIV17 

18 
( D242D) EU Codex19 

20 
( D243D D244D) DON21 
NIV22 

 23 
 24 

9B25 
( ) DON (1.1 mg/kg) 2002 526 

DON27 
(28 

D245D)29 
DON NIV (30 

D246D) DON NIV31 
X X32 

85%33 
15%  34 

 35 
 36 
 37 
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1 
 2002  2003 2004 2005 2006 2007  2008

 83 86 86 88 84 91 88

 

 230.3 286.0 275.7 257.7 272.6 294.5 294.2 
 122.1 100.4 109.2 114.2 108.6 109.5 111.9 

 87.6 119.8 112.9 106.8 114.8 85.3 79.9
      0.3 0.3
 440.0 506.1 497.9 478.7 496.0 489.6 486.3

21 19 ( D247D D248D)2 
 3 

 4 
17B5 

6 
DON X X7 

( ) X X DON8 
DON 20029 

 10 
 11 

12 

13 
 14 

( )( D249D) ( ) 15 
2002-2004  16 

2005 GEMS/Food 60%17 
60%18 

 19 
0  20 

 21 
1/2  22 

 23 
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1 

2 
 3 

) ( X245X)  4 
0.1 mg/kg  5 

 6 
DON 36 84 %7 
0.015 0.16 mg/kg  8 

DON 23 58 %9 
0 19 % 0 44 %10 

0.05 1.00 mg/kg 0.0511 
0.32 mg/kg 0.05 0.38 mg/kg12 

 13 
DON 3714 

100 % 0.060 0.55 mg/kg15 
(16 

X245X X246X) 17 
 18 

19 
NIV X X  20 
NIV DON21 

32 70 % 0.01022 
0.087 mg/kg 56 90 %23 

0.042 0.58 mg/kg NIV DON24 
( X246X) 25 

 26 
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1 

2 
 3 

( )( D250D) ( )  4 
2002-2004  5 

2005 GEMS/Food 60%6 
60%7 

 8 
0  9 

 10 
1/2  11 

 12 
DON NIV13 

 14 
 15 

18B16 
2001 DON NIV17 

X X 2118 
36 3 22 82 (19 
0.001 mg/kg) DON 238�g/kg 20 

1 2,248 �g/kg NIV 10 �g/kg 1 110 �g/kg 74%21 
( D251D) 22 

2002 124 DON NIV23 
X X DON24 

4 (4.8 60.7 �g/kg 21.8 �g/kg 4.8 �g/kg(25 
0.7 �g/kg)) NIV 15 (2.0 17.4 �g/kg26 

5.0 �g/kg 6.7 �g/kg( 0.6 �g/kg)) DON NIV27 
1 DON28 

NIV 40% ( X242X) 29 
2003 (30 
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)84 DON NIV (1 
)88 DON2 

X X DON 80%3 
NIV 31% DON 138 �g/kg(5-1,147 �g/kg) NIV 4 
81 �g/kg(5-247 �g/kg) DON NIV5 

(21 14 )6 
DON 80%7 

20 �g/kg(2.5-59 �g/kg) ( D252D) 8 
 9 

10 
11 

 
( ) 

 
 
 
 

(�g/kg) (�g/kg)
DON NIV DON NIV 

2001 
 

(X251X) 

( ) 21 133.9(1 740) 2.9(1 7) 95.6* 1.2*
( ) 36 358.4(1 2248) 8.8(1 27) 388.3* 8.3*
( ) 3 9(2 20) 5.5(5 6) 9.0* 3.66*

( ) 22 8.1(1 47) 15.1(1 110) 6.2* 12.8*
2002 

 
(X242X) 

( ) 124 21.8(4.8 60.7) 5.0(2.0 17.4) 0.7**** 0.6**** 

2003 
 

(X252X) 

 84 172.5** 89.8** 138(5 1147)*** 81(5-247)***

 88 20**  20(2.5 59)***  
 12 

* ND 0  13 
** ( )  14 
*** ND 5mg/kg  **** ND 0  15 
 16 

2007 NIV17 
59 DON NIV18 

DON NIV19 
X X DON 6 (10.2%) NIV20 

23 (39.0%) 5 (8.5%) (21 
D253D) 22 
 23 

24 

 25 
)  19 ( X253X)  26 
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10B1 
DON NIV2 

3 
DON 0.0029 �g/kg / NIV 4 

0.0032 �g/kg / 1 6 DON 0.0052 �g/kg / NIV 5 
0.0056 �g/kg / ( X242X)6 

DON NIV7 
8 

DON NIV  9 
 10 

19B11 
2005 DON12 

13 
(TDS )F

14
F 4 I( ) II(14 

) III( ) IX( )15 
II( )16 

DON 200217 
II 168.4 g18 

 19 
X X  20 

 21 
22 
23 

  DON (�g/kg) (g) DON  
(ng/ ) (ng/kg / )* 

II  
(

) 

 4.77 168.4 803.27 14.85 
 3.65 168.4 614.66 11.36 
 4.10 168.4 690.44 12.76 
 4.45 168.4 749.38 13.85 

( X254X) ( ) 24 
( 54.1 kg)  25 

 26 
14.85 ng/kg /27 

11.36 ng/kg / 12.76 ng/kg / 13.85 ng/kg28 
/ ( D254D) 29 

 30 
20B31 

2002 DON32 
                                                      
14 (TDS )
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DON1 
2002 ( 0.16 mg/kg2 

:0.06 mg/kg) 1997 (3 
54 456 ) DON4 

(2000 )5 
6 

DON  7 
X X  8 

 9 
10 

 
 

 
(g/ ) 

 
(�g/kg / ) 

 
(kg) 

 
(�g/ ) 

 94.3 0.13 52.6 6.70 
1-6  64.1 0.29 15.9 4.55 

( X257X)  11 
 12 

0.13 �g/kg / (6.70 �g/ ) 1 613 
0.29 �g/kg / (4.55 �g/ ) ( X257X) 14 

 15 
2003 DON16 

DON17 
118 

0.5 50%19 
50%  20 

X X  21 
 22 

23 
 

 
 

(g/ ) 
 

(�g/kg / ) 
 

(kg) 
 

(�g/ ) 
 98.0 0.17 52.6 8.8 

1 6  64.1 0.36 15.9 5.7 
( X252X)  24 

 25 
0.17 �g/kg / (8.8 �g/ ) 1 626 

0.36 �g/kg / (5.7 �g/ ) ( X252X) 27 
 28 

21B29 
30 

2002 531 
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( )1 
2 

(1 6 7 14 15 19 20 4 )3 
 4 

DON5 
2002 2004 20036 

DON 37 
( 50% )8 

DON9 
 10 

 11 
 12 

0.55 mg/kg( 1.1 mg/kg) 13 
1 mg/kg( 2.2 mg/kg) 14 

 15 
X X  16 

17 
1 6 718 

95 1 �g/kg /19 
99 1 6 2 3 �g/kg / 720 
1 �g/kg /  21 

22 
23 
24 

( X253X) 25 
2002 DON26 

27 
DON28 

( D255D)29 
 30 

 31 
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1 

 2 
(DON) ( X253X) ( ) 3 

 4 
23B5 

20046 
5 (a. b. c. d. e. )7 

8 
(1 6 7 14 15 19 209 

4 )10 
 11 

200712 
DON NIV ( X253X)13 

DON NIV DON ( 1.1 mg/kg)14 
NIV 415 

NIV (16 
50% )  17 

18 
DON ( ( ) 1.1 mg/kg)19 
NIV20 

NIV21 
NIV ( ) 0.2 mg/kg  22 
NIV ( ) 0.5 mg/kg 23 
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NIV ( ) 1.0 mg/kg 1 
2 

X X  3 
1 64 

NIV 955 
0.4 �g/kg / 996 

1 6 NIV 0.2 mg/kg 0.7 �g/kg /7 
( D256D)8 

9 
10 
11 
12 

NIV13 
DON NIV14 

DON NIV15 
 16 
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1 

2 
19 ( X256X) ( ) 3 

�g/kg /  4 
 5 
11B6 

( )7 
( ) 20 ( 160 )8 

DON NIV9 
DON 184 �g/kg(6-2452 �g/kg) NIV 23 �g/kg(7-174 �g/kg)10 

DON 42.4 �g/kg(8-1,620 �g/kg) NIV11 
3.41 �g/kg(4-20 �g/kg) X X DON12 

73% NIV 57.7% ( D257D) 13 
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 1 
2 

   
    

DON
(%) SE 73.0 2.70 69.4 5.75 78.9 5.31 74.0 6.75 72.6 4.61

(%) 25 97 38 92 43 94 25 94 29 97 
 
 59/77 18/20 11/20 11/17 19/20 

NIV
(%) SE 57.7 4.30 63.8 5.28 47.0 12.9 59.9 10.8 38.3 13.2

(%) 0-91 31 91 21 77 0 84 13 57 
 
 24/73 16/20 4/20 8/14 3/19 

( X257X)  3 
 4 

5 
NIV6 

 7 
 8 

DON9 
( ) DON10 

DON11 
DON DON 0.78 �g/kg12 

61.3% 0.20 �g/kg 49.5%13 
0.12% 71.1% 17.9% DON14 

DON (15 
X257X)  16 

17 
18 

(%) (%) 

61.3%( 0.78 �g/kg) 
 

49.5%( 0.20 �g/kg) 

0.12 

71.1 

17.9 

( X257X)  19 
DON20 
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HPLC1 
3T3 WST-8 BrdU  2 
X X  3 

 4 
5 
6 
7 

 
HPLC ( %)  

WST-8 ( %) BrdU ( %) 
 100.29 3.65 100.29 3.65 100.29 8.78

 98.55 4.08 98.55 4.08 98.84 6.78 

 30.52 4.08 34.53 1.29 28.88 5.02 

 41.28 3.89 64.97 3.99 42.89 4.58 

8 
 

HPLC ( %)  
WST-8 ( %) BrdU ( %) 

 100.00 7.04 100.00 4.10 100.00 1.53 

 108.42 8.45 84.05 4.34* 92.30 1.03* 
HPLC p<0.05  9 
( X258X) ( ) 10 

 11 
HPLC DON 712 

HPLC HPLC13 
HPLC14 

DON15 
( D258D) 16 

 17 
918 

DON NIV 35 (19 
70 ) DON NIV20 

DON 25.6% NIV 34.2% (X  X)  21 
 22 

23 
24 

 DON NIV 
( ) 

 25.6% 34.2% 

( D259D) 25 
 26 

27 
28 
29 
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 1 
DON NIV GC-MS2 

ELISA DON NIV3 
GC-MS 150 5 304 

GC-MS ELISA5 
DON NIV6 

( D260D) 7 
DON8 

DON 100%9 
36.5 12.9% ( ) 32.6 12.310 

19.5 7.8% ( D261D)11 
40%  12 

DON13 
DON ( D262D D263D D264D D265D D266D)14 

DON ( D267D)15 
DON DON DON16 

 ( D268D D269D)  17 
 18 

DON19 
DON20 

21 
( D270D) 22 

23 

 

80 

1 
2 

(TDI)3 
 4 

 5 
(DON) 6 

DON7 
8 

DON  9 
10 
11 

 12 
13 

214 
15 

IARC DON16 
( 3)17 

 18 
19 

TDI  20 
TDI  21 

22 
(0.05 0.1 mg/kg )23 

( )24 
(0.19 0.6 mg/kg / )25 

26 
 27 

28 
S. Enteritidis 0.12 mg/kg /29 

230 
NOAEL31 

TDI32 
 33 

34 
DON35 

36 
TDI  37 

IgA 3 438 
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0.071 mg/kg IgA1 
2 

23 
IgA4 

TDI  5 
26 

0.1 mg/kg / TDI7 
 8 

0.1 mg/kg / 1009 
10 DON TDI 1 �g/kg /  10 

 11 
(NIV) 12 

NIV13 
NIV 14 

 15 
16 
17 

 18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 

225 
NIV DEN NIV26 

GST-P DEN27 
AFB1 NIV DEN28 
AFB1 GST-P29 

NIV DEN AFB130 
IARC NIV31 

( 3)32 
 33 

NIV DEN34 
AFB1 DEN35 

NIV36 
2 TDI37 

 38 
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TDI  1 
2 

3 4 0.071 mg/kg IgA3 
4 
5 

1 26 
TDI  7 

908 
0.4 mg/kg / TDI9 

 10 
0.4 mg/kg / 1,00011 

10 1012 
NIV TDI 0.4 �g/kg /  13 

 14 
DON NIV TDI  15 
DON NIV16 

17 
TDI18 

DON NIV19 
20 

TDI  21 
 22 

 23 
DON NIV24 

25 
 26 

TDS DON NIV DON 11.3627 
14.85 ng/kg / NIV28 

 29 
30 

DON 0.13 0.17 �g/kg / 131 
6 0.29 0.36 �g/kg /  32 

33 
DON NIV DON34 

95 1 �g/kg /35 
NIV 95 0.4 �g/kg36 

/ DON37 
NIV 5038 
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1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

 8 
9 

 10 
(DON)  11 

TDI 1 �g/kg /  12 
(TDI )    13 
( )     14 
( )    2  15 
( )     16 
( )   17 
( )    0.1 mg/kg /  18 
( )   100 1019 

20 
(NIV)  21 

TDI 0.4 �g/kg /  22 
(TDI )    23 
( )     24 
( )    90  25 
( )     26 
( ) ( ) 27 
( )   0.4 mg/kg /  28 
( )  1,000 1029 

10)30 
 31 

DON NIV TDI32 
DON33 

NIV  34 
( ) DON 1.1 mg/kg35 

DON NIV36 
TDI37 

38 
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DON NIV1 
2 

 3 
 4 

 5 
DON NIV6 

 7 
DON NIV ( )  8 

( NIV) 9 
 10 

DON NIV  11 
 12 

DON NIV( )13 
 14 

TDI  15 
16 
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1 
  

15-AcDON 15-  
3-AcDON 3-  
AcDON  
4-AcNIV 4- ( -X) 

5HT3 5- ( ) 
AFB1 B1 
Akt /  
ALT  
AP-1 1 
ASAT  
AST  
AUC  
Bax Bcl2 X  

BMD  
BrdU 5- -2 -  
cAMP  

CD 
(CD

CD
) 

CFU-GM  
CINC  
CnA� A  
COX-2 -2 
CREB cAMP  
CYP P450 

DCNB  
DAS  
DEN  
DHA  

DMSO  
DNA  
DON  
ED50 50%  

ELISA  
EPK  
FB1 B1 

Fra-2 Fos 2 
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FSH  
GC  

GEMS/Food � �

GGT �- (=�-
(�-GTP)) 

GM  
GST-P -S-  
HPLC  
HPRT  
IC50 50%  
IFN  
Ig  

IGF1  
IGFALS  

IL  
iNOS  
JNK c-Jun N  
LD50  
LH  
LPS  
MCP  
MHC  
MIP  

MKP1 1 
mRNA RNA( ) 

MS  
Msk1 1 

MTS 3-(4,5-dimethylthiazol-2-yl)-5-(3-carboxymethoxyphenyl)-2- 
(4-sulfophenyl)-2H-tetrazolium 

MTT 3-[4,5-dimethylthiazol-2-yl]-2,5-diphenyltetrazolium bromide 
NF-	B �B 

NIV  
NK  
NO  

OVA  
PARP ADP  
PHA  
PKR  

PM-TDI  
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PW  
RIA  
RNA  
RSK1 p90 S6 1 
SCE  
SCF  

SOCS  
TDI   
TDS  

TEER  
TLC  
TNF  
tTDI  
UDS DNA  

WST-8 2-(2-methoxy-4-nitrophenyl)-3-(4-nitrophenyl)-5-(2,4-disulfophenyl)-
2H-tetrazolium, monosodium salt 

ZEN  
�-ZEA �-  

1 
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1 
2 

 
 

  
 (mg/kg

)
(mg/kg

/ )
 

LOAEL 
(mg/kg

/ ) 

NOAEL 
(mg/kg

/ ) 

 
 

Wistar
139 g  
(1 5

) 

  8  0 40 0 2* 

 

2*  

271 

 

 

8  0 40 0 2* 2*  

Sprague-
Dawley

190
210 g
165 g (1

10
25 ) 

 

(Fusarium 
graminearum
NRRL 58839
96% DON
4%
3,15-dihydroxy-
12,13-epoxytric
hothec-9-ene-8-
one

ZEN
) 

 
60

15  

0 20 0 2*  2*  X134X 

7.1
8.4 kg  
(1 2~4

) 

 

(875
mg/kg DON
3.9 mg/kg 

T-2

4-AcNIV
) 

21  
0 1.3
12 20
43 

0 0.06
0.6  
0.8 1.6*  0.06*  X107 

 

8 kg 
(1

4 )  
(DON
) 21  0 0.9

2.0 2.8

0 0.09
0.18
0.25*  0.18* 0.09* 

X110X 60.5 
kg  
(1

2 ) 
 

(DON
) 42  

0 0.9
2.2
2.8 4.2

0 0.04
0.09
0.11
0.17* 

 0.09* 0.04* 

7

13.6 kg  
(1

6 ) 

 

 
(27 mg/kg  
DON ) 

28  0 4.5 0 0.2*
FB1

 
0.2*  272 

6 7
13 kg (1

6
8 )  

 

 
(28.7 mg/kg
DON, 8.6 mg/kg 

15-AcDON
1.1 mg/kg  

28  

0 
0.95
1.78  
2.85 

0 0.08
0.13
0.18* 

 
 

A/G
 

�-  

0.13* 0.08* 273 
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  ZEN )        

10 13 kg 
(1

6 )  

 

DON
 

(38.5 mg/kg
DON 3.0 mg/kg

15-AcDON
1.3 mg/kg
NIV ) 

32  0 1, 3 0 0.09
0.22* 

 
�-

 0.22* 0.09* X122X 

12
13
38 kg 

(1 6 ) 
 

 
(2.5 mg/kg
DON
F. graminearum 
Schwabe 
DAOM180377

) 

35  0 2.5 0 0.1*
 0.1*  274 

18 kg  
(1

8 ) 

 

 
(28.7 mg/kg
DON, 8.6 mg/kg 

15-AcDON
1.1 mg/kg
ZEN )  

42  0 4 0.26 

0.16* 

 
 0.26*  275 

59
21 kg 

(1

7~11
) 

 

 
(12.4 mg/kg  
DON, 1.5 mg/kg

3-AcDON, 
NIV

FUS-X,  0.75 
mg/kg ZEN

) 

95  0 0.7
1.7 3.5

0 0.04
0.1 0.2* 0.1* 0.04* X177X 

25 kg 
(1 5
9

2~8 ) 

 

(14.6 mg/kg  
DON, 1.76 
mg/kg 
3-AcDON, 

NIV ZEN
) 

100  0 0.5
1 2 4

0 0.02
0.04
0.08  
0.16* 

 0.16* 0.08* 276 

 
(1 6 )   5 11

 

0  
3.5
4.4 

0 0.083
0.213   277 

12.5 
444 kg 

(1 5
) 

 

 
(36 44 mg/kg

DON ) 
40   0.11* 

 
 0.11* 278 

 
(1 2

) 

 

 
(24 mg/kg
DON ) 

21  0 2.1
6.3 8.5

0
0.075
0.22
0.3 

pH
 

 0.3 279 
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293 kg  
(1 18

) 

 (22.2 mg/kg
DON ) 

84  
0.9
3.7
6.4 9.2

0.01
0.05
0.07
0.1*  

 0.1* 280 

3 6
18 kg 

(1
3 4 ) 

 
(26 mg/kg
DON
ZEN ) 

28  0 15.6 0 0.94*

 

 0.94* 281 

1  (1
36 ) 

 

(27 
mg/kg DON

ZEN

) 

21  0 16 0 1.5*

 

 1.5* 282 

1  (1
60 ) 

 

(26 
mg/kg DON

ZEN
T-2

) 

21  0 16 0 1.3*   1.3*  D283 

1  (1
36 ) 

 

(27 
mg/kg DON

ZEN
) 

21  0 15 0 1.3*  

 

1.3*  D284 

1  (1

240 ) 

 

 
(12.1 mg/kg
DON 1.8 mg/kg

3-AcDON 1.4 
mg/kg ZEN

) 

35  

0.1
1.0
2.1
3.4(

0 0.18
0.3
0.53
3-AcDO
N
0 0.15
0.26
0.5
ZEN

) 

0.01
0.1
0.21
0.34*  

 0.34* D285D 
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1  (1
45 ) 

 

(9.8 mg/kg
DON 1.24 
mg/kg
15-AcDON
0.725 mg/kg
NIV 1.15 mg/kg

ZEN 1.04 
mg/kg

1.43 
mg/kg

0.105 
mg/kg FB1

) 

37  

1.8
3.6 5.3 
+ 50%

 

0.14
0.3
0.46* 

 

 

0.46* 0.3* 286 

1
 (1

10 )   14  0 5.8 0 1.5*

 
 1.5* 287 

1 7
15

20 kg 
(1 2
14 ) 

 

(37 
mg/kg DON
1 mg/kg
15-AcDON

) 

14  
0 1 2
4 6 8
10 

0  
0.075
0.15
0.3
0.45  
0.6
0.75* 

 0.45* 0.3* X112X 

1 9
1

4 kg 
(1 2 8

) 

 

(37 
mg/kg DON
1 mg/kg
15-AcDON

) 

14  
0 1 2
4 6 8
10 

0 0.05
0.1
0.2
0.3
0.4 0.5*

 0.4* 0.3* X112X 

*: JECFA  1 
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